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1 まえがき

ServerView Suite にはサーバ管理ソフトウェアの ServerView Operations 
Manager（以下、Operations Manager と呼びます）があり、業界標準のサー
バ類を集中管理することができます。

Operations Manager によって、監視対象のサーバに関するデータにイントラ
ネットやインターネットを経由してアクセスすることができ、標準的な Web
ブラウザを搭載した PC から監視対象サーバのデータを見ることができます。

Operations Manager は、ハードディスク、換気ファン、電源や温度などの
サーバの重要な機能を監視します。これらのパラメータの規定値を越えたり
エラーが発生した場合は、必要に応じてメッセージを出力し、是正措置を行
います。

大規模なネットワークのオペレータにとって、Operations Manager による
サーバ管理には以下のような決定的な利点があります。

– 高信頼のサーバによる生産性の向上

– データプロセッシング設備の自動モニタリングによるコスト削減

– Operations Manager としての柔軟なシステムの拡張に対応

– シンプルなエラー解析によるダウンタイムの短縮

– エラー発生時の反応時間の短縮

– ネットワークコンポーネントやリソースの有効活用による総運用コスト
（総所有コスト）の削減

– 分かりやすいデータ表示、高機能なユーザインターフェイス、支援的ヘル
プシステム
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ServerView のコンセプトにおいて重要な側面は、ハードウェア機能と
Operations Manager との相互作用です。システムボードに組み込まれた予防
保守機能（PDA: Prefailure Detection and Analysis）、ASR&R（Automatic 
Server Reconfiguration and Restart）機能、Operations Manager によって、
個々のシステムコンポーネントの動作に関連するデータを交換できます。例
えば、エラーが発生した場合は、障害のあるハードウェアモジュールを停止
することでサーバは運用状態に戻ります。

サーバの監視において 2 つのパートから構成されています。"Operations 
Manager" は管理用サーバ にインストールされ、もう一方の "ServerView 
エージェント " は Operations Manager と情報を交換する監視対象サーバ上で
使用します。

この情報の交換には、 マネージャ（管理用サーバ） とエージェントに共通の情
報ベースが提供されている必要があります。この共通の情報ベースは 
"Management Information Base（MIB）" と呼ばれます。MIB は管理されるエ
レメントを抽象的なフォームで記述するデータモデルです。

ネットワーク内の各エージェントは MIB を提供し、ネットワーク内のエー
ジェントが提供するすべての MIB 記述ファイルはこのマネージャシステム上
で使用可能です。これにより、マネージャとエージェント間で交換される情
報が正しく解釈されます。

ServerView は、ネットワークマネジメントプロトコルである SNMP（Simple 
Network Management Protocol）に基づいた異機種ネットワーク内で作動しま
す。ServerView は、標準的なインターフェイスを採用しているため、簡単に
他の管理システム（HP OpenView NNM や Microsoft SMS など）と接続する
ことができます。さらに、ServerView によって、PRIMERGY を Tivoli 
TME10 のような全社的なネットワーク管理システムにシームレスに統合する
ことができます。

1.1 対象者および目的

本マニュアルは、ハードウェアおよびソフトウェアについての基本的な知識
をもつシステム管理者、ネットワーク管理者、およびサービス技術者を対象
としています。本マニュアルは、OS ごとの Operations Manager の使用に関
する要件や、ServerView Operations Manager、ServerView イベントマネー
ジャ、および ServerView エージェントのインストールについて記載していま
す。
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1.2  技術的要件

1.2 技術的要件

SuSE Linux は未サポートです。

I 技術的要件の最終段階での変更や修正は、ServerView Suite DVD 1 に
収録されている Readme ファイルに記載されています。 このファイル
を参照するには、次の 2 つの方法があります。

– DVD 1 で、次のディレクトリに切り替えます。SVSSoftware -  
Software -  ServerView -  Windows - ServerView_S2

– DVD 1 を起動し、「Welcome」ダイアログで次の順に選択します。
ServerView Software Products - Start; Info under ServerView - 
Operations Manager

1.2.1 管理コンソール

– http にアクセスできる標準的な PC/LAN

– Internet Explorer V7/V8 がインストールされている Microsoft Windows

– Mozilla Firefox 3.5/3.6 がインストールされている RedHat Linux

– Mozilla Firefox 3.5/3.6 がインストールされている SuSE Linux

– Java Runtime Environment V1.6.0_21
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1.2.2 中央管理用サーバ（CMS）

ハードウェア ( 推奨値 )

– PRIMERGY サーバ

– プロセッサのコア数：2 以上

– メモリ：4GB 以上

– 空きディスク容量：100 GB 以上

– ディスプレイ：1280x1024

– LAN：100MBit-LAN

ソフトウェア

● Windows

– Microsoft Windows® ServerTM 2003 の全エディション

– Microsoft Windows® ServerTM 2003 R2 の全エディション

– Microsoft Windows® ServerTM 2008 の全エディション

– Microsoft Windows® ServerTM 2008 R2 の全エディション

● Linux

– Novell SLES 10（未サポート） 

– Novell SLES 11（未サポート） 

– Red Hat RHEL 5

アップデート DOS マネージャ

● Windows

– Windows 下でローカル :

ServerView パッケージに付属 :

– Windows 2003 の場合 : MSDE SP4

– Windows 2008 の場合 : SQL 2005 Express SP3
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1.2  技術的要件

その他のサポート対象 :

– SQL Server 2000 Standard、Workgroup、Enterprise（それぞれ 
SP4）

– SQL Server 2005 Standard、Workgroup、Enterprise

– SQL Server 2008 Standard、Workgroup、Enterprise

– Windows 下でリモート :

– SQL Server 2005 Standard、Workgroup、Enterprise

– SQL Server 2008 Standard、Workgroup、Enterprise

● Linux（ローカルとリモート）

– PostgreSQL 8.4.3（ServerView パッケージに付属）

Java Runtime Environment

– JRE V1.6.0_18( ただし、最新版を使用することを推奨 )

1.2.3 ServerView エージェント

以下に使用できるインストール済み ServerView エージェント

– Windows Server 2003

– Windows Server 2003 x64

– Windows Server 2008

– Windows Server 2008 x64

– Windows Server 2008 R2

– SuSE Linux SLES 10 および 11( 未サポート )

– Red Hat Enterprise Linux 5

– V5.0 の Citrix XenServer

– V4 および V4.1 の VMware ESX Server

I バージョン 4.0 の VMware ESXi Server を監視できます。詳細は、
『VMware ESXi - Monitoring ESXi Systems with ServerView Suite』マ
ニュアルを参照してください。 
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1.3 旧版からの変更点

本版のマニュアルは ServerView Operations Manager V5.0 - installation under 
Windows に適用されるもので、オンラインマニュアル『ServerView 
Operations Manager V4.92 - Installation under Windows』（2010 年 3 月版）の
更新版です。

このマニュアルでは、以下の変更と拡張について主に説明します。

● Web サーバ Apache および IIS は、このバージョンではサポートされませ
ん。 使用される Ｗeb サーバは JBoss で、Operations Manager ソフトウェ
アをインストールすると、自動的にインストールされます。

● 既存の Operations Manager V4.92 からのアップデートインストールがサ
ポートされています。

● Operations Manager インストールウィザードが変更されました。

– 以下のダイアログボックスは、なくなりました。

「既存の ServerView データ」
「Web サーバサービス」
「Web サーバパス」
「Web サーバのプロパティ」

– 新規のダイアログボックスは以下のとおりです。

「JBoss サービス ログオン情報」
「ディレクトリ サーバの選択」
「ディレクトリサービス設定」

– 「コンピュータの詳細」ダイアログボックスが展開され、「DNS サ
フィックス」エントリが表示されます。

– 「SQL サーバ バックアップパス」ダイアログボックスで「参照」ボタ
ンを使用して、バックアップファイルを作成するディレクトリを選択
できます。

● データベースジョブ JobServerViewCheckDBSize および 
JobServerViewDBMaintenance（内部ジョブのみ）は、ServerView データ
ベースの監視および管理の「セットアップ」を使用して取得できます。



Installation under Windows  15

1.4  ServerView Suite のマニュアル

1.4 ServerView Suite のマニュアル

ServerView Suite のマニュアルは、各サーバシステムに付属の ServerView 
Suite DVD 2 に収録されています。 

マニュアルはインターネットからも無料でダウンロードできます。  インター
ネットのオンラインドキュメントは、 http://manuals.ts.fujitsu.com の「Industry 
standard servers」リンクをクリックすると入手できます。

http://manuals.ts.fujitsu.com
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1  まえがき

1.5 本書の表記

本マニュアルでは次の表記が使用されます。

マニュアル内の本文や項を参照する場合は、章や項の見出しを参照先として
示し、その章や項が始まるページを記載しています。

画面出力

画面出力は、使用するシステムによってある程度異なります。そのため、お
使いのシステムで表示される出力は、本マニュアルの記載と若干異なる可能
性があります。 また、利用できるメニュー項目もシステムによって異なる場
合があります。

V 注意 この記号は、人的傷害、データ消失、機材破損の危険
性を示しています。

I この記号は、重要な情報やヒントを強調しています。

Ê この記号は、操作を続行するために行わなければなら
ない手順を示しています。

斜体 コマンド、ファイル名、およびパス名は 斜体 で表記
されています。

固定フォント システム出力は、固定フォントで表記されています。

太字の固定フォント キーボードから入力する必要のあるコマンドは、太字
の固定フォントで表記されています。

<abc> 山カッコは実数値に置き換えられる変数を囲っていま
す。

[Key symbols] キーは、キーボード上の該当するキーを表していま
す。また大文字を入力する必要がある場合は、シフト
キーも表示されています。
例 : 大文字 A の場合、[SHIFT] - [A] 

2 つのキーを同時に押す必要がある場合は、それぞれ
のキー記号の間にハイフンが表示されています。

表 1: 本書の表記
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2 サーバ管理

2.1 アーキテクチャ

図 1: アーキテクチャの概要

管理コンソール

監視対象サーバの全データは、標準的な PC からイントラネットまたはイン
ターネットアクセスおよび Web ブラウザ（Web ベースのコンソール）を使
用して見ることができます。

管理用サーバ（CMS）

ServerView Operations Manager は管理用サーバにインストールされていま
す。

管理ノード

監視対象サーバに ServerView エージェントはインストールされており、その
情報は管理用サーバに提供されます。ServerView RAID Manager は監視対象
サーバにオプションでインストールすることができます。 
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2  サーバ管理

2.2 管理用サーバでのインストール

Operations Manager（ServerView アップデート マネージャなど）を管理用
サーバにインストールできます。これにより、PC またはノート型パソコンで
標準的な Web ブラウザを使用してサーバを監視できます。さらに、管理用
サーバや別のサーバに、 ServerView イベントマネージャ（イベント管理）を
インストールすることもできます。

Operations Manager は、 Windows、SuSE Linux（未サポート）、および Red 
Hat Linux の各 OS にインストールすることができます。

Operations Manager は ServerView Suite DVD 1 に格納されています。

– インストールウィザードは Windows 用のインストーラーです。
Operations Manager、アップデート マネージャ、および ServerView イベ
ントマネージャ のインストールも行えます。また、このウィザードを使
用すると、別のサーバに Operations Manager をインストールすることが
できます。

インストールは Windows コマンドラインモードで実行することもできま
す。

管理用サーバでのインストールに関する説明は、 「3 管理端末へのインス
トール」の章（21 ページ） および 159 ページの「コマンドラインによる
Operations Manager のインストール」の項に記載されています。

– Linux へのインストールは、スクリプトベースまたは YaST/YUM によるも
ので、Operations Manager および ServerView イベントマネージャ のイン
ストールを含みます。

インストールに関する説明については、Linux 用の ServerView Operations 
Manager インストールガイドを参照してください。
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2.3  監視対象サーバへのインストール

2.3 監視対象サーバへのインストール

監視対象サーバには、ServerView エージェントをインストールする必要があ
ります。これらは OS ごとに異なるプログラムで、管理用サーバに情報を提
供します。

各 OS 用のエージェントについては、ServerView Agent Installation Guides for 
Windows または ServerView Agent Installation Guides for Linux をご覧くださ
い。

追加インストール

– ServerView Online Diagnostics

Windows 用の ServerView エージェントインストール時に、Online 
Diagnostics もインストールされます。Online Diagnostics を使用して、管
理されているサーバに対して離れたワークステーションから一連のハード
ウェアテストを実行することができます（ServerView エージェントの版
数によります）。

– ServerView RAID Manager

ServerView RAID Manager を使用すると、PRIMERGY のハードディスク
を管理できます。

ServerView RAID Manager がインストールされていない場合、RAID ドラ
イブおよびそれらのステータスに関する情報は使用できません。

インストールについては、ServerView RAID Manager のマニュアルを参照
してください。

– ServerView エージェント（Windows 用）を Expert モードでインストール
している場合は、Asset CLI、Configuration Tools、Prime Collect、
ServerView System Monitor などの追加コンポーネントをインストールす
るかどうかを選択できます。
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2  サーバ管理

2.4 Operations Manager の統合オプション

標準化プロトコルおよびインタフェースを使用すると、Operations Manager 
を他の管理システムと容易に統合できます。Operations Manager 統合モ
ジュールにより、接続された管理システムのコンソールにおける サーバのス
テータスに関する詳細情報の出力を確認します。このように、センターエン
タープライズ管理コンソール（単一管理ポイント）で サーバを管理できま
す。ネットワーク管理、アプリケーション管理、ソフトウェア分配などの追
加の管理機能も、サーバにおいて問題なく使用できます。

統合モジュールは以下のシステムで使用できます。

– IBM Tivoli TME 10™ Framework TE/C
– IBM Tivoli NetView
– HP OpenView Network Node Manager 
– HP Operations Manager
– Microsoft MOM および SCOM 2007
– Microsoft SMS および SCCM 2007
– Nagios および BMC Patrol ( 未サポート )
– PRIMEPOWER ServerView Suite ( 未サポート )

一部の統合モジュール（Microsoft SMS、MOM）は、ServerView Suite DVD 1 
に収録されており、Operations Manager のインストール時に管理用サーバに
自動的にインストールされます。これは、関連する管理ソフトウェアがすで
にシステムにインストールされている場合のみ有効です。詳細は 91 ページの

「Operations Manager ソフトウェアの GUI ダイアログ形式インストール」の
項を参照してください。

他の統合モジュール（HP Operations Manager、IBM Tivoli TME NetView な
ど）は、ServerView Integration CD に収録されています。

統合モジュールの詳細情報は、対応する統合マニュアルおよび ServerView 
Integration のデータシートを参照してください。
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3 管理端末へのインストール

本章では Operations Manager（ServerView アップデート マネージャを含む）
と ServerView イベントマネージャを管理用サーバにインストールする方法を
記載します。

I アップデート マネージャ（バージョン 4.71 以前）がすでに管理用
サーバにインストールされている場合、インストール済みのアップ
デート マネージャをアンインストールしてから Operations Manager
をインストールしてください。アンインストールしていない場合、イ
ンストールが異常終了します。 

ServerView エージェントを管理用サーバにインストールする場合、現
在の ServerView エージェント（V5.00）をインストールしてから
Operations Manager をインストールする必要があります。

必要なソフトウェアは、ServerView Suite DVD 1 に格納されています。 

ソフトウェア製品は集中管理用サーバにまとめてインストールすることも、
別々のコンピュータにそれぞれインストールすることもできます。

I 既存の Operations Manager バージョン 4.92.14 からのアップグレード
インストールが可能です。

Windows（Windows Server 2003 または Windows Server 2008）へのインス
トールはメニューから選択する方式になっており、Microsoft Windows 
Installer Technology に基づいています（91 ページの「Operations Manager
ソフトウェアの GUI ダイアログ形式インストール」の項を参照してくださ
い）。

インストールは Windows のコマンドラインからもでき、編集可能なインス
トール用スクリプト（サイレントインストール）が用意されています（159
ページの「コマンドラインによる Operations Manager のインストール」の項
を参照してください）。
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3  管理端末へのインストール

3.1 ServerView Operations Manager のコンポー
ネント

ServerView Operations Manager

ServerView Operations Manager をインストールすると以下の ServerView コ
ンポーネントも同時にインストールされます。 

ServerView Configuration Manager
ServerView Configuration Manager は、システムに応じた環境ファイルを
監視対象サーバに作成できます（ServerView エージェントがインス
トールされているサーバに対してのみサポートしています）。

ServerView アーカイブマネージャ
アーカイブマネージャは、サーバのシステムおよび運用データを記録
し、管理コンソールに保管することができます。その後データを確認
したり評価することができます。

ServerView インベントリマネージャ
インベントリマネージャ は、1 つまたは複数の監視対象サーバのデー
タを取得して画面に表示します。Operations Manager からデータをエク
スポートし、様々なフォーマット（CSV、ODBC など）で保存するこ
とができます。 

ServerView パフォーマンスマネージャ
パフォーマンスマネージャ は、特定のサーバのコンポーネントのパ
フォーマンスを監視することができます。パフォーマンスマネージャ
はルールに従って実施されます。管理コンソールで作られたルールは
どのサーバに対しても実行することができます。 

ServerView スレッシュホールド
スレッシュホールドマネージャ は、1 つ以上の監視対象サーバとその
サーバ上で稼動するあらゆる仮想マシンを、しきい値に基づいて管理
コンソールで監視することができます。 

ServerView Remote Management Frontend 
ServerView Remote Management Frontend は、Web ベースのワーク環境を
提供してサーバのリモート管理ができます。
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3.1  ServerView Operations Manager のコンポーネント

ServerView アップデート マネージャ（オプション）

個別に ServerView アップデート マネージャをインストールすることもでき
ます。このインストールにより以下のコンポーネントが提供されます。

アップデート マネージャ
アップデート マネージャは、管理コンソールを介して、すべてのドメ
インに対してソフトウェアのインストールおよびアップデートを行う
ことができます。

レポジトリマネージャ
レポジトリマネージャは、アップデートレポジトリを管理することが
できます。

設定
設定 は、アップデート マネージャのためのグローバルパラメータを設
定することができます。

ServerView ダウンロードマネージャ
ダウンロードマネージャは、ご使用のサーバ用のファームウェア、
BIOS、ドライバ、および ServerView エージェントの最新のものを適宜
入手することができます。

ServerView イベントマネージャ 

ServerView イベントマネージャをインストールすると、以下の ServerView 
Operations Manager コンポーネントもインストールされます。

アラームモニタ
アラームモニタは、選択されたサーバおよびサーバグループへの受信
アラームをすべて Operations Manager のメインウィンドウに表示しま
す。

アラーム設定
アラーム設定コンポーネントは、アラームの取り扱いを設定できます。
アラームのルール、フィルタのルール、一般的なルールを設定できま
す。
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3  管理端末へのインストール

3.2 JBoss Web サーバ

I ServerView Operations Manager V5.0 では、Microsoft Web サーバ
（MS Internet Information Server）と ServerView Web サーバ（Apache 
for Windows ベース）はサポートされません。

ServerView Operations Manager バージョン 5.0 で使用される Web サーバは 
JBoss です。 

JBoss に必要なファイルは、ServerView Operations Manager のインストール
時に自動的にインストールされます。 JBoss は、スタンドアロンサービス 
ServerView JBoss Application Server 5.1 として設定されます。これは、
Windows の「スタート」メニューを使用して開始および停止できます。 

– Windows Server 2003 の場合

「スタート」→「コントロールパネル」→「管理ツール」→「サービス」
の順に選択します。

– Windows Server 2008 の場合

「スタート」→「管理ツール」→「サービス」の順に選択します。

以下のコマンドを使用して、サービスを開始 / 停止することもできます。

%WINDIR%\system32\net.exe start "ServerView JBoss Application Server 5.1"

%WINDIR%\system32\net.exe stop "ServerView JBoss Application Server 5.1"
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3.2  JBoss Web サーバ

3.2.1 起動および使用ポート

Operations Manager の起動アドレスは https で始まります。

セキュリティについての詳細は、ホワイトペーパー『Secure PRIMERGY 
Server Management』に記載されています。

ポート番号 使用対象

3170 https（ファイアウォールのポートのロックを解除する
必要があります）

3172 Remote Connector Service（Server Configuration 
Manager、パワーモニタ など）

3173 ServerView RAID Manager
1072, 1111, 1149, 
1287, 1301, 1302, 
1325, 1336, 1338, 
1374, 1380, 1383, 
1385, 1399, 1400, 
1401, 1404, 1441, 
1442, 1443, 1445, 
1446, 1447

JBoss（内部ソケット接続にのみ使用）

444 OpenDS コントロールポート 
1474 OpenDS がディレクトリサービスとして設定されてい

る場合は LDAPS （ファイアウォールのポートのロック
を解除する必要があります）
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3  管理端末へのインストール

3.2.2 ロールベースのユーザ管理

JBoss では、ロールベースのユーザ管理も可能です。  デフォルトでは、3 つの
ユーザロール  : administrator、operator、monitor を使用できます。

詳細は、『User management in ServerView - Centralized authentication and 
role-based authorization』マニュアルを参照してください。

3.2.3 認証の管理

Web ブラウザは、JBoss Web サーバとの通信に常に HTTPS 接続（つまり、
セキュア SSL 接続）を使用します。  そのため、JBoss Web サーバは、Web 
ブラウザで自身を認証するための証明書（X.509 証明書）を必要とします。 
X.509 証明書には、JBoss Web サーバ自体と、JBoss Web サーバの公開鍵の
識別に必要な情報がすべて含まれています。

証明書の管理についての詳細は、『User management in ServerView』マニュ
アルを参照してください。

3.3 Web ブラウザ

データを表示するには Web ブラウザが必要です。そのため、Web ブラウザ
を持つ他のコンピュータに LAN 経由でデータを送信し、コンピュータで表示
させることができます。HTML V3.2 と Javascript V1.1 以上がインストールさ
れているものは、どのブラウザも使用可能です。

Web サーバへのアクセスに問題がある場合は、ブラウザで以下のいずれかの
設定を行ってください。

– ブラウザにおけるプロキシを完全に無効にする。

– この Web サーバが稼動するホストに対してプロキシが使用されないよう
に、IP アドレスの除外設定を行う。
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3.4  準備

3.4 準備 
以下の手順が完了していることを確認してから Operations Manager ソフト
ウェアをインストールしてください。

Ê Windows OS（Windows Server 2003 または Windows Server 2008）を管理
端末にインストールします。

Ê Service Pack を適用します。必要に応じて ServerView の各コンポーネン
トをインストールするすべてのサーバおよびコンピュータに、Service 
Pack を適用してください。 Windows Server 2008 には Service Pack 1 を、
Windows Server 2003 には Service Pack 2 以降を適用することを推奨しま
す。

I Service Pack は必ず適用してください。  Service Pack が適用されて
いない場合は、動作の保証はいたしかねます。  Service Pack がすで
に適用されている場合は、再度適用する必要はありません。
SNMP サービスがインストールされていることを必ず確認してか
ら、Service Pack を適用してください。

Ê 管理用サーバに SNMP サービスをセットアップします。  それに伴い、ど
のコミュニティおよびサーバ（IP アドレス）から管理用サーバがトラッ
プを受信するかを指定する必要があります。28 ページの「SNMP サービ
スのインストール」の項」の項を参照してください。

Ê 管理用サーバに Sun Java Runtime Environment をインストールします。
30 ページの「Sun Java Runtime Environment（JRE）のインストール」の
項の項を参照してください。
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3  管理端末へのインストール

3.4.1 SNMP サービスのインストール

Windows Server 2003

1. 次の順に選択し、SNMP サービスをサーバにインストールします。

Ê 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「プログラムの
追加と削除」→「Windows コンポーネントの追加と削除」。

Ê 「管理ツールおよび監視ツール」を有効化します。 「詳細」をクリック
します。 「簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）」にチェックを
入れ、「OK」をクリックして設定を確定します。

Ê 「次へ」をクリックして、インストールを開始します。

2. 次のように、サーバで SNMP サービスの設定を行ないます。

Ê 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「管理ツール」→
「コンポーネントサービス」→「SNMP サービス」の順に選択します。

Ê 「トラップ」をクリックします。

Ê 「コミュニティ名」にコミュニティ名（public など）を入力します。

Ê 「一覧に追加」をクリックします。

Ê 「追加」をクリックします。

Ê 選択したコミュニティの管理用サーバの IP アドレスを入力し、
「追加」ボタンをクリックします。 ここで入力した管理用サーバに
のみ、トラップが送信されます。

I デフォルトのコミュニティ名は 「public」 です。 ほとんどの 
SNMP サービスで、このデフォルトのエントリが使用され
ます。 セキュリティ上の理由から、このエントリを変更す
ることをお勧めします。 
基本的には、サーバまたはサーバグループごとに別々のコ
ミュニティを定義できます。  該当の変更をマネージャに対
して忘れずに行ってください。
ServerView の全機能を使用したい場合は、読み書き権限を
コミュニティに割り当てる必要があります。  （読み取り専
用）アクセス権を割り当てると、特定の機能へのアクセス
を制限できます。 
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3.4  準備

Ê 「セキュリティ」をクリックして、指定したコミュニティの権限を
READ WRITE などに設定します。　「OK」をクリックして、今行った
設定を確定します。

Ê 該当のオプションを選択して、どのコンピュータから SNMP パケット
を受け付けるかを指定します。

Ê 「OK」をクリックして設定を終了します。

3. OS をリブートします。

Windows Server 2008

Ê 「スタート」→「サーバマネージャ」の順に選択します。

Ê 左側のウィンドウで、「機能」をクリックします。 

Ê 「機能の追加」を選択します。

Ê 「SNMP サービス」オプションを選択します。 

Ê 「次へ (N) >」をクリックしてから、「インストール (I)」をクリックします。 
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3  管理端末へのインストール

3.4.2 Sun Java Runtime Environment（JRE）のインス
トール

ServerView Suite DVD 1 を使用して JRE をインストールできます。 以下の手
順に従います。

Ê ServerView Suite DVD 1 を DVD-ROM ドライブに挿入します。 DVD が自
動的に起動しない場合は、DVD のルートディレクトリにある 「start.html」 
ファイルをクリックします。

Ê 「ServerView Software Products」オプションにチェックを入れます。

Ê 「実行」をクリックします。

Ê 表示されるウィンドウで、目的の言語を選択します。

Ê 「Java」を選択します。 

Ê 適切な *.exe をクリックしてインストールします。

また、Sun Microsystems の Web サイトから最新バージョンの JRE をダウン
ロードすることもできます。 

Operations Manager のコンポーネントの起動後に、「Java が、セキュリ
ティー問題の発生が考えられるアプリケーションコンポーネントを発見しま
した。」というメッセージが表示されたら、「いいえ」をクリックします。 こ
のメッセージが表示されないようにするには、Java のコントロールパネルで
以下を設定します。

1.「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「Java」の順に選択
します。

2.「Java コントロールパネル」ダイアログボックスで、「詳細」タブに切り
替えます。

3.「セキュリティ」→「混合コード ( サンドボックス内実行 vs. 信頼済み ) セ
キュリティ検証」は、「有効 - 警告を表示せずに、保護をかけて実行する」
オプションにチェックを入れます。
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3.5 SQL Server のインストール

Operations Manager には、SQL データベースの ServerViewDB をインストー
ルする SQL Server が必要です。

Operations Manager のインストール中に、ある条件下では SQL Server を自動
的にインストールします。しかし、事前に SQL Server をインストールしてか
ら Operations Manager をインストールしなければならない場合もあります。

システムに既存する SQL Server が Operations Manager に適応する場合は、
その SQL Server を使用することができます。 
インストールに関する要件や制約に従う必要があります。 

I Microsoft SQL Server 2008/2005 Express および MSDE 2000 SP4 は、
500 台未満のサーバを監視するのに適しています。

500 台以上のサーバを監視するには、Microsoft SQL Server 2008/2005 
または Microsoft SQL Server 2000 のインストールをお勧めします。

SQL Server のパラレル（side-by-side）インストール

SQL Server は、それぞれ異なるインスタンス名で同一システムのどのエディ
ションにもパラレルに 16 個までインストールできます。 
SQL Server 2008 のインスタンスは SQL Server 2000、SQL Server 2005 と
side-by-side にインストールできます。

SQL Server 2005、SQL Server 2000、MSDE 2000、SQL Server 6.5、SQL 
Server 7.0、および MSDE 1.0 のインスタンスは、side-by-side にインストー
ルできます。

I SQL Server インスタンスの異なる言語版の同一システムへのインス
トールはサポートしていません。

例

同一システムへの SQL Server 2005（英語）と SQL Server 2005
（日本語）の同一システムへの side-by-side インストールはサポー
トしていません。

日本語版以外の SQL Server インスタンスがシステムにインストー
ル済みの場合、Operations Manager は日本語版 SQL Server を並列
的に自動でインストールすることはできません。この場合、ダイア
ログボックスが開き、適切な言語版の SQL Server を手動でインス
トールするように促します。
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既存のインスタンスの表示

以下の手順で SQL Server の既存のインスタンスを表示できます。 

Ê コマンドプロンプトを開きます。

Ê 以下のコマンドを入力します。

SQL Server 2008/2005 には sqlcmd -L | findstr <computer_name>

SQL Server 2000 には sosql -L | findstr <computer_name>

システム上のすべてのインストール済み SQL Server インスタンス
<computer_name> が表示されます。なお、このコマンドの実行には数分かか
ります。 

システム上にインスタンスが 16 個未満の場合、Operations Manager をイン
ストールできます。

SQL Server インスタンス名に関する一般的事項

インスタンスが 1 個の場合はインスタンス名は必要なく、規定のインスタン
スとみなされます。規定のインスタンスは、名前（local）の下、またはリ
モートサーバの場合はサーバのコンピュータ名の下の選択リストに表示され
ます。 他の 15 個のインスタンスには個別のインスタンス名が必要です。これ
らのインスタンスは名前付きインスタンスと呼ばれます。MSDE や SQL 
Server 2005 Express の場合、<server_name>\<instance_name> という名前の
下の選択リストに表示されるインスタンス名でインストールされます。

SQL Server の各種言語版と OS の言語

SQL Server には様々な言語版があります。OS の言語と互換性のある言語版
の SQL Server をインストールする必要があります。

– 英語版の SQL Server はサポートするすべての OS にインストールするこ
とができます。英語版の SQL Server は欧米の Windows OS にインストー
ルすることをお勧めします。

– OS と同じ言語の SQL Server をインストールすることができます。

SQL Server がインストールされるディスクが圧縮されていないことを確認し
てください。
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3.5.1 管理端末のローカルへのインストール

SQL Server は、管理用端末のローカルにインストールするか、Operations 
Manager によって自動的にインストールすることができます。

Windows Server 2008 上の Operations Manager での SQL Server インスタン
ス名は、以下のとおりです。

– インスタンス名が「SQLSERVERVIEW」の SQL Server 2008 Express 

– インスタンス名が「SQLSERVERVIEW」の SQL Server 2005 Express
（これは ServerView Operations Manager のインストール時に同時にイン
ストールした場合のインスタンス名でもあります）

– 任意のインスタンス名の SQL Server 2008/2005 
Enterprise/Standard/Workgroup Edition

I Microsoft は Windows Server 2008 上の MSDE 2000 や SQL Server 
2000 のサポートを終了しています。

Windows Server 2003 上の Operations Manager での SQL Server インスタン
ス名は、以下のとおりです。

– インスタンス名が「SQLSERVERVIEW」の SQL Server 2008/2005 
Express

– 任意のインスタンス名の SQL Server 2008/2005 
Enterprise/Standard/Workgroup Edition

– インスタンス名が「SQLSERVERVIEW」 の MSDE 2000 Service Pack 4
（これは ServerView Operations Manager のインストール時に同時にイン
ストールした場合のインスタンス名でもあります）

– 任意のインスタンス名の SQL Server 2000 Service Pack 4 
Enterprise/Standard/Workgroup Edition
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Operations Manager インストール中の SQL Server インスタンスの認識

データベースサーバは ServerView Suite DVD 1 にあります。SQL Server イン
スタンスがシステム上にインストールされてないか、またはインストールさ
れていてもインスタンス名が「SQLSERVERVIEW」以外の場合は、
Operations Manager のインストール中に SQL Server インスタンスも自動的
にインストールすることができます。

自動的にインストールされた SQL Server には「SQLSERVERVIEW」という
インスタンス名が付けられます。

Operations Manager に適する SQL Server インスタンスがすでに使用可能な
場合は、SQL Server の自動インストールは提供されません。既に SQL 
Server のインスタンス名が、「SQLSERVERVIEW」として使用されている場
合、SQL Server の自動インストールは行われません。

SQL Server 2008、SQL Server 2008 Express のインストールについての詳細
は 38 ページの「SQL Server 2008」の項を参照してください。

SQL Server 2005、SQL Server 2005 Express のインストールについての詳細
は 47 ページの「SQL Server 2005」の項を参照してください。

MSDE 2000 のインストールについての詳細は 55 ページの「MSDE 2000」の
項を参照してください。

SQL Server 2000 のインストールについての詳細は 57 ページの「SQL Server 
2000」の項を参照してください。
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3.5.2 別のシステムへのリモートのインストール

Operations Manager バージョン 4.7 では、リモートにインストールされた
SQL Server インスタンスを使用して ServerView データベースをインストー
ルすることもできます。

I – このオプションが使用できるのは Operations Manager の新規のイ
ンストール時と ServerView バージョン 4.20 以前のアップグレード
インストール時です。

– Operations Manager はリモートのサーバ上にローカルから同時に
インストールしないでください。

– Operations Manager を複数のローカルの管理端末にインストール
したり、リモートにインストールされた同一の SQL Server インス
タンスを各管理端末に使用することはできません。

要件

ローカルの管理端末とリモートのシステムは同じドメインに属している必要
があります。Domain Users グループ内では少なくとも１つのドメインユーザ
アカウントが必要です。

適する SQL Server インスタンスは、Standard、 Workgroup、Enterprise 
Edition の SQL Server 2008/2005/2000 です。SQL Server インスタンスは、
Operations Manager がインストールされる前にリモートのサーバにインス
トールし、設定する必要があります。

SQL Server をリモートの SQL Server として使用するための設定についての
詳細は、59 ページの「リモートの SQL Server の設定」の項を参照してくだ
さい。 

I SQL Server 2008/2005 Express、MSDE 2000 はサポートしていませ
ん。 

SQL Server 2008、SQL Server 2005 は Windows Server 2008 で使用し
てください。
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3.5.3 SQL Server のドメインコントローラへのインストール

セキュリティ確保のため、SQL Server をドメインコントローラにはインス
トールしないことを推奨します。

I Windows Server 2008 Read Only Domain Controller（RODC）へのイン
ストールはサポートしていません。

インストールの順序に注意してください。

1. サーバをドメインコントローラに設定します。

2. SQL Server と ServerView Operations Manager をインストールします。

手順は以下のとおりです。

Ê 静的 IP アドレスをコンピュータに割り当てます。

Ê ローカルの管理者としてログオンします。

Ê 「スタート」→「プログラム名を指定して実行」の順に選択します。

Ê 「名前」に「dcpromo」と入力し、「OK」をクリックします。 Active 
Directory Installation Wizard を実行します。

Ê ドメインの管理者としてサーバにログオンします。

Ê Workgroup/Standard/Enterprise Edition などの SQL Server をインストール
します。

SQL Server のサービスアカウントは Windows のドメインユーザアカウン
トとして実行しなければなりません。各 SQL Server サービスは別々の
Windows アカウントで実行してください。ドメインコントローラでは
SQL Server サービスはローカルサービス やネットワークサービスとして
実行することはできません。SQL Server のサービスアカウントをインス
トールしてローカルシステムとして実行することもできます。このオプ
ションは推奨しません。

Ê ServerView Operations Manager をインストールします。
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SQL Server Configuration Manager によるインストール後も、サービスアカ
ウントの割り当てを、変更することができます（例えば Express Edition 用な
ど）。

I SQL Server のインストール後にそのサーバの役割を変更しないでくだ
さい。

例えば、SQL Server をメンバーサーバにインストールした場合、
Active Directory Installation Wizard（dcpromo.exe）ツールを使用してそ
のサーバをドメインコントローラに変更しないでください。

また、SQL Server をドメインコントローラにインストールした場合、
Active Directory Installation Wizard を使用してそのサーバをメンバー
サーバに変更しないでください。

SQL Server のインストール後にサーバの役割を変更すると機能性が損
なわれるほか、サポートもされません。
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3.6 SQL Server 2008

Operations Manager バージョン 5.00 では、Windows Server 2008 または
Windows Server 2003 上の SQL Server 2008 インスタンスに ServerView デー
タベースをインストールすることができます。SQL Server 2008 は
Operations Manager をインストールする前にインストールしてください。

3.6.1 ソフトウェア要件

– OS:
Windows Server 2008 SP1 以上
Windows Server 2003 SP2 以上

– Internet Explorer 6 SP1 以上

– Microsoft .NET Framework 3.5 SP 1 以上

– Windows Installer 4.5 以上

– Windows PowerShell 1.0 以上

3.6.2 SQLServer のエディション

以下のエディションを使用できます。

– Express Edition

SQL Server 2005 Express と MSDE 2000 の後継である SQL Server 2008 
Express 無償エディションであり、Microsoft ダウンロードセンターから
入手できます。

– Workgroup Edition

– Standard Edition

– Enterprise Edition
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3.6.3 サービスアカウントのセットアップ 

SQL Server 2008 をインストールする場合、「サーバ設定」画面でサービスア
カウントを指定する必要があります。インストールの前に 1 つ以上のサービ
スアカウントをセットアップすることをお勧めします。

サービスアカウントは以下のサービスに必要です。

– SQL Server データベースサービス 

– SQL Server エージェント（SQL Server Express ではない）

– SQL Server ブラウザ

SQL Server と Operations Manager を同一のシステムにインストールする場
合は以下の点にご注意ください。

● 「Network Service アカウント」を使用しないでください。
「Network Service アカウント」で SQL Server を実行すると Operations 
Manager のインストールがキャンセルされます。

● SQL Server のインストールのセキュリティを確保するため、ローカルの
Windows のユーザアカウントで各サービスを実行する必要があります。
ローカルの Windows のユーザアカウントを管理者のグループに割り当て
ないでください。

ただし、ローカルの Windows のユーザアカウントの使用に関しては例外
があります。

– リモートのプロシージャのコール、レプリケーション、ネットワーク
ドライブへのバックアップ、リモートのデータソースを異なる SQL
サーバ上で使用する場合、ローカルの Windows のアカウントでは不十
分です。

– 以前のバージョンの SQL Server との side-by-side 構成で SQL Server 
2008 をインストールする場合、グローバルのドメイングループからの
アカウントだけが使用できます。

– フェイルクラスタのインストールにはローカルのシステムやローカル
のサービスアカウントは使用できません。
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● ローカルのサービスアカウントをセットアップしたくない場合は、システ
ムアカウントを使用することができます。手順は以下のとおりです。

– 「SQL Server」 と「SQL Server Agent」サービスには「Local System」 
を選択します。

– 「SQL Server Browser」サービスには「Local Service」を選択します。

I ローカルのシステムアカウント（「Local System」）は非常に高い権
限を持つ統合アカウントです。システムアカウントを使用する場合
は注意が必要です。

SQL Server と Operations Manager を別々のシステムにインストールする場
合は、SQL Server サービスは管理者権限を持たないドメインユーザアカウン
トで実行してください。

SQL Server 2008 のインストール後も、SQL Server 構成マネージャーにより
サービスアカウントを割り当てることができます。

サービスアカウントについての詳細は「SQL Server 2008 Books Online」を
参照してください。
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3.6.4 SQL Server 2008 Express Edition のインストール

SQL Server 2008 Express は SQL Server の無償バージョンです。このエディ
ションは Microsoft ダウンロードセンターからダウンロードできます。SQL 
Server 2008 Express のインストールについての詳細は、Microsoft ダウン
ロードセンターを参照してください。

Microsoft ダウンロードセンターでのファイルのダウンロード 

Ê Microsoft ダウンロードセンター
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm にアクセスします。

Ê 「製品グループ」で「Servers」を選択します。

Ê 「次の製品のダウンロードを表示」で「SQL Server 」を入力し、「検索」
をクリックします。 

Ê 「次の製品のダウンロードを表示」で「Microsoft SQL Server 2008」を入
力し、「検索」をクリックします。

Ê 表示されたリストから、リンクの「Microsoft SQL Server 2008 Express 
with Tools」をクリックします。「公開日」 欄をクリックするとリリース日
付順にダウンロードをソートすることができます。

Ê 「言語の変更」で、該当する言語版を選択します。

Ê 「変更」をクリックします。

Ê 32 ビットシステムには x86 パッケージをダウンロードし、64ビットシステ
ムには x64 パッケージをダウンロードします。

Ê 「注意事項」の下に、以下のパッケージが表示されます。 
Microsoft .NET Framework, Windows Installer and Windows PowerShell

パッケージをダウンロードし、インストールします。Windows Power 
Shell 1.0 の Windows Server 2008 へのインストール手順は以下のとおり
です。

Ê 「スタート」→「サーバーマネージャー」の順に選択します。

Ê 左側のウィンドウペインで「機能の概要」を選択します。

Ê 「機能の追加」を選択します。

Ê オプションの「Windows PowerShell」を選択します。

Ê 「次へ」 、「インストール」の順にクリックします。

http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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インストール

Ê 管理者としてシステムにログオンします。

Ê 該当する以下の *.exe ファイルを実行します。

SQLEXPRWT_x64_JPN.exe または SQLEXPRWT_x64_ENU.exe
SQLEXPRWT_x86_JPN.exe または SQLEXPRWT_x86_ENU.exe

インストールは対話式です。Operations Manager に必要な入力項目は以下の
通りです。Operations Manager はインスタンス名が「SQLSERVERVIEW」
の SQL Server 2008 Express だけを認識します。

Ê 64 ビットの OS をご使用の場合、左側のウィンドウペインで、プロセッサ
タイプ「x64」が後に続く「オプション」 を選択します。

Ê 「インストール」を選択します。

Ê ウィザードを起動して、「非クラスタ環境に SQL Server 2008 をインス
トールするか、既存の SQL Server 2008 インスタンスに機能を追加しま
す。」を選択します。

Ê 「機能の選択」画面で、オプションの「データベースエンジンサービスと」
「管理ツール」→「基本」 を選択します。

Ê 「インスタンスの構成」画面で、「名前付きインスタンス」を選択し、イン
スタンス名の「SQLSERVERVIEW」を入力します。

Ê 「サーバの構成」画面で、「すべての SQL Server サービスで同じアカウン
トを使用する 」をクリックします。 

Ê SQL Server を実行したい Windows ユーザアカウントを指定します。39
ページの「サービスアカウントのセットアップ」の項に記載されている適
切なアカウントを選択します。

Ê また、「SQL Server Browser service」の「スタートアップの種類」は、
「自動」を選択します。

Ê 「データベースエンジンの構成画面」画面で、「現在のユーザの追加」をク
リックします。
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I SQL Server 2008 をインストールすると、デフォルトではローカル
の管理者グループが自動的に SQL Server へはアクセスできないよ
うになっています。したがって、ここで追加するユーザアカウント
を後で行う Operations Manager のインストールに使用する必要が
あります。さらに、Operations Manager のインストールダイアロ
グに入力されるユーザアカウントはすべて認証済み SQL Server 管
理者である必要があります。これは「Download Manager ログイン
情報」画面 などに適用されます。後で現在のユーザとして他の
ユーザアカウントを使用したい場合は、ここで認証済み SQL 
Server 管理者を他のユーザアカウントとして追加することができ
ます。

ユーザアカウントは後で SQL Server Management Studio でも確認
および追加することができます。 SQL Server Management Studio
では、認証済み SQL Server 管理者は 「セキュリティ」→「サー
バー ロール」→「sysadmin」にあります。

デフォルトでは、TCP/IP ネットワークプロトコルは SQL Server Express 
Edition ではアクティブではありません。しかし TCP/IP ネットワークプロト
コルは Operations Manager データベースアクセスに必要です。したがって、
SQL Server Express をインストールした場合は、TCP/IP ネットワークプロ
トコルをアクティブにしてから Operations Manager のインストールを開始す
る必要があります。手順は以下のとおりです。 

Ê SQL Server 構成マネージャを起動します。

Ê 「SQL Server ネットワーク構成」で、インストール済みの SQL Server イン
スタンスの SQL Server インスタンス名を選択します。

Ê TCP/IP プロトコルを「有効」に設定します。

この変更を有効にするためには SQL Server サービスを再起動する必要があ
ります。
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3.6.5 SQL Server 2008 Enterprise/Standard/Workgroup 
Edition のインストール

Microsoft .NET Framework、Windows Installer、Windows PowerShell の各
パッケージは、SQL Server 2008 Enterprise/Standard/Workgroup Edition のイ
ンストール時に自動的にインストールされます。

Windows PowerShell 1.0 の Windows Server 2008 へのインストール手順は以
下のとおりです。

Ê 「スタート」→「サーバーマネージャー」の順に選択します。

Ê 左側のウィンドウペインで 「機能の概要」を選択します。

Ê 「機能の追加」を選択します。

Ê 「Windows PowerShell」を選択します。

Ê 「次へ」、「インストール」の順にクリックします。

インストール

Ê 管理者としてシステムにログオンします。

Ê インストールメディアをセットします。

Ê ルートディレクトリの setup.exe ファイルを実行します。

インストールは対話式です。Operations Manager に必要な入力項目は以下の
とおりです。インスタンス名には、規定のインスタンス名や他のインスタン
ス名も使用できます。

Microsoft .NET Framework がインストールされていない場合

Ê 「ライセンス条項」画面で使用許諾に同意します。

Ê 「セットアップ完了」画面で「Exit」 をクリックし、アップデートを開始し
ます。 

必要なパッケージの自動インストール後、「SQL Server インストールセン
ター 」が起動します。

Ê 64 ビットの OS をご使用の場合、左側のウィンドウペインで、プロセッサ
タイプ「x64」が後に続く「オプション」を選択します。

Ê 「インストール」を選択します。
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Ê ウィザードを起動して、「非クラスタ環境に SQL Server 2008 をインス
トールするか、既存の SQL Server 2008 インスタンスに機能を追加しま
す。」を選択します。

Ê 「機能の選択」 画面で、オプションの「データベースエンジンサービス」 と
「管理ツール」→「基本」、または「管理ツール」→「完全」を選択しま
す。

Ê 「インスタンスの構成」画面で、「名前付きインスタンス」を選択し、イン
スタンス名の SQLSERVERVIEW を入力します。

Ê 「サーバの構成」画面で、「すべての SQL Server サービスで同じアカウン
トを使用する 」をクリックします。 

Ê SQL Server 2008 Edition を Operations Manager と同じシステムにインス
トールしようとしている場合は、管理者権限のないローカルの Windows
ユーザアカウントとパスワードを入力します。リモートのデータベースの
場合は、管理者権限のないドメインユーザアカウントとパスワードを入力
します。39 ページの「サービスアカウントのセットアップ」の項を参照
してください。 

Ê また、「SQL Server Agent」と 「SQL Server Browser サービス」の「ス
タートアップの種類」は、「自動」を選択します。

Ê 「データベースエンジンの構成」画面で、「現在のユーザの追加」をクリッ
クします。 

I SQL Server 2008 をインストールすると、デフォルトではローカル
の管理者グループが自動的に SQL Server へはアクセスできないよ
うになっています。したがって、ここで追加するユーザアカウント
を後で行う Operations Manager のインストールに使用する必要が
あります。さらに、Operations Manager のインストールダイアロ
グに入力されるユーザアカウントはすべて認証済み SQL Server 管
理者である必要があります。これは「Download Manager ログイン
情報」画面 などに適用されます。後で現在のユーザとして他の
ユーザアカウントを使用したい場合は、ここで認証済み SQL 
Server 管理者を他のユーザアカウントとして追加することができ
ます。
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3.6.6 SQL サーバ管理者権限を持つユーザアカウントの追
加

SQL Server Management Studio でユーザアカウントを確認し追加することも
できます。SQL Server Management Studio の「セキュリティ」 －「サーバ
ルール」 － 「sysadmin」に承認された SQL Server 管理者が表示されます。

コンテキストメニューで「Properties」を選択し、SQL サーバ管理者権限を
持つユーザアカウントを追加します。
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3.7 SQL Server 2005

Operations Manager を使用するには SQL データベースが必要です。SQL 
Server 2005 がすでにシステムにある場合、Operations Manager ソフトウェ
アのインストール時に SQL Server 2005 を指定することができます。SQL 
Server 2005 Express Edition の場合は、Operations Manager 専用のインスタ
ンスが必要であり、SQLSERVERVIEW という名前でなければなりません。
常に最新のサービスパックを使用することをお勧めします。

Windows Server 2008 では、SQL Server 2005 または SQL Server 2005 
Express を使用しなければなりません。Operations Manager ソフトウェアを
インストールすると、SQL Server 2005 Express が自動的にインストールさ
れます。
Microsoft は Windows Server 2008 上の MSDE 2000/SQL Server 2000 のサ
ポートを終了しています。

I ServerView V4.52 は、SQL Server 2000 または MSDE 2000 からの
SQL Server 2005 または SQL Server 2005 Express へのアップグレー
ドをサポートします。

データベースを管理するために、SQL Server Management Studio 
（Express）、osql、または sqlcmd を使用することができます。114 ページの
「SQL Server 2008/2005」の項を参照してください。
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3.7.1 エディション

以下の SQL Server 2005 のエディションを使用できます。

Express Edition
SQL Server 2005 Express は MSDE 2000 の後継バージョンであり、
Microsoft ダウンロードセンターから入手できます。最小で 512 MB の
RAM が必要であり、最大で 1 個の CPU と 1 GB の RAM を使用しま
す。

Workgroup Edition
小規模の組織向け。最大 2 個の CPU と 3 GB の RAM を使用します。 

Standard Edition
小・中規模の組織向け。
最大 4 個の CPU を使用します。最大使用 RAM は OS がサポートする
最大サイズと同じです。フェイルオーバークラスタをサポートします

（2 ノードまで）。

Enterprise Edition
4 個を越える CPU をサポートします。最大使用 RAM は OS がサポー
トする最大サイズと同じです。フェイルオーバークラスタをサポート
します。 
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3.7.2 インストールの準備

SQL Server 2005 のインストール中、ハードウェアとソフトウェアの要件の
確認があります。これらの詳細、最新のサービスパック、および SQL Server 
2005 Express パッケージのダウンロードは、
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm の Microsoft ダウンロードセン
ターを参照してください。

ダウンロードセンターには、SQL Server 2005 のインストールについてさら
に詳細な Readme ファイルと SQL Server 2005 Books Online があります。

SQL Server 2005 をインストールする前に .NET Framework 1.2 とそれ以降の
1.x バージョンをご使用のコンピュータからアンインストールしてください。
.NET Framework 1.0 と 1.1 はアンインストールする必要はありません。

SQL Server 2005 のエディションはすべて対話式にインストールすることが
できます。 

I SQL Server インスタンスの異なる言語版の同一システムへのインス
トールはサポートしていません。

例

SQL Server 2005（英語）と SQL Server 2005（日本語）は、同一
システムへの並列インストールされたインスタンスとしてはサポー
トされません。

3.7.3 SQL Server 2005 Express Edition のインストール

ServerView Suite DVD 1 には SQL Server 2005 Express（日本語版）が梱包さ
れている Operations Manager が入っています。Windows Server 2008 では、
Operations Manager ソフトウェアのインストール中にこのバージョンを自動
的にインストールすることができます。Windows Server 2003 では、この
バージョンを Microsoft ダウンロードセンターでダウンロードした後、対話式
にインストールすることができます。 50 ページを参照してください。 

I SQL Server 2005 Express は、任意のインスタンス名の SQL Server 
2005 Workgroup/Standard/Enterprise Edition、もしくは ServerView イ
ンスタンス名が「SQLSERVERVIEW」の SQL Server 2005 Express の
どちらもインストールされていない場合に、Operations Manager と一
緒に自動でインストールされます。 

http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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Microsoft ダウンロードセンターからの SQL Server 2005 Express のインス
トール 

以下の項には Microsoft ダウンロードセンターで入手できる SQL Server 2005 
Express のインストール方法が記載されています。常に最新のサービスパッ
クを使用するように注意してください。この項では現時点で最新の Service 
Pack 3 について記載します。 

Microsoft ダウンロードセンター
（http://www.microsoft.com/Japan/download.htm） から以下のファイルをダウン
ロードします。

– .NET Framework 2.0 再頒布可能パッケージ（Windows Server 2008 以外
の場合）

– SQL Server 2005 Express Edition SP3

– オプション : SQL Server Management Studio Express SP3

– オプション : SQL Server 2005 Books Online

次の順序でソフトウェアをインストールしてください。

1. .NET Framework 2.0 再頒布可能パッケージをインストールします。

2. SQL Server 2005 Express Edition SP3 をインストールします。

SQLEXPR.EXE を実行し、インストールを開始します。SQL Server 2005 
Express のインストールは対話式です。ほとんどのダイアロスボックスで
はデフォルトの設定のままでいいですが、以下の項目は設定する必要があ
ります。

Ê 「登録情報」画面で、「詳細構成オプションを非表示にする」を無効に
します。

Ê 「インスタンス名」画面で、インスタンス名を「SQLEXPRESS」から
「SQLSERVERVIEW」に変更します。

http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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Ê 「サービスアカウント」画面において

● 「Network Service」アカウントは使用しないでください。

● 「ドメインユーザーアカウントを使用する」をクリックし、ユーザ
名、パスワード、ドメイン名を入力します。 

ドメインユーザアカウントには管理者権限は必要ありません。この
アカウントは SQL のすべてのサービスに使用することができます。 

ここにローカルの Windows のユーザアカウントを入力する場合は、
最小の権限と最高のセキュリティレベルを持つアカウントを使用し
てください。 

ローカルの Windows のユーザアカウントの使用に関しては例外も
いくつかあります。

– リモートによる手順の呼び出し、レプリケーション、ネット
ワークドライブへのバックアップ、および異なる形式のデータ
ソースをリモートでサーバ上で使用する場合、ローカルの
Windows のアカウントでは不十分です。

– 以前のバージョンの SQL Server との side-by-side 構成で SQL 
Server 2005 をインストールする場合、グローバルのドメイング
ループからのアカウントのみ使用できます。

– フェイルクラスタのインストールにはローカルのシステムや
ローカルのサービスアカウントは使用できません。

さらに詳細な情報は SQL Server 2005 Readme ファイルと SQL 
Server 2005 Books Online の " サービスアカウント " に記載されて
います。

また、「サービスアカウントごとにカスタマイズする」を選択して、
サービスごとに別々のサービスアカウント（統合システムアカウン
トなど）を選択できます。

Ê 「ローカルシステム」アカウントを「SQL Server Service」サー
ビスに、「ローカルサービス」アカウントを「SQL Server 
Browser」サービスに割り当てます。

インストール後に SQL Server Configuration Manager を用いて、
サービスアカウントの割り当てを変更することができます。この件
についての詳細は、SQL Server 2005 のオンラインドキュメントの
「サービスアカウント」を参照してください。
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Windows Server 2008 では、「追加情報」画面のオプション
「Launch the User Provisioning Tool」のチェックを外してください。

デフォルトでは、TCP/IP ネットワークプロトコルは SQL Server 
Express エディションではアクティブではありません。しかし
TCP/IP ネットワークプロトコルは Operations Manager のデータ
ベースアクセスに必要です。したがって、SQL Server 2005 
Express をインストールしている場合は、Operations Manager の
インストールを開始する前に TCP/IP ネットワークプロトコルをア
クティブにする必要があります。手順は以下のとおりです。

Ê SQL Server 構成マネージャーを起動します。

Ê 「SQL Server 2005 ネットワークの構成」で、インストール済み
の SQL Server インスタンスの SQL Server インスタンス名を選
択します。

Ê TCP/IP プロトコルを「有効」に設定します。

この変更を有効にするためには SQL Server サービスを再起動する
必要があります。

3. オプション：SQL Server Management Studio Express SP3 をインストー
ルします。

Ê ファイル SQLServer2005_SSMSEE.msi を実行します。

インストールは対話式です。ほとんどのダイアロスボックスはデフォルト
の設定のまま進むことができます。このインストールによってグラフィカ
ルプログラムである SQL Server Management Studio Express がインス
トールされます。

4. オプション：SQL Server 2005 Books Online をインストールします。

これにより、SQL Server 2005 のオンラインドキュメントがインストール
されます。

5. ご使用の SQL Server システムがインターネットにアクセス可能な場合
は、Microsoft アップデート Web サイト（http://www.update.microsoft.com）
を介してアップデートすることができます。インターネットにアクセスで
きない場合は、Microsoft ダウンロードセンターで追加のアップデート
パッケージを確認してください。

http://www.update.microsoft.com
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3.7.4 SQL Server 2005 Enterprise/Standard/Workgroup 
Edition のインストール 

本項では、Microsoft SQL Server 2005 DVD からインストールする必要のある
SQL Server 2005 Enterprise/Standard/Workgroup Edition の初期バージョンの
インストール方法を記載します。

SQL Server 2005 のインストールは対話式です。ほとんどのダイアロスボッ
クスはデフォルトの設定のままでいいですが、以下の項目は設定する必要が
あります。

Ê 「インストールするコンポーネント」画面で、オプションの「SQL Server 
データベースサービス」を選択し、「詳細設定」をクリックします。
Workgroup Edition では、「インストールするコンポーネント」画面は表示
されません。 

Ê 「機能の選択」画面で、「SQL Server Database Services」を開きます。

Ê 「データファイル」で、「ローカルハードドライブにインストール」を項目
から選択します。

Ê 「共有ツール」で、ローカルハードドライブにインストールを項目から選
択します。

Ê 「機能の選択」画面で、 「クライアントコンポーネント」を開きます。

Ê 「管理ツール」で、ローカルハードドライブにインストールを項目から選
択します。これによりグラフィカルプログラムである SQL Server 
Management Studio がインストールされます。 

Ê 「ドキュメント、サンプル、およびサンプルデータベース」で、ローカル
ハードドライブにインストールを項目から選択することもできます。これ
により SQL Server 2005 オンラインドキュメントがインストールされま
す。

Ê 「サービスアカウント」画面において 

– 「NetworkService」 のアカウントを使用しないでください。.

– 「ドメインユーザーアカウントを使用する」をクリックしてユーザ名、
パスワード、ドメイン名を入力してください。ドメインユーザアカウ
ントには管理者権限は必要ありません。ドメインユーザアカウントは
SQL のすべてのサービスに使用することができます。 ここにローカル
の Windows のユーザアカウントを入力する場合は、最小の権限と最高
のセキュリティレベルを持つアカウントを使用してください。
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ただし、ローカルの Windows のユーザアカウントの使用に関しては例外
もいくつかあります。

– リモートによる手順の呼び出し、レプリケーション、ネットワークド
ライブへのバックアップ、および異なる形式のデータソースをリモー
トでサーバ上で使用する場合、SQL Server Agent メール機能、および
SQL Mail を他のアプリケーション用に SQL サーバ上で使用する場合
は、ローカルの Windows のアカウントでは不十分です。

– 以前のバージョンの SQL Server との side-by-side 構成で SQL Server 
2005 をインストールする場合、グローバルのドメイングループからの
アカウントのみ使用できます。

– フェイルクラスタのインストールにはローカルのシステムやローカル
のサービスアカウントは使用できません。

さらに詳細な情報は SQL Server 2005 Readme ファイルと SQL Server 
2005 Books Online の " サービスアカウント " に記載されています。

また、「サービスアカウントごとにカスタマイズする」を選択して、サー
ビスごとに別々のサービスアカウント（統合システムアカウントなど）を
選択できます。

Ê 「ローカルシステム」アカウントを「SQL Server サービス」と「SQL 
Server Agent」サービスに、「ローカルサービス」アカウントを「SQL 
Server Browser」サービスに割り当てます。

インストール後に SQL Server Configuration Manager を用いて、サービス
アカウントの割り当てを変更することができます。この件についての詳細
は SQL Server 2005 オンラインドキュメントの " サービスアカウント " 項
を参照してください。

Ê オプションの「SQL Server Agent」と「SQL Browser」を選択します。

Enterprise/Standard/Workgroup エディションの初期バージョン以外のインス
トール手順も同様です。
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サービスパックのインストール

 SQL Server 2005 Express Edition 以外の Enterprise/Standard/Workgroup エ
ディションはサービスパックでアップデートすることができます。

ご使用の SQL Server システムがインターネットにアクセス可能な場合は、
Microsoft アップデート Web サイト（http://www.update.microsoft.com）を介し
てアップデートすることができます。「カスタム」ボタンをクリックして利用
可能なアップデートを表示してください。

ご使用の SQL Server システムがインターネットにアクセスできない場合は、
インターネットにアクセス可能なシステムを使用して、Microsoft ダウンロー
ドセンター SQL Server インスタンス

（http://www.microsoft.com/Japan/download.htm）でサービスパックをダウンロー
ドしてください。

Windows Server 2008 では、「追加情報」画面のオプション「Launch the User 
Provisioning Tool」のチェックを外してください。

I アップデートインストールする前にそのサーバインスタンスに関連す
るアプリケーションやサービスをすべて終了してください。SQL 
Server Management Studio と「プログラムの追加と削除」画面は閉じ
てください。

Ê インストールを開始します。

インストールは対話式で、デフォルト値のままで構いません。アップデー
トされたコンポーネントは「機能の選択」画面に表示されます。

インストール後にシステムが再起動します。

3.8 SQL Server 2000（MSDE 2000）

3.8.1 MSDE 2000

ServerView Suite DVD 1 に、MSDE 2000（日本語版）が梱包されている
Operations Manager が入っています。Operations Manager のインストール中
にこのバージョンを自動的にインストールすることもできます。

I MSDE 2000 は、任意のインスタンス名の SQL Server 2000 Service 
Pack 4 や SQL Server 2005、もしくは ServerView インスタンス名が
「SQLSERVERVIEW」の MSDE 2000 Service Pack 4 や SQL Server 
Express のどちらもインストールされていない場合に、Operations 
Manager と一緒に自動でインストールされます。

http://www.update.microsoft.com
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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MSDE 2000 は、200 台以下のサーバ構成を推奨します。この上限に達した場
合、SQL Server 2000 へのアップグレードを推奨します。149 ページの「負
荷分散の変更」の項を参照してください。MSDE 2000 のバージョン
8.00.2039 からのアップグレードのみ可能です。

データベース管理には、Enterprise Manager または DbaMgr2k を使用するこ
とができます。Enterprise Manager は、SQL Server 2000 の基本インストー
ルと一緒に直接インストールされます。DbaMgr2k のインストール方法につ
いては 128 ページの "DbaMgr2k" を参照してください。

I Operations Manager バージョン 4.8 以降の場合、MSDE 2000 では
SQL Server エージェントによる ServerView データベースのバック
アップやメンテナンスの実行はできませんが、SQL Server 2005 
Express では、Windows タスクスケジューラが実行します。
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Microsoft ダウンロードセンターからの MSDE 2000（日本語版）のインス
トール

日本語版 MSDE 2000 のインストールの手順は以下のとおりです。

Ê Microsoft ダウンロードセンター
（http://www.microsoft.com/Japan/download.htm）からファイル
SQL2000.MSDE-KB884525-SP4-x86-JPN.EXE をご使用のシステムにダウン
ロードします。 

Ê 以下のコマンドをコマンドプロンプトに入力します。

cd <Directory of the unpacked data>
cd MSDE
setup.exe SAPWD=<password> INSTANCENAME=SQLSERVERVIEW 
DISABLENETWORKPROTOCOLS=0

Ê システムを再起動します。 

3.8.2 SQL Server 2000

Operations Manager には SQL データベースが必要です。SQL Server 2000 
Service Pack 4 がご使用のシステムにインストール済みの場合は、
Operations Manager ソフトウェアのインストール時に SQL Server 2000 
Service Pack 4 を指定することができます。

データベース管理には Enterprise Manager、DbaMgr2k、osql を使用するこ
とができます。116 ページの「SQL Server 2000 および MSDE」の項を参照
してください。

3.8.2.1 エディション

以下の SQL Server 2000 のエディションを使用できます。

Workgroup Edition
小規模の組織向け

Standard Edition
小・中規模の組織向け。最大 4 個までの CPU、2 GB までのメモリシス
テムで使用することができます。

Enterprise Edition
4 個を越える CPU と 2 GB を超えるメモリが必要です。2 ノードのフェ
イルオーバークラスタをサポートします。

http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/downloads
http://www.microsoft.com/Japan/download.htm
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3.8.2.2 インストール

SQL Server 2000 のインストールには、まず SQL Server 2000 の基本インス
トールを行い、その後 SQL Server 2000 Service Pack 4 をインストールする
必要があります。基本インストールでは、Enterprise Manager もインストー
ルされます。これはデータベース管理用のグラフィカルプログラムです。 

I SQL Server 2000 Standard Edition Service Pack 4 は SQL Server 2000 
Enterprise Edition Service Pack 4 にアップグレードすることができま
す。

Standard Edition と Enterprise Edition はサーバ OS のみインストール
可能です。

基本インストール

基本インストールでは以下を設定します。

– インストール範囲を選択してください。

Ê  SQL Server 2000 と Enterprise Manager のインストールには「サーバー
とクライアントツール」（デフォルト）を選択します。

– SQL Server インスタンスを指定してください。

Ê SQL Server インスタンスには「規定インストール」を選択します。
Operations Manager インストールウィザードの 「SQL Server 
Connection」では、この SQL Server インスタンスが名前（「local」）
の下に表示されます。

– 認証モードを指定してください。

Ê 「Windows 認証モード」を指定します。

サービスパックのインストール

アップデートパッケージの SQL Server 2000 Service Pack 4 をインストール
してください。
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3.9 リモートの SQL Server の設定

リモートの SQL Server の設定手順は以下のとおりです。

● ローカルの管理者としてログインします。

● SQL Server インスタンス用の以下のサービスをリモートのシステムで起
動します。

SQL Server 
SQL ServerAgent
SQL Server Browser（SQL Server 2005 のみ）

「SQL Server」と「SQL Server Agent」のサービスはドメインユーザアカ
ウントで実行してください。セキュリティのため、このアカウントは
Windows グループの「Administrators」のメンバーではないものにしてく
ださい。 

両サービスは、サービスアカウントの「Local System」でも実行すること
ができます。このアカウントは高い権限を持っているため、セキュリティ
上推奨されません。「SQL Server Browser」サービスはデフォルトでは、
サービスアカウントの「Local Service」で実行します。

データベース管理ツールを使用して SQL Server のスタートアップアカウ
ントを調べるか変更してください。これにより、必要な許可と Windows
のユーザ権限をすべて新しいスタートアップアカウントに自動的に割り当
てられるようになります。

SQL Server 2005 には SQL Server 構成マネージャーを使用してください。

Ê SQL Server 2005 の「サービス」をクリックします。 

Ê アカウントを変更するには、サービスを停止し、右クリックメニュー
の「プロパティ」でサービスアカウントを変更します。

Ê サービスを開始します。

SQL Server 2000 の場合の手順は以下の通りです。

Ê 管理ツールの「サービス」で、「MSSQLSERVER」と
「SQLSERVERAGENT」サービスを停止します。 

Ê Enterprise Manager を起動し「SQL Server」と「SQL Server Agent」
のサービスアカウントを変更します。

Ê  管理ツールの「サービス」で、サービス「MSSQLSERVER」と
「SQLSERVERAGENT」を起動します。 
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● リモートの SQL Server へのアクセスは、Operations Manager サービスの
Windows のドメインユーザアカウントによって認証されます。
Operations Manager のインストール中には、インストールを行うドメイ
ンユーザアカウントや、サービス用に指定する他のすべてのドメインユー
ザアカウントが必要となります。

これらのアカウントに関しては、以下の記述に注意してください。

– ドメインユーザアカウントは使用するサーバと同じドメインに属して
いる必要があります。

– ドメインユーザアカウントは、SQL Server 管理ツールによって SQL 
Server で「ログイン」として作成する必要があります。

– このログインには特定のサーバ役割を割り当てる必要があります。役
割には、インストールやアプリケーションの実行に必要な権限を含み
ます。 

ユーザアカウントの設定手順は以下のとおりです。

Ê リモートのシステムで管理者としてログインします。

Ê データベース管理に必要なプログラムを起動します。

– SQL Server 2005 の場合、「SQL Server Management Studio」 

– SQL Server 2000 の場合、「Enterprise Manager」

Ê SQL Server インスタンスを選択するか、SQL Server インスタンスに接
続します。

Ê 「セキュリティ」→「ログイン」の順に選択します。 

Ê 右クリックメニューから、「新規ログイン」を選択します。「 新規ログ
イン」画面が開きます。 

Ê ドメインユーザアカウントの名前を、 「ログイン名」または「名前」
に入力します。他の設定はそのままで構いません。

Ê 「サーバーの役割」 タブに切り替えます。

Ê サーバの役割として「sysadmin」または「System Administrators」を
選択します。

Ê 「OK」をクリックします。
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● 対応する SQL Server インスタンスへのリモートからのアクセス（TCP/IP
による）をアクティブにする必要があります。

– SQL Server 2000 インスタンスの場合

Ê 「スタート」→「すべてのプログラム」→「Microsoft SQL Server」
→「サーバーネットワークユーティリティ」の順に選択して、
「SQL Server ネットワークユーティリティ」を開きます。 

Ê 「全般」タブで、TCP/IP がこのインスタンスの「有効になっている
プロトコル」の下にリストされているかどうか確認します。 

Ê 上記で表示されていない場合、このインスタンスの TCP/IP を有効
にします。

– SQL Server 2005 インスタンスの場合

Ê 「スタート」→「すべてのプログラム」→「Microsoft SQL Server 
2005」→「構成ツール」→「SQL Server 構成マネージャ」の順に
選択して、「SQL Server Configuration Manager」を開きます。 

Ê 「SQL Server 2005 ネットワークの構成」を選択します。

Ê 次に「< インスタンス名 > のプロトコル」をクリックします。プロ
トコルとそのステータスのリストが表示されます。

Ê 「Protocol for <instance>」の設定を確認します。 

Ê TCP/IP プロトコルのステータスが 「有効」に設定されていること
を確認してください。

Ê 無効になっている場合、有効にします。

● SQL Server インスタンスへのリモートからのアクセスの場合、静的ポー
トが必要です。名前のない SQL Server インスタンスを使用するか、また
は名前付きインスタンスに静的ポートを設定します。

名前付きインスタンスのポートの設定を確認する手順は以下のとおりで
す。

Ê 「レジストリエディタ」を開きます。

Ê 以下の項目を検索します。

– SQL Server 2008 インスタンスの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Microsoft SQL 
Server¥MSSQL<n.Instance Name>¥MSSQLServer¥SuperSocketNetLib¥
Tcp¥IPAll
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– SQL Server 2005 インスタンスの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Microsoft SQL 
Server¥<MSSQL.n>¥MSSQLServer¥SuperSocketNetLib¥Tcp¥IPAll

– SQL Server 2000 インスタンスの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Microsoft SQL 
Server¥<instance_name>¥MSSQLServer¥SuperSocketNetLib¥Tcp

Ê 「TCPDynamicPorts」と「TCPPort」の値を確認します。
「TCPDynamicPorts」の値が設定されていない場合、SQL Server は常
に静的ポートを使用します。ポート番号は「TCPPort」の下にありま
す。

I 以前に静的ポートが設定された場合、SQL Server インスタンス
を再起動してポートの変更を有効にする必要があります。

名前付きインスタンスの静的ポートは、以下の設定ツールによって割り当
てることができます。 

– SQL Server 2000 インスタンスの場合、「SQL Server ネットワーク
ユーティリティ」

– SQL Server 2005 インスタンスの場合、「SQL Server Configuration 
Manager」。手順は SQL Server 2005 Books Online の " 特定の TCP 
ポートで受信待ちするようにサーバーを構成する方法 " に記載されて
います。 

● ファイアウォールの設定によってポートが遮断されないように注意してく
ださい。必要であれば、ファイアウォール管理プログラムで以下の SQL 
Server インスタンス用のポートの設定をしてください。

– レジストリエディタで、プログラム SQL Server とプロトコル TCP に
対してデフォルトのポート番号 1433 か、「TCPPort」の下にあるポー
ト番号を追加します。

– プログラム SQL Server とプロトコル UDP に対してポート番号 1434
を追加します。
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管理端末でのその他の手順

Ê ローカルの管理者としてログオンします。

Ê Operations Manage のインストールを行うドメインユーザアカウントと、
サービス用にインストール中に指定するすべてのドメインユーザアカウン
トを追加します。例えば「リモート DB」画面や「ログオン情報」画面な
どでは「Administrators」 グループに対して追加します。 

Ê このドメインユーザアカウントでログオンします。

Ê ServerView Operations Manager のインストールを開始し、「 SQL Server
の選択」画面で「別サーバの SQL Server にリモート接続する」を選択し
ます。91 ページの「Operations Manager ソフトウェアの GUI ダイアログ
形式インストール」の項を参照してください。 

Ê 「リモート DB」画面で、対応する値を入力します。92 ページの
"Operations Manager インストールウィザード - SQL Server の選択 " を参
照してください。ローカルのサービスの「ServerView Services」はこの
アカウントで実行され、上記で作成した SQL Server Login によってリ
モートの SQL Server にアクセスすることができます。

Ê ログオン情報画面で、同じドメインユーザアカウントか、SQL Server 
Login として作成した他のドメインユーザアカウントを入力します。

Ê その他のウィンドウの入力項目は 91 ページの「Operations Manager ソフ
トウェアの GUI ダイアログ形式インストール」の項に記載されています。

ServerView Operations Manager のインストール後に「SQL Server」と
「SQL Server Agent」のサービスアカウントを変更したい場合は、リモートの
システムで、SQL Server のバックアップフォルダ DbBackupPath の
%windir%\ServerViewDB.ini 以下のファイルに書き込み許可を与えます。 

アップグレードインストール

ServerView Operations Manager をインストールする際、ServerView サービ
スのユーザ名とパスワードを「リモート DB」画面で指定します。

パスワードは保存されないため、アップグレードインストールではパスワー
ドを再度入力する必要があります。
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3.10 SQL Server のアップグレードインストール

3.10.1 新しいバージョンの SQL Server へのアップグレード

インストール済みの ServerView データベースでは、既存の SQL Server 
（SQL Server 2005 /SQL Server 2005 Express または SQL Server 
2000/MSDE）のインスタンスから新しいバージョンの SQL Server へアップ
グレードすることができます。

– バージョン 4.52 の ServerView では、SQL Server 2000 または MSDE か
ら SQL Server 2005 または SQL Server 2005 Express へのアップグレード
をサポートします。

– バージョン 4.90 の Operations Manager では、SQL Server 2005/SQL 
Server 2005 Express または SQL Server 2000/MSDE から SQL Server 
2008 へのアップグレードをサポートします。 

I より新しい SQL Server 2008/2005 のバージョンは、Windows Server 
2003 以降で稼動する Operations Manager データのみ使用できます。

アップグレードには以下の 2 種類があります。

1. SQL Server 2000 または MSDE のインスタンスを SQL Server 2005 また
は SQL Server 2005 Express のインスタンスへアップグレードします。65
ページの「SQL Server インスタンスのアップグレード」の項を参照して
ください。

2. ServerView データベースを SQL Server 2000 または MSDE のインスタン
スから SQL Server 2005 または SQL Server 2005 Express のインスタンス
へ移動します。72 ページの「ServerView データベースの移動」の項を参
照してください。

SQL Server インスタンスをアップグレードするか、または ServerView デー
タベースを移動した後で、内部バックアップのアップデートやセットアップ、
さらに Operations Manager の管理ジョブのために、その他のマイグレーショ
ン処理が必要です。このような目的のため、 バージョン 4.52 のインストール
では、インスタンスをアップグレードしたりデータベースを移動した後で実
行するためのバッチファイルが提供されます。

SQL Server がローカルの管理用サーバではなくリモートで他のサーバにイン
ストールされている場合は（35 ページの「別のシステムへのリモートのイン
ストール」の項 をご覧ください）、次を確認し実行してください。
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SQL Server クライアントツールのインストール

リモートの SQL Server 2005/2008 へアクセスする場合、ローカルの管理用
サーバ上に SQL Server クライアントツール（Microsoft SQL Server Native 
Client）が必要です。これらのツールがインストールされているか確認しま
す。

– SQL Server 2005 用 : Microsoft SQL Server Native Client 

– SQL Server 2008 用 : Microsoft SQL Server 2008 Native Client

ツールがインストールされていない場合は、SQL Server アップグレードを完
了させ、提供されたバッチファイルを実行する前にツールをローカルの管理
用サーバ にインストールしてください。SQL Server クライアントツールは
Microsoft ダウンロードセンターから入手できます。

3.10.1.1 SQL Server インスタンスのアップグレード

このアップグレード方法は「インプレース」アップグレードとも呼ばれ、
SQL Server Setup のインストールオプションとして提供されます。このアッ
プグレードは、SQL Server Setup を実行し、そこで提供されるオプションを
選択すると実行されます。SQL Server のアップグレード中には、このインス
タンスにインストール済みのすべてのデータベース、すなわち ServerView
データベースも、自動的にアップグレードされます。

Operations Manager はシステム上にインストールされたままです。アップグ
レードの実行中は Operations Manager へのアクセスが一時的に停止します。

インプレースアップグレードには以下のことに注意が必要です。

– インストール済みの特定のエディションの SQL Server 2005 または SQL 
Server 2000 のインスタンスを対応する SQL Server 2008 または 2005 の
互換性のあるエディションにアップグレードすることができます。例え
ば、MSDE インスタンスは、SQL Server 2005 Express または SQL 
Server 2008 Express のインスタンスへはアップグレードすることができ
ますが、SQL Server 2008/2005 Standard または Enterprise Edition へは直
接アップグレードすることはできません。

– インストール済みの SQL Server の 32 ビットエディションをインプレー
スアップグレードによって SQL Server の 64 ビットエディションにアッ
プグレードすることはできません。
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– 言語への依存性も考慮する必要があります。インプレースアップグレード
の際、SQL Server 2000 のローカライズ版（例：日本語版）を異なる言語
版の SQL Server へアップグレードすることはできません。したがって、
インプレースアップグレードでは、アップグレード前のインスタンスと同
じ言語の新しい SQL Server インスタンスをインストールする必要があり
ます。SQL Server の英語版だけはローカライズされた異言語版へアップ
グレードすることができます。

インストールの要件は、SQL Server の Setup プロセス自体によってもチェッ
クされ、必要に応じてメッセージや警告が表示されます。

SQL Server インスタンスが Operations Manager によってインストールされ
ている場合、インストールの言語は日本語です。

インストール済み SQL Server インスタンスの製品バージョン、インストー
ル言語、エディションを以下の手順で事前に確認できます。

Ê 設定ファイル ServerViewDB.ini の 「Server_Instance」パラメータの内容を
確認します。設定ファイルは <windir> ディレクトリにあります。

Ê コマンドプロンプトを開きます。

Ê 以下のコマンドを入力します。

osql -S <server_instance> -E
xp_msver
GO
select @@version
GO

バージョンや言語についての必要な情報がコマンドのアウトプットの 2 
ProductVersion と 3 Language の下に表示されます。@@version にはエディ
ションが表示されます。 

quit コマンドで終了します。 



Installation under Windows  67

3.10  SQL Server のアップグレードインストール

インストールの準備

● SQL Server インスタンスがアップグレードされている間、Setup がハード
ウェアとソフトウェアの要件を確認します。この要件は事前に、Microsoft
ダウンロードセンターの SQL Server 2008 または SQL Server 2005 
（Express）についての Web ページや、インターネットでアクセスする
SQL Server のオンラインドキュメントでも確認することができます。

● SQL Server Express Edition をインストールするには、事前に必要なソフ
トウェアを Microsoft ダウンロードセンターからダウンロードしてインス
トールしておく必要があります。SQL Server 2008/2005 のその他のエ
ディションは必要なソフトウェアコンポーネントも同梱しており、Setup
を開始するとそれらもインストールされます。

● 該当の SQL Server のオンラインドキュメントで、Microsoft が Setup でサ
ポートしているバージョンとエディションも確認することができます。

● インストール済み SQL Server インスタンスのタイプ（既定インスタンス
か名前付きインスタンスか）とその名前を確認します。SQL Server Setup
が適切な SQL Server インスタンスをアップグレードするように、SQL 
Server のインストール中にインスタンス名とタイプを指定する必要があ
ります。この情報は、設定ファイル ServerViewDB.ini（<windir> ディレク
トリ内）の「Server_Instance」と「Instance」パラメータの中にありま
す。

– 「Instance」パラメータがない場合、そのインスタンスはデフォルトで
す。「Server_Instance」の下には、サーバ名（通常は「(local)」だけ）
があります。 

– 名前付きインスタンスの場合、そのインスタンス名が「Instance」の
下にあります。 「Server_Instance」パラメータには <server_name>¥ 
<instance_name> の情報が記載されています。

アップグレード前にしておくこと

Ê 該当するインスタンスのデータベースをバックアップします。

Ê 該当の SQL Server インスタンスにアクセスする、すべてのアプリケー
ションを終了します。

Ê すべての従属するサービス、特に「ServerView Services」と
「ServerView Download Service」を終了します。 

Ê SQL Server 2008/2005（Express）のインストールに必要なソフトウェア
をインストールします。
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アップグレードの実行

SQL Server Setup を実行してインスタンスをアップグレードします。すべて
のエディションの SQL Server に対してもインストールは対話式に行われま
す。常に最新のサービスパックを使用することをお勧めします。できれば、
セットアップ後に Microsoft アップデートを行い、Microsoft からの SQL 
Server のアップグレード済みバージョンに対する最新のセキュリティのアッ
プデートを入手してください。

SQL Server 2005/2000 エディションから SQL Server 2008 へのアップグ
レード

SQL Server 2008 のアップグレード中は以下の点に注意してください。

– インストールの間、SQL Server Setup プログラムはサーバ上のすべての
インストール済み SQL/MSDE Server インスタンスを検出し、様々な対話
のステップで選択や設定のために表示されます。

– 最初に、 「インスタンス選択」画面ではインスタンス名を表示されたリス
トから選択します。インストール済みインスタンスがいくつもある場合、
Setup は SQL Server の標準的なインスタンスがあればそれを事前に選択
します。ServerView が使用する SQL Server 2005 Express または MSDE
のインスタンスは通常、名前付きインスタンス（インスタンス名は

「SQLSERVERVIEW」）としてインストールされます。上述のように、
ServerView が使用するインスタンスの名前とタイプは、設定ファイル
ServerViewDB.ini で確認することができます。

– 次の「インスタンスの構成」画面では、インスタンス名を再度確認し、標
準的インスタンスや名前付きインスタンスをインストールするかどうか指
定します。

– インスタンス名以外の残りの設定オプションはデフォルトのままで構いま
せん。

MSDE/SQL Server 2005 から SQL Server 2008 Express へのアップグレード

インストール済み MSDE インスタンスは SQL Server 2008 Express にアップ
グレードできます。SQL Server 2005 Express は、SQL Server 2008 Express
または各種ツール付きの拡張版（SQL Server 2008 Express with Tools）に
アップグレードできます。拡張版をインストールしたい場合は、 アップグ
レード後に再度インストールプログラムを実行して他のコンポーネントを追
加する必要があります。
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SQL Server 2008 Express の必要なエディションは Microsoft ダウンロードセ
ンターで入手できます。Setup を起動後、オプションの「SQL Server 2000 or 
SQL Server 2005 からのアップデート」を選択します。インストール中、続
きのダイアログの中でアップグレードする SQL Server インスタンスを指定
する必要があります。

他のすべての SQL Server 2005/2000 エディションから SQL Server 2008 への
アップグレード

SQL Server 2005/2000 の他のすべてのエディションも SQL Server 2008 の対
応するエディションにアップグレードできます。SQL Server 2008 のエディ
ションは、お手持ちの SQL Server 2008 インストールメディア（DVD）から
インストールしてください。

SQL Server 2000 の各エディションから SQL Server 2005 へのアップグレー
ド

MSDE インスタンスの SQL Server 2005 Express へのアップグレード

SQL Server 2005 Express については、Microsoft ダウンロードセンターで
ファイルを入手します。 SQLEXPR.EXE を実行し、インストールします。
インスタンスのアップグレードの手順は、SQL Server 2005 Express の新規
インストールに必要な手順と基本的に同じです。

アップグレードについては以下の点に注意してください。

– SQL Server 2005 Express のインストールプログラムは、デフォルトでは
インスタンス名 「SQLEXPRESS」をどのインストールでも使用します。
インストール済みの異なる名前のインスタンスをアップグレードに選択で
きるように、「登録情報」画面で「詳細構成オプションを非表示にする」
を無効にします。 

– 「インスタンス名」画面では、アップグレードするインストール済みイン
スタンスを選択することができます。インスタンス名を直接入力するか、
「インストール済みのインスタンス」をクリックすると表示されるリスト
からインスタンス名を選択します。 

– 次に、選択された MSDE インスタンスのインストール済みコンポーネン
トが「既存のコンポーネント」画面に表示されます。アップデートできる
コンポーネントには関連するオプションがアクティブになります。これら
のコンポーネントを選択してインストールを続行します。 
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SQL Server 2000 の他のすべてのエディションの SQL Server 2005 へのアップグ
レード

SQL Server 2005 の他のすべてのエディションは SQL Server 2005 DVD から
インストールします。

ここでも、アップグレードインストールのプロセスは基本的には新規のイン
ストールと同じですが、以下の例外があります。 

– インストール中、「インスタンス名」画面で、アップグレードする既定の
インスタンスまたは名前付きインスタンスを選択します。ここで選択され
たインスタンスがセットアップ中にアップデートされます。インスタンス
名を直接入力するか、「インストール済みのインスタンス」をクリックす
ると表示されるリストから、インスタンス名を選択します。

– インストール済みコンポーネントが「既存のコンポーネント」画面に現れ
ます。オプションがアクティブであれば、アップグレードにこれらのコン
ポーネントを選択してインストールを続行します。

アップグレード後にすること

インスタンスのインプレースアップグレード後には、すべてのバージョンの
SQL Server について以下の手順を実行する必要があります。

Ê 「SQL Server（< インスタンス名 >）」サービスが起動したかどうか確認し
ます。

Ê SQL Server 2008/2005 Express 以外のエディションの場合：
「SQL Server Agent（< インスタンス名 >）」サービスが起動したかどうか
確認します。

I Operations Manager に対してリモートの SQL Server を使用してい
る場合は、管理用サーバで追加の手順を実行してください。実行す
るには、「Domain」および「Username」項目にある
%windir%\ServerViewDB.ini ファイルで指定されているユーザアカ
ウントで管理用サーバにログオンします。 

Ê SQL Server 2008/2005 Express の場合：
Windows のサービス 「タスクスケジューラ」が起動したかどうか確認し
ます。

Ê Operations Manager を再起動する前に、Operations Manager の内部バック
アップとメンテナンスジョブをここで再度セットアップします。コマンド
プロンプトを開きます。

Ê ディレクトリ < インストールパス >¥ServerView Services 
¥scripts¥ServerView¥Tools. に切り替えます。 
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Ê このディレクトリにある以下のバッチファイルを実行します。

– SQL Server 2008 のエディションへのアップグレード後：
SVCreateJobs_Upgrade2008

– SQL Server 2005 のエディションへのアップグレード後： 
SVCreateJobs_Upgrade2005

Ê 実行中、「Renamed SQL Server Instance [Y/N] ?」と問われるので、
「N」と入力します。 

Ê Operations Manager に必要なすべてのアップグレード手順はこのバッチ
ファイルから実行されます。個々のステップはログファイル
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2005.log にも記録されます。
「DbApplicationFolder」パラメータの内容は設定ファイル ServerViewDB.ini
で確認できます。

Ê 正常に実行できたら、「ServerView Services」と「ServerView Download 
Service」のサービスを開始します。

Ê ServerView データベースのバックアップジョブがセットアップされてお
り、実行できるかどうか確認します。

SQL Server Express エディションでは、ジョブは Windows のタスクスケ
ジューラによってセットアップされるため、タスクスケジューラで監視さ
れます。

Ê 「管理ツール」→「タスクスケジューラ」の順に開いて、ジョブとスケ
ジュールのリストを確認します。 

SQL Server の他のすべてのエディションでは、サービスの「SQL Server 
Agent」がジョブのセットアップに使用されます。この場合、SQL Server 
Management Studio によってジョブとスケジュールを確認します。

Ê SQL Server Management Studio を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックし、「SQL Server Agent」を選択
します。

Ê 「ジョブ」の下にセットアップ済みのジョブが表示されます。各ジョブ
の最新スケジュールは「右クリック」→「スケジュールの管理」で確
認できます。



72   Installation under Windows

3  管理端末へのインストール

3.10.1.2 ServerView データベースの移動

SQL Server インスタンス全体のインプレースアップグレードしない、または
できない場合は、ServerView データベースをインストール済みの SQL 
Server インスタンスから新しい SQL Server インスタンスへ移動させること
によってマイグレーションできます。この手順は、SQL Server についての
Microsoft オンラインドキュメントでは「side-by-side」アップグレードとも
呼ばれます。ご使用の SQL Server エディションのインプレースアップグレー
ドを Microsoft がサポートしていない場合はこのタイプを行う必要がありま
す。例えば、32 ビットの SQL Server のエディションを 64 ビットの SQL 
Server のエディションへアップグレードする場合などがこのケースにあたり
ます。

SQL Server 2005/SQL Server 2005 Express または SQL Server 2000/MSDE
から新しい SQL Server のエディションへのアップグレードについて、どの
バージョンとエディションのアップグレードを Microsoft がサポートしている
かは、SQL Server 2008 と SQL Server 2005 についての Microsoft オンライン
ドキュメントで確認できます。

このアップグレード方法では、新しい SQL Server インスタンスが既存の
SQL Server インスタンスと side-by-side にインストールされます。
ServerView データベースがインストール済みインスタンスからデタッチさ
れ、新しいインスタンスにアタッチされます。この方法では、Operations 
Manager はシステムにインストールされたままです。

I Operations Manager に対するクライアントの設定が保持されるよう
に、新しい SQL Server インスタンスはアップデート前のインスタン
スと同じシステムにインストールする必要があります。そのため、同
じインスタンス名で side-by-side にインストールすることはできませ
ん。

以下のいずれかを行ってください。

– データベースをデタッチして、SQL Server インスタンスをアンイ
ンストールしてから新しいインスタンスをインストールする。

– 新しい SQL Server インスタンスを別のインスタンス名でインス
トールする。

I インスタンスタイプの切り替えは、ServerView データベースのアップ
グレードではサポートしていません。アップグレードでは、名前付き
インスタンスを別の名前でインストールすることはできますが、名前
付きインスタンスから既定インスタンス（またはその逆）への切り替
えはできません。
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インストールの準備

● 新しいインスタンスのインストール中、ハードウェアとソフトウェアの要
件が確認されます。この件については、Microsoft ダウンロードセンター
の SQL Server 2008 または SQL Server 2005（Express）の製品ページな
どを参照してください。

● SQL Server Express Edition をインストールするには、事前に必要なソフ
トウェアを Microsoft ダウンロードセンターからダウンロードし、自分で
インストールする必要があります。SQL Server のその他のエディション
には必要なソフトウェアコンポーネントが同梱されています。

● インストール済み SQL Server インスタンスのタイプ（既定インスタンス
か名前付きインスタンスか）とその名前を確認します。この情報は、設定
ファイル ServerViewDB.ini（<windir> ディレクトリ内）の
「Server_Instance」と「Instance」パラメータの中にあります。

– 「Instance」パラメータがない場合、そのインスタンスはデフォルトで
す。「Server_Instance」の下には、サーバ名（通常は「(local)」）だけ
があります。

– 名前付きインスタンスの場合、そのインスタンス名が「Instance」の
下にあります。「Server_Instance」パラメータには「< サーバ名 >\ <
インスタンス名 >」の情報が記載されています。 

● ServerView データベースファイルの現在のパス名を確認します。パス名は
データベースを新しい SQL Server インスタンスに追加するのに必要で
す。

パス名は、Enterprise Manager/DbaMgr2k または Server Management 
Studio を使用して、以下の手順で確認することができます。

Ê 対応するツールを起動し、インストール済みの SQL Server 2005/SQL 
Server 2005 Express または SQL Server 2000/MSDE のインスタンス
に接続します。

Ê データベース「ServerViewDB」を選択します。

Ê 右クリックメニューから「プロパティ」を選択します。パス名は、
「データファイル」または「トランザクションログ」タブの「場所」欄
（Enterprise Manager/DbaMgr2k の場合）、または「ファイル」を選択
後、「パス」欄（SQL Server Management Studio の場合）に表示され
ます。
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パス名は、osql（または sqlcmd）を使用して以下のように確認すること
もできます。

Ê コマンドプロンプトを開き、以下のコマンドを入力します。

osql -S <インスタンス名 > -E
EXEC sp_helpfile
GO

「filename」 欄にパスの詳細が表示されています。quit コマンドで osql
を終了します。

アップグレードの前にしておくこと

Ê 既存の SQL Server インスタンスにおいて、「ServerViewDB」データベー
スのバックアップを行い、バックアップデータを最新にします。

Ê 該当の SQL Server インスタンスにアクセスするアプリケーションをすべ
て終了します。

Ê すべての従属するサービス、特に「ServerView Services」と
「ServerView Download Service」を終了します。

Ê SQL Server の新規バージョンのインストールに必要なソフトウェアをイ
ンストールします。

アップグレードの実行

– 既存の SQL Server 2005/SQL Server 2005 Express または SQL Server 
2000/MSDE のインスタンスから ServerView データベースをデタッチし
ます。

ServerView データベースのデタッチは、SQL サーバ管理ツール（SQL 
Server Enterprise Manager、DbaMgr2k、または SQL Server Management 
Studio）を使用するか、または osql でコマンドプロンプトから SQL 
Server のプロシージャを直接呼び出すことにより行えます。

管理ツールを使用する場合、データベースのデタッチ方法は、ご使用の
ツールのオンラインヘルプを参照してください。
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コマンドプロンプトを使用する場合の手順は以下のとおりです。

Ê コマンドプロンプトを開き、以下のコマンドを入力します。

osql -S <インスタンス名 > -E
EXEC sp_detach_db @dbname='ServerViewDB'
GO

quit コマンドで osql を終了します。

– デタッチでは、データベースは SQL Server から削除されるのではなく、
その保存場所に残ります。ファイルはそのまま残しておいても、他のディ
レクトリにコピーしても構いません。データベースをアタッチする際、最
新のパス名を新しいインスタンスに指定する必要があります。

– SQL Server インスタンスの名前を変えない場合は、ここで既存の SQL 
Server インスタンスをアンインストールしてください。

– 新しい SQL Server インスタンス（SQL Server 2008/2005 または SQL 
Server 2008/2005 Express）をインストールします。

Ê SQL Server Express Edition の場合、ダウンロードセンターからダウン
ロードしたファイルからインストールします。

Ê SQL Server の他のエディションの場合、インストールメディア （SQL 
Server 2008 DVD）から直接インストールします。 

– インスタンス名を変えない場合、旧の SQL Server インスタンスをアンイ
ンストールしたら、同じタイプ（既定インスタンスまたは名前付きインス
タンス）と同じ名前（名前つきインスタンス）で、例えば SQL Server 
Express エディションには「SQLSERVERVIEW」でインストールします。

– SQL Server 2005 Express をインストールする場合

SQL Server 2005 Express をインストールする場合は、以下の点に注意し
てください。

「登録情報」画面で、「詳細構成オプションを非表示にする」を無効にしま
す。無効にしない場合、インストール時にインスタンス名を既定の名前
「SQLEXPRESS」以外の名前に割り当てることができなくなります。
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– データベースを以下の手順でアタッチします。

Ê SQL Server Management Studio を開き、新しいインスタンスに接続し
ます。

Ê 「新しいクエリ」を選択し、以下のコマンドを「クエリ」画面に入力し
ます。このウィンドウでは、<data_path> はご使用のシステムの
ServerView データベースファイルのパス名です。

CREATE DATABASE ServerViewDB
ON PRIMARY (FILENAME='<data_path>\ServerViewDB.mdf')
LOG ON (FILENAME='<data_path>\ServerViewDB_log.LDF')
FOR ATTACH

– アタッチしたら以下のコマンドを実行し、整合性を確認してアップデート
します。

DBCC UPDATEUSAGE('ServerViewDB')

– Operations Manager に対するリモートの SQL Server として SQL Server
を使用している場合、59 ページの「リモートの SQL Server の設定」の項
での説明に従ってユーザアカウントをセットアップします。 管理用サーバ
では、Domain および Username にある %windir%\ServerViewDB.ini ファイ
ルでユーザアカウントを確認します。

– SQL Server 2008 を使用している場合、承認された SQL 管理者として登
録されている ServerView Services および ServerView Download Service でユー
ザアカウントをセットアップします。46 ページの「SQL サーバ管理者権
限を持つユーザアカウントの追加」の項をご覧ください。

アップグレード後にすること

インスタンスの side-by-side アップグレード後には、すべてのバージョンの
SQL Server について以下の手順を実行する必要があります。

I Operations Manager に対するリモートの SQL Server として SQL 
Server を使用している場合は、%windir%\ServerViewDB.ini ファイルの
Domain および Username 項目に定義されているユーザでログオンし、管
理端末で追加の操作を確認してください。

Ê SQL Server 2005 Express Edition の場合、アップグレードを続ける前に
「タスクスケジューラ」が起動したかどうか確認します。

Ê SQL Server の他のエディションの場合、「SQL Server Agent 
<instance_name>」サービスが起動したかどうか確認します。
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Ê Operations Manager を再起動する前に、Operations Manager の内部バック
アップジョブをここで再度セットアップします。

そのためには、コマンドプロンプトを開きます。

Ê ディレクトリ < インストールパス >¥ServerView Services 
¥scripts¥ServerView¥Tools に切り替えます。

Ê このディレクトリにある以下のファイルを実行します。

– For SQL Server 2008: SVCreateJobs_Upgrade2008

– For SQL Server 2005: SVCreateJobs_Upgrade2005

Ê Renamed SQL Server Instance [Y/N] ? のメッセージに次のいずれを指
定します。 

– 「N」：新しい SQL Server インスタンスが同じ名前でインストール
された場合。

– 「Y」：新しいインスタンスが別の名前でインストールされた場合。
新しい名前を以下のプロンプトに入力します。 
Please enter new SQL Server Instance Name 

Ê Operations Managerのセットアップに必要なアップグレード手順はこのア
プリケーションの実行中に実行され、ログファイル
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2008.log または 
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2005.log に記録されます。
「DbApplicationFolder」パラメータの内容は設定ファイル ServerViewDB.ini
で確認することができます。

Ê 正常に実行されたら、「ServerView Services」と「ServerView Download 
Service」のサービスを開始します。

Ê ServerView データベースのバックアップジョブが適切にセットアップさ
れ、ご使用のシステムで実行できるかどうか確認します。

– SQL Server Express エディションでは、ジョブは Windows のタスク
スケジューラによってセットアップされます。ジョブとスケジュール
は該当の Windows のユーザインターフェイスで確認することができま
す。

Ê 「コントロールパネル」→「タスクスケジューラ」の順に開いて、
ジョブとスケジュールのリストを確認してください。 

– SQL Server の他のすべてのエディションでは、サービスの SQL 
Server Agent がジョブのセットアップに使用されます。ジョブとスケ
ジュールは SQL Server Management Studio で確認することができま
す。
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Ê SQL Server Management Studio を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックし、「SQL Server エージェン
ト」を選択します。

Ê 「ジョブ」の下にセットアップ済みのジョブが表示されます。各
ジョブの最新スケジュールは、右クリックメニューの「スケジュー
ルの管理」で確認できます。 

3.10.2 SQL Server 2008 Express から SQL Server 2008 へ
のアップグレード

SQL Server 2008 Express インスタンスを SQL Server 2008 のフルバージョ
ンにアップグレードインストールすることができます。ServerView データ
ベースが最大容量（SQL Server 2008 Express では 4 GB）に達した場合や、
SQL Server 2008 Express には含まれていない SQL Server 2008 のフルバー
ジョンの追加機能やコンポーネントをご自身の環境で使用する場合は、アッ
プグレードが必要になります。

インストールの準備

アップグレードインストールを行う前に以下の準備を行ってください。

– SQL Server 2008 のインストール中、ハードウェアとソフトウェアの要件
が確認されます。この件については、Microsoft の Web サイトを参照して
ください。

– SQL Server 2008 のどのエディションのアップデートを Microsoft がサ
ポートしているかについて、SQL Server 2008 のオンラインドキュメント
を参照してください。

– 特定の機能やコンポーネントが必要な場合、アップグレードしようとして
いるエディションに機能やコンポーネントが入っているか、確認します。

アップグレードについては以下の点に注意してください。

– SQL Server 2008 Express のローカライズ版は、SQL Server 2008 の同じ
言語のローカライズ版または英語版にアップグレードすることができま
す。

– 常に最新のサービスパックをインストールすることをお勧めします。アッ
プグレード後には必ず最新のアップデートがないか確認し、あればインス
トールしてください。
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– SQL Server Management Studio の別のエディションは side-by-side にイ
ンストールできないため、SQL Server Management Studio（Basic) がイ
ンストールされている場合は、アンインストールしてから新しいエディ
ションにあわせて再インストールする必要があります。

アップグレード前にしておくこと

Ê インストール済みインスタンスのデータベースをバックアップします。

Ê 該当の SQL Server 2008 Express インスタンスにアクセスするすべてのア
プリケーションを終了します。

Ê 「ServerView Services」と「ServerView Download Service」を停止しま
す。 

アップグレードの実行

アップグレードは SQL Server 2008 Setup をインストール DVD から実行して
行います。

Ê アップグレードするエディションの Setup を起動します。

Ê 左側のウィンドウで「メンテナンス」を選択し、「エディションのアップ
グレード」を選択します。 

エディションをアップグレードするためのインストールウィザードが開き
ます。

Ê 「インスタンスの選択」画面で、アップグレードしたいインスタンスを選
択します。Operations Manager が名前付き SQL Server Express 2008 イン
スタンスに使用するインスタンス名は「SQLSERVERVIEW」です。

Ê プログラムがエディションのアップグレードが可能かどうか確認し、「エ
ディションのアップグレードの準備完了」画面で再確認のメッセージが表
示された後、アップグレードが実行されます。 

アップグレードが成功すると、「完了」画面が表示されます。
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アップグレード後の操作

Ê 新しいエディションに対する未処理のサービスパック、サービスパックの
アップデートやホットフィックスアップデートをインストールします。

Ê 「SQL Server（< インスタンス名 >）」サービスが起動したかどうか確認し
ます。

Ê 「SQL Agent（< インスタンス名 >）」サービスが起動したかどうか確認しま
す。

ServerView サービスと Operations Manager を再起動する前に、ServerView
データベースの内部バックアップとメンテナンスジョブを再作成してくださ
い。手順は以下のとおりです。

Ê コマンドプロンプトを開きます。

Ê ディレクトリ < インストールパス >¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥Tools に切り替えます。

Ê このディレクトリにあるファイル SVCreateJobs_Upgrade2008 を実行しま
す。実行中、「Renamed SQL Server Instance [Y/N] ?」のメッセージに

「N」を入力します。

すべての必要なアップグレード手順はこのバッチファイルから実行され、
ログファイル <DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2008.log に記
録されます。

<DbApplicationFolder> のパスは設定ファイル ServerViewDB.ini で確認して
ください。

Ê ファイルの実行が成功したら、サービスの「ServerView Services」と
「ServerView Download Service」を開始します。

Ê 次に、必ず、ServerView データベースのバックアップジョブがシステム
にセットアップされ、実行できるかどうか確認します。これらのジョブ
は、「SQL Server Agent」サービスを使用してセットアップされます。 

ジョブは SQL Server Management Studio から確認できます。

Ê SQL Server Management Studio を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックし、「SQL Server エージェント」を選
択します。

Ê 「ジョブ」の下にセットアップ済みのジョブが表示されます。各ジョブの
最新スケジュールは、右クリックメニューの「スケジュールの管理」で確
認できます。
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3.10.3 SQL Server 2005 Express から SQL Server 2005 へ
のアップグレード

SQL Server 2005 Express インスタンスを SQL Server 2005 のフルバージョ
ンにアップグレードすることができます。MSDE 2000 とは違って、SQL 
Server 2005 Express には並列読み込みが増加した場合の一般的なワークロー
ドの制限はありません。

例えば ServerView データベースが最大サイズ（SQL Server 2005 Expres で 4 
GB）に達した場合や、SQL Server 2005 の機能やコンポーネントで SQL 
Server 2005 Express には含まれていないものを追加して使用したい場合は
アップグレードが必要になります。

インストールの準備

アップグレードインストールを行う前に以下の準備をしてください。

– SQL Server 2005 のアップグレードインストール中、ハードウェアとソフ
トウェアの要件が確認されます。詳細は Microsoft の Web サイトを参照し
てください。

– Microsoft がサポートしているアップグレードの SQL Server 2005 エディ
ションについて、SQL Server 2005 のオンラインドキュメントで確認しま
す。

– 特定の機能やコンポーネントが必要な場合、アップグレード対象エディ
ションに機能やコンポーネントが入っているかを確認します。

アップグレードについては以下の点に注意してください。

– SQL Server 2005 Express のローカライズ版は、SQL Server 2005 の同じ言
語のローカライズ版または英語版にアップグレードすることができます。

– アップグレード中、アップグレードするエディションのバージョン状態
と、新しくインストールされるエディションのバージョン状態が確認され
ます。

最新のサービスパック付き SQL Server 2005 Express がインストールされ
ている場合、すでにアップグレード対象の SQL Server 2005 エディション
の基本インストールよりも最新のバージョンになっています。

上記のような原因により、セットアップ中に警告が発生したりアップグ
レードが中断したりしないように、新しい SQL Server 2005 のエディショ
ンのインストールは、追加の呼び出しパラメータを用いてコマンドプロン
プトから行ってください。82 ページの " アップグレードの実行 " を参照し
てください。



82   Installation under Windows

3  管理端末へのインストール

– 常に最新のサービスパックを使用することをお勧めします。アップグレー
ド後は、すべての最新サービスパック、サービスパックのアップデートや
ホットフィックスアップデートを、アップグレード済みのエディションに
再度インストールしてください。

– SQL Server Management Studio Express がすでにシステムにインストー
ルされている場合で、今回 SQL Server 2005 の上位エディションとともに
SQL Server Management Studio のフルバージョンをインストールしたい
場合、SQL Server Management Studio Express をアンインストールして
からインストールしてください。SQL Server Management Studio Express
と SQL Server Management Studio の side-by-side インストールはできま
せん。

アップグレード前にしておくこと

Ê インストール済みインスタンスのデータベースをバックアップします。

Ê 該当の SQL Server 2005 Express インスタンスにアクセスするすべてのア
プリケーションを終了します。

Ê 「ServerView Services」と「ServerView Download Service」を停止しま
す。

アップグレードの実行

SQL Server 2005 Express のインスタンスのアップグレードは、すべての
データベースを伴うインスタンス全体の「インプレース」アップグレードと
して直接行うことができます。

このアップグレードは、インストール DVD から SQL Server 2005 Setup を実
行して行います。手順は新規のインストールとほぼ同じですが、以下の点が
異なります。

Ê コマンドプロンプトを開き、インストールメディア内で、インストールさ
れるエディション用の setup.exe ファイルのあるフォルダまで進みます。
コマンドプロンプトでパラメータ 「SKUUPGRADE=1」を用いてインス
トールを開始します。

例

<ドライブ >:\<フォルダ >\setup.exe SKUUPGRADE=1

Ê 「インストールするコンポーネント」画面で、少なくともコンポーネント
の「SQL Server データベースサービス」を選択します。SQL Server 2005 
Express に含まれていない追加のコンポーネントを選択することができま
す。
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Ê 「インスタンス名」画面で、アップグレードする SQL Server 2005 Express 
インスタンスを選択します。名前を直接入力することも、「インストール
済みのインスタンス」をクリックして表示されたリストから選択すること
もできます。

Ê インストール済みのコンポーネントが「既存のコンポーネント」画面に表
示されます。コンポーネント名のチェックボックスが選択可能であれば、
そのアップグレードが可能です。チェックボックスを選択してアップグ
レードを続行します。

チェックボックスが選択できない場合は、「詳細表示」をクリックすると
エラーメッセージが表示され、アップグレードが不可能な理由を確認でき
ます。 

アップグレード後の操作

Ê 新しいエディションに対する未処理のサービスパック、サービスパックの
アップデートやホットフィックスアップデートをインストールします。

Ê 「MSSQL$SQLSERVERVIEW」サービスが開始されたかどうか確認しま
す。

Ê 「SQLAgent$SQLSERVERVIEW」サービスが開始されたかどうか確認し
ます。

Operations Manager を再起動する前に、Operations Manager の内部バック
アップとメンテナンスジョブを再作成してください。手順は以下のとおりで
す。

Ê コマンドプロンプトを開きます。

Ê ディレクトリ < インストールパス >¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥Tools に切り替えます。

Ê このディレクトリにあるファイル SVCreateJobs_Upgrade2005 を実行しま
す。

Operations Manager のすべての必要なアップグレード手順はこのバッチ
ファイルから実行され、ログファイル
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2005.log に記録されます。

DbApplicationFolder のパスは、設定ファイル ServerViewDB.ini で確認して
ください。
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Ê ファイルの実行が成功したら、サービスの「ServerView Download 
Service 」と「ServerView Services」を開始します。

Ê 次に、必ず、ServerView データベースのバックアップジョブがセット
アップされ、実行できるかどうか確認します。

ジョブは SQL Server Management Studio から確認できます。

Ê SQL Server Management Studio を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックし、「SQL Server エージェント」を選
択します。

Ê 「ジョブ」の下にセットアップ済みのジョブが表示されます。各ジョブの
最新スケジュールは、右クリックメニューの「スケジュールの管理」で確
認できます。
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3.10.4 MSDE 2000 から SQL Server 2000 へのアップグ
レード

MSDE 2000 Service Pack 4（バージョン 8.00.2039）から SQL Server 2000 
Standard Edition Service Pack 4 にアップグレードインストールすることがで
きます。例えば、ServerView データベースが 2 GB に達した場合や、「推奨さ
れる構成の監視対象サーバは 200 以上」に達した場合にはアップグレードが
必要になります。SQL Server 2000 Enterprise Edition が必要な場合は、SQL 
Server 2000 Standard Edition Service Pack 4 から SQL Server 2000 Enterprise 
Edition Service Pack 4 へのアップグレード インストールが行えます。 

MSDE データベースの容量に関する問題については、143 ページの
「MSDE/SQL Server Express - データベースの制限」の項の項も参照してくだ
さい。 　サーバの使用状況に関して以下の問題に気付いた場合は、負荷分散
を変更することもできます。149 ページの「負荷分散の変更」の項の項を参
照してください。 　サーバの使用状況は、次の 2 つの方法で確認できます。

1. イベントビューアを使用

Ê イベントビューアを「スタート」→「管理ツール」→「イベント
ビューア」の順に選択して開きます。

Ê イベントビューアでアプリケーションログを選択します。

Ê 「イベント」欄の見出しをクリックし、リストをソートして 3629 番の
ログが出力されているかどうかを確認します。このイベントが頻発す
る場合は、負荷設定を変更してください。

2. ログファイルを使用

Ê Enterprise Manager または DbaMgr2K を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックします。

Ê 「メンテナンス」→「SQL Server ログ」の順に選択します。

Ê 表示されたログファイルで以下のメッセージが出力されているかどう
か確認します。

This SQL Server has been optimized for 8 concurrent 
queries. This limit has been exceeded by <x> queries and 
performance may be adversely affected.

このメッセージが頻発する場合は、負荷設定を変更してください。 

I ログファイルは、「LOG」ディレクトリの下のインストールディレ
クトリにもあります。
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アップグレードの実行

アップグレードインストールの前に製品のバージョンを確認してください。

I バージョン 8.00.2039 からのアップグレードインストールのみ可能で
す。 

インストール済みの MSDE 2000 のバージョンと言語は、コマンドプロンプ
トから以下のコマンドで確認することができます。 

osql -S <SQL Server instance> -E

xp_msver

GO

情報は「2 ProductVersion」と「3 Language」の下に表示されます。製品の
バージョンは 8.00.2039 でなければなりません。また、MSDE 2000 と同じ言
語版の SQL Server 2000 をインストールしてください。

アップグレードインストールの手順は以下のとおりです。

Ê サービスの「MSSQL$SQLSERVERVIEW」、「MSSQLSERVER」、
「SQLAgent$SQLSERVERVIEW」、「SQLSERVERAGENT」、「ServerView 
Services」、または「ServerView Download Service」を停止します。

Ê 「スタート」→「管理ツール」→「サービス」の順に選択します。

Ê 該当サービスを選択し、さらに右クリックメニューから「停止」を選
択します。 

Ê サービスのスタートタイプを「手動」に変更します。

Ê 該当サービスを選択し、さらに右クリックメニューから「プロパティ」
を選択します。

Ê 「スタートアップの種類」の下のリストで「手動」を選択します。

Ê SQL Server 2000 の基本インストール

インストールでは以下を指定します。

– インストール種別の選択 :
アップグレード、削除、または SQL Server の既存インスタンスへのコ
ンポーネントの追加を行います。

– インスタンス名 :
インスタンス名「SQLSERVERVIEW」がすでに入力されています。
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– 既存のインストール :
既存のインストールをアップグレードします。

– セットアップ :
以下のメッセージで「yes」を入力します。

Do you want to install additional components ?

– コンポーネントの選択 :
「サーバーコンポーネント」、「管理ツール」、および「クライアント接
続」を選択します。

Ê SQL Server 2000 Service Pack 4 のインストール

SQL Server 2000 の基本インストール後、適切な言語の SQL Server 2000 
Service Pack 4 をインストールしてください。

Operations Manager バージョン 4.80 以降を使用する場合のアップグレード
後にすること

Ê 「MSSQL$SQLSERVERVIEW」サービスが開始されたかどうか確認しま
す。

Ê 「SQLAgent$SQLSERVERVIEW」サービスが開始されたかどうか確認し
ます。

Operations Manager を再起動する前に、Operations Manager の内部バック
アップジョブを再作成してください。手順は以下のとおりです。 

Ê コマンドプロンプトを開きます。

Ê ディレクトリ < インストールパス >¥ServerView 
Services¥scripts¥ServerView¥Tools に切り替えます。

Ê このディレクトリにある SVCreateJobs_Upgrade2000 を実行します。

Operations Manager のすべての必要なアップグレード手順はこのバッチ
ファイルから実行されます。個々のステップはログファイル
<DbApplicationFolder>¥SVCreateJobs_Upgrade2000.log にも記録されます。

DbApplicationFolder のパスは、設定ファイル ServerViewDB.ini で確認して
ください。

Ê ファイルの実行が成功したら、サービスの「ServerView Download 
Service 」と「ServerView Services」を開始します。

Ê 次に、必ず、ServerView データベースのバックアップジョブがセット
アップされ、実行できるかどうか確認します。
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ジョブは SQL Server Enterprise Manager から確認できます。 

Ê SQL Server Enterprise Manager を起動します。

Ê 「SQL Server グループ」→「インスタンス名」→「管理」→「SQL Server
エージェント」を選択します。

Ê 「ジョブ」の下にセットアップ済みのジョブが表示されます。
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3.11 Operations Manager の Windows ターミナ
ルサーバへのインストール

ターミナルサービス （Windows ターミナルサーバとも呼ぶ）がインストール
されている場合、Operations Manager をインストールするには特別なインス
トール手順が必要です。

Windows ターミナルサーバへのインストール

1. Windows 2008 では、「スタート」→「管理ツール 」→「サーバマネー
ジャ」→「役割」の順にクリックします。ターミナルサービスが表示され
た場合は「ターミナルサーバ」がインストールされています。

Windows 2003 では、「スタート」→「プログラム 」→「コントロールパ
ネル 」→「サーバの役割管理」の順にクリックします。「ターミナルサー
バ」が「このサーバーには次の役割が構成されています」の下に表示され
ていればターミナルサーバがインストールされています。

2. Operations Manager インストールプログラムのパスを確認します。

Ê ServerView Suite DVD 1 をセットします。

Ê serverview.EXE を検索します。

Ê serverview.EXE のパスを記録します。

3. Operations Manager をコマンドプロンプトウィンドウからインストール
します。

Ê コマンドプロンプトウィンドウを開き、以下のように入力します。

Change user /install

Ê 同じコマンドプロンプトウィンドウで serverview.EXE へのパスを入力
し、Operations Manager をインストールします。

Ê インストール後、コマンドプロンプトウィンドウで以下のように入力
します。

Change user /execute
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Operations Manager とターミナルサーバの全般的な手順

Operations Manager をインストールする前にターミナルサーバをインストー
ルすることをお勧めします。その後 Operations Manager を前記のようにイン
ストールします。

ターミナルサーバが Operations Manager よりも後でインストールされた場
合、Operations Manager が正常に稼動しているかどうか確認してください。
Operations Manager に関する何らかのエラーメッセージが表示された場合
は、Operations Manager をアンインストールし、前記の手順を実行します。

リモートの SQL Server を伴うターミナルサーバへの Operations Manager
のインストールはサポートしていません。

リモートの SQL Server が使用されている場合は、前記のインストールモー
ドは適用されません。
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3.12 Operations Manager ソフトウェアの GUI ダ
イアログ形式インストール 

Operations Manager ソフトウェア（Operations Manager とイベントマネー
ジャ） は、Windows （Windows Server 2003 または Windows Server 2008） の
メニューコントロールに従ってインストールすることができます。

ServerView Suite DVD 1 には、「SVSLocalTools」→「Japanese」→
「Svmanage」→「WinSVOM」の下に serverview.EXE ファイルがあり、これ
によりインストールを開始します。Microsoft のインストーラがコンピュータ
にインストールされていない場合はここでインストールされます。

日本語 OS 上の Operations Manager のインストールおよびアプリケーション
言語は、デフォルトでは日本語です。 　その他のすべての OS 言語の場合、イ
ンストールおよびアプリケーション言語は英語です。 　コマンドラインによ
るインストールでは、ユーザが言語を決定できます。159 ページの「コマン
ドラインによる Operations Manager のインストール」の項を参照してくださ
い。

インストール手順

Ê 管理者権限のあるユーザとしてログオンするか、または、リモートの SQL
サーバのインスタンスを使用している場合には、管理者権限のあるドメイ
ンユーザとしてログオンします。

Ê ServerView Suite DVD 1 をDVD-ROMドライブにセットします。CDが自動
的にスタートしない場合、DVD のルートディレクトリの start.html ファイ
ルをクリックします。

Ê オプションの「ServerView Software Products」にチェックを入れます。

Ê 「開始」をクリックします。

Ê 表示されたウィンドウで、言語を選択します。

Ê 「Japan Local Tools」→「ServerView Operations Manager」の順に選択し
ます。

Ê 「ServerView Operations Manager Application 」の配下で、ServerView 
Operations Manager をクリックします。インストーラが格納されている
フォルダにリンクしています。 

Ê serverview.exe プログラムを開始します。
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インストールは対話なし（サイレント）で行うこともできます。サイレン
トインストールについての詳細は 159 ページの「コマンドラインによる
Operations Manager のインストール」の項を参照してください。

Ê プログラムが起動すると以下のウィンドウが表示されます。

図 2: Operations Manager インストールウィザード - SQL Server の選択

MSDE 2000 （Service Pack 4 付き）または SQL Server 2005 Express が
それぞれ SQL Server インスタンス「SQLSERVERVIEW」として、ある
いは、任意のインスタンスの SQL Server 2000 （Service Pack 4 付き）ま
たは SQL Server 2005 がご使用のシステムにインストール済みかどうか確
認します。

– 一致する SQL Server インスタンスがない場合、オプションの「新規
に SQL Server をインストールする」を選択して MSDE 2000 または
SQL Server 2005 Express （Windows Server 2008 の場合）をインス
トールできます。
次に「次へ」をクリックします。

自動的にインストールされた MSDE または SQL Server 2005 Express
のインスタンスにおいては、ServerView データベースはローカルの管
理用サーバにインストールされます。Windows Server 2003 では、シ
ステムを再起動するように要求されます。再起動すると Operations 
Manager インストールウィザードが自動的に起動します。
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– 一致する SQL Server インスタンスがローカルの管理用サーバにある
場合、ローカルの SQL Server インスタンスを使用できます。オプ
ションの「インストール済の SQL Server を使う」を選択し、「次へ」
をクリックします。 Operations Manager のスタートページに戻ります。

– リモートにインストールされた SQL Server インスタンスを使用する
こともできます。オプションの「別サーバの SQL Server にリモート接
続する ...」を選択し、「次へ」をクリックします。「リモート DB」
ウィンドウが開きます。

図 3: Operations Manager インストールウィザード - リモート DB

SQL Server 名
SQL Server のインスタンス名（SQL Server のデフォルトのイン
スタンスではシステム名となります）

ユーザ名
SQL Server のドメインアカウントに設定したユーザ名（46 ペー
ジの「SQL サーバ管理者権限を持つユーザアカウントの追加」
の項参照）

ドメイン名
ドメインの名前
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パスワード
ユーザ名にアクセスするパスワード

 それぞれ入力し、「次へ」をクリックします。

詳細は 35 ページの「別のシステムへのリモートのインストール」の項
を参照してください。

Ê Operations Manager インストールウィザードが開きます。

Ê 「次へ」をクリックすると、使用許諾やインストールについての情報など
に関するウィンドウが開きます。

Ê インストールディレクトリの指定

図 4: Operations Manager インストールウィザード - インストールディレクトリの選択

デフォルトでは、ソフトウェアはディレクトリ
C:¥Program Files(x86)¥Fujitsu¥ServerView Suite¥ にインストールされます。
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Ê ServerView データベースに接続する SQL Server のインスタンス名（34
ページ参照）を選択します。 

図 5: Operations Manager インストールウィザード - SQL Server インスタンスの選択
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Ê SQL サーバーデータベースバックアップの設定を選択します。118 ページ
の「ServerView データベースのバックアップ」の項も参考にご覧くださ
い。

図 6: Operations Manager インストールウィザード - SQL Server バックアップのパス

標準
管理用サーバが動作しない時がある場合は、バックアップモードを
「標準」のままにしておきます。 
「標準」 は SQL Server リカバリモデルの「シンプル」に相当します。

完全
Operations Manager を使用して多数の重要な監視機能を実行し、管
理用サーバがほぼ常に動作している場合は、「完全」を選択します。 
　「完全」は、SQL Server リカバリモデルの「フル」に相当しま
す。

「参照 (B)」ボタン
新規インストール時に、SQL Server のバックアップファイルが作成
されるパスを「SQL サーバ バックアップパス」で追加指定できま
す。 131 ページの「ServerView データベース のリストア」の項に記
載されているように、ServerView データベースをリストアする必要
がある場合はバックアップファイルを使用できます。
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ローカルにインストールされた SQL Server インスタンスを使用している
場合は、以下が表示されます。

リモートにインストールされた SQL Server インスタンスを使用している
場合は、以下が表示されます。

Ê JBoss サービスのユーザアカウントを入力します。
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図 7: Operations Manager インストールウィザード - JBoss サービス ログオ
ン情報

ユーザ名
このユーザ名には、特別な権限を持たない標準のユーザアカウント
を設定する必要があります。 　このユーザ名を入力します。

リモート SQL サーバインスタンスを使用する場合は、このフィー
ルドは、「リモート DB」ウィンドウの「ドメイン名」で指定したド
メイン名で事前定義されます。 　特別な権限を持たないドメイン
ユーザアカウントを使用することができます。

パスワード
ユーザ名にアクセスするためのパスワード。 
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Ê ディレクトリサーバを選択します。

図 8: Operations Manager インストールウィザード - ディレクトリサーバの選択

OpenDS をインストールする (O)
ディレクトリサーバ OpenDS を使用する場合は、このオプション
を有効にします。OpenDS は、ServerView Operations Manager を
インストールすると自動的にインストールされます。  

既存のディレクトリサービを使用する (E)
既存のディレクトリサーバを使用する場合は、このオプションを有
効にします。 　次に、ディレクトリサービスの設定をいくつか行う
必要があります。
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図 9: Operations Manager インストールウィザード - ディレクトリサービスの設
定

ホスト (FQN)
ディレクトリサービスが動作しているサーバの完全修飾名。 
完全修飾名とは、ネットワークにおいてシステムを指定する
明確な名前です。 この名前を常に適切に解決することが重要
です。これは、DNS または NIS サーバを使用するか、管理
端末のホストファイルに適切な入力を行うことにより行うこ
とができます。適切な名前の解決を提供できるかどうか分か
らない場合は、ここでシステムの IP アドレスを発行できま
す。

ポート
ディレクトリサービスにアクセスするために使用されるポー
ト番号。 　デフォルトでは、ポート 636 が使用されます。

SSL
データ転送を保護するために、デフォルトでは「はい」が有
効です。 

パスワードは SSL を使用して交換されるので、SSL を使用
せずにディレクトリサービスを使用することは適切ではあり
ません。
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ベース DN
ベースドメイン名（DC=fujitsu、DC=com など）。

検索ベース
ディレクトリサーバ内のユーザ検索の開始点。 

ユーザ ( 読み取り専用アカウント )
データへの読み取りアクセスのユーザ ID。 このユーザ ID は、
基本的な読み取り権のみを持っている必要があります。

このパスワードはテキストファイルに保存されるので、簡単
な読み取りアクセス権を持つユーザのみ選択してください。

パスワード / パスワード確認
読み取りアクセスのパスワード。 

Ê インストールタイプを指定します。

図 10: Operations Manager インストールウィザード - インストールタイプの選択

「カスタム (U)」を選択すると、Operations Manager インストールウィ
ザードに従ってインストールする個々の Operations Manager 製品を選択
することができます。
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Ê インストールタイプ「カスタム」を選択すると下記の「インストール機
能」ウィンドウ が表示されます。インストールしたい管理製品を選択し
ます。「完全 (C)」ではすべてを選択します。どの ServerView コンポーネ
ントがインストールされているかについては、22 ページの「ServerView 
Operations Manager のコンポーネント」の項を参照してください。

図 11: Operations Manager インストールウィザード - 機能の選択
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Ê ダウンロードサービスを利用するユーザのパスワードを入力します。

図 12: Operations Manager インストールウィザード - ダウンロードマネージャのログイ
ン情報
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Ê 「コンピュータの詳細」ウィンドウは、コンピュータについての情報（コ
ンピュータの名前、IP アドレス、SNMP コミュニティ）を表示します。

図 13: Operations Manager インストールウィザード - コンピュータの詳細

コンピュータ
中央管理用サーバの名前。

DNS サフィックス
JBoss の設定に使用される DNS サフィックス。

IP アドレス
管理用サーバの IP アドレス。この管理用サーバが複数の IP アドレ
スを持っている場合は、WWW サーバが使用する IP アドレスを入
力します。

SNMP コミュニティ
管理用サーバのコミュニティ。 これは、トラップを受信するために
重要です。
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オプションの「Server View サービスを開始する際に、自動的に IP アドレ
スの変更をチェックする」を選択すると、「ServerView サービス」がス
タートアップ時にコンピュータの IP アドレスを確認します。IP アドレス
が変更されている場合、自動的に変更された内容を取得します（例：Web
ユーザインターフェイスの URL）。

Ê 連携を行う統合管理システムを選択します。

図 14: Operations Manager インストールウィザード - 統合

このウィンドウは、管理用サーバに統合管理ソフトウェアが見つかった場
合のみ表示されます。

I 統合管理システムが選択可能な状態になるためには、対応する管理
システムが管理用サーバにインストールされている必要がありま
す。

統合についての詳細は、対応する ServerView Integration ガイドに記載さ
れています。 
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Ê インストールを開始します。

図 15: Operations Manager インストールウィザード - アプリケーションのインストール
準備をする

「インストール (I)>」をクリックするとインストールを開始します。必要
であれば、「戻る」をクリックするとインストール内容を訂正することが
できます。「キャンセル」をクリックすると、何も変更せずに Operations 
Manager インストールウィザードが終了します。 

Operations Manager インストールウィザードの最後のウィンドウには終
了の情報が表示されます。「終了」をクリックしてインストールを完了し
ます。

I ServerView 関連のファイルを編集 / 追加 / 削除すると、動作に影響
を及ぼす可能性があります。 　このマニュアルに記載されている操
作以外のいかなる操作も絶対に行わないでください。
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3.13 他の Operations Manager ソフトウェアのイ
ンストール

インストールされていない Operations Manager ソフトウェアは、あとからイ
ンストールすることができます。インストールが始まると、以下のウィンド
ウが表示されます。

図 16: Operations Manager インストールウィザード - インストール

Ê 「変更 (M)」を選択します。

Ê 「インストール機能」 ウィンドウで、インストールしたい Operations 
Manager 製品を選択します。
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3.14 Operations Manager ソフトウェアのアンイ
ンストール

Web コンポーネントをアンインストールして同じコンポーネントの旧バー
ジョンをインストールしたい場合、最初にすべてのキャッシュをクリアする
必要があります。

I – Operations Manager をアンインストールする前に、設定ファイル
ServerViewDB.ini で SQL Server のインスタンス名と SQL Server の
エディションを確認して記録しておきます。インスタンス名は
「Server_Instance」、エディションは「DbServerEdition」に定義さ
れています。

– Deployment Manager または Installation Manager がまだインストー
ルされている場合は、まずこれらをアンインストールするように要
求されます。

– SVOM をアンインストールする場合、すべての SVOM プログラム
を終了させてから行ってください。SVOM をアンインストールし
た後、ディレクトリ、サブディレクトリ、ファイルが削除されない
ことがあります。

– アンインストールを行うときに、途中で処理を中断したり、次の手
順以外の操作を行ったりすると、正しくアンインストールされませ
ん。アンインストールは最後まで確実に行ってください。

– アンインストールを行うため、サーバリストやアラーム設定などの
設定は削除されます。自動的に設定を引き継ぐ機能はありませんの
で、アンインストール前に設定内容を控えておいてください。アッ
プデートインストール後、再度設定してください。

– 同じバージョンの SVOM を再インストールするために SVOM をア
ンインストールする場合には、SQL Server のアンインストールは
必要はありません。
データベースごと再インストールしたい場合など、状況に応じてア
ンインストールしてください。

– アンインストール画面において文字化けが生じることがあります
が、動作には影響はありません。

– アンインストール終了後、SVOM のショートカット、またはプロ
グラムグループに SVOM が残っている場合があります。手動で削
除してください。
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– アンインストール後、タスクスケジューラに「At**（**：タスク
ID）」というタスクが残っている場合があります。この場合は、タ
スクのプロパティを開いて「実行するファイル名」が次と同じ場合
は、タスクを削除してください。

SVOM のタスクスケジューラで実行されるファイル：

［システムドライブ］:¥Program Files¥Fujitsu¥ServerView 
Suite¥ServerView¥ServerView Services¥WebServer¥ClearMyLogs.exe

– SVOM 関連のサービスがまとめて削除されます。削除する対象は、
個別に選択できません。

Windows のスタートメニューから Operations Manager とイベントマネー
ジャをアンインストールします。

– Windows Server 2003 では、「スタート」→「設定」→「コントロールパ
ネル」→「プログラムの追加と削除」の順に選択します。

– Windows Server 2008 では、「スタート」→「コントロールパネル」→
「プログラムと機能」を選択します。製品のバージョンを表示するには、
「表示」メニューで「詳細」を選択します。「バージョン」オプションを選
択して「OK」をクリックします。

「Fujitsu ServerView Operations Manager」から、「削除」を選択します。これ
により、パッケージは完全にアンインストールされます。「変更」を選択する
と、個々のコンポーネントを削除できる別のウィンドウが開きます。

図 17: アンインストール
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「変更 (M)」を選択すると、アンインストールしたい個々のコンポーネントを
選択できる別のウィンドウが開きます。

「削除 (E)」を選択するとパッケージを完全に削除します。

SQL Server インスタンスのアンインストール

SQL Server インスタンスの「SQLSERVERVIEW」を使用している場合、こ
のインスタンスをアンインストールできます。 

設定ファイル ServerViewDB.ini で、エディション（「DBServerEdition」）が
「Express Edition」だった場合、以下の手順に従います。

Ê 「Microsoft SQL Server 2005」および「 SQL Server 2008」を選択します。

Ê 「削除」をクリックします。

Ê インスタンスの「SQLSERVERVIEW: Database Engine」を選択します。

Ê ソフトウェアをアンインストールします。

設定ファイル ServerViewDB.ini で、エディション（「DBServerEdition」）が
「Desktop Engine」だった場合、以下の手順に従います。

Ê 「Microsoft SQL Server Desktop Engine（SQLSERVERVIEW)」を選択しま
す。

Ê 「削除」をクリックします。

Ê ソフトウェアをアンインストールします。

「SQLSERVERVIEW」が唯一の SQL Server 2005 および SQL Server 2008 イ
ンスタンスである場合、「Workstation Components/Shared Components」を
アンインストールすることもできます。SQL Server Management Studio 
Express をインストールしている場合、このソフトウェアをアンインストー
ルすることができます。

Enterprise/Standard/Workgroup Edition の SQL Server インスタンスの場合、
その SQL Server インスタンスが他のアプリケーションで使用されていないこ
とを確認する必要があります。他のアプリケーションで使用されていなけれ
ば、「SQLSERVERVIEW」インスタンスと同じ方法でアンインストールする
ことができます。

SQL Server 2005 および SQL Server 2008 を使用している場合、Microsoft 
SQL Server Native Client をアンインストールすることができます。
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Operations Manager には次の SQL データベースが必要です。

– Windows Server 2008 では、SQL Server 2008 または SQL Server 2005 を
使用できます。最新のサービスパックを適用することをお勧めします。
SQL Server 2005 Express は Operations Manager に添付されています。

– Windows Server 2003 では、SQL Server 2000、MSDE 2000、SQL Server 
2005、 SQL Server 2005 Express、SQL Server 2008、または SQL Server 
2008 Express を使用できます。MSDE 2000 は Operations Manager に添
付されています。 

4.1 構成ファイル ServerViewDB.ini

構成ファイル ServerViewDB.ini は、SQL Server インスタンスに関する情報、
インストールパス、およびログファイルのパス名が含まれています。構成
ファイルは <WinDir> ディレクトリに格納されています。

Ê 「スタート」→「ファイル名を指定して実行」の順に選択します。

Ê 「名前」に「%windir%」 を入力します。 

Ê 「OK」をクリックします。

Ê 表示されたウィンドウで、「ServerViewDB.ini」 ファイルを選択して開きま
す。 

図 18: *.ini ファイルの一例



112   Installation under Windows

4  ServerView データベース

ServerViewDB.ini 構成ファイルにおける重要なエントリ

ServerViewDB.ini 構成ファイルで以下が重要なエントリです。

– データベースサーバのインスタンス名 : エントリ「Server_Instance」

このエントリは <SQL Server_Instance> で指定する必要があります。

– データベースバックアップファイルのパス : エントリ「DbBackupPath」

– データペースのバックアップモード : エントリ「DbBackupMode」 

– SQL サーバ バージョン : エントリ「DbServerVersion」 

– SQL サーバ エディション : エントリ「DbServerEdition」 

SQL サーバ 2000 と SQL サーバエディションの Desktop Engine は、本マ
ニュアルでは MSDE 2000 と表記します。 
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4.2 データベースへの接続中断

LAN の問題など、ServerView データベースへの接続が中断される場合、以下
が発生しています。

– 「ServerView Services」サービスおよび「ServerView Download Service」
（あれば）が停止します。

– メッセージ（下図を参照）が Windows のイベントログに書き込まれます。

– Operations Manager の動作中には、次の画面が表示されます。

図 19: エラーメッセージ

ServerView データベースへの接続がいったん切断されると、サービス、
「ServerView Services」および「ServerView Download Service」は手動で再
起動する必要があります。 

Ê 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「管理ツール」→
「サービス」を選択します。

Ê 関連するサービスを選択します。

Ê コンテキストメニューの「開始」を選択します。
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4.3 ServerView データベースの管理

4.3.1 SQL Server 2008/2005 

次のプログラムは SQL Server 2008/2005 での ServerView データベースの管
理に使用できます。

– SQL Server Management Studio (Basic) for SQL Server 2008
SQL Server Management Studio (Express) for SQL Server 2005
グラフィカル プログラムです。 Enterprise/Standard/Workgroup エディショ
ンでは、SQL Server 2008/2005 のコンポーネントとして、Microsoft SQL 
Server 2008/2005 インストール DVD に収録されています。

SQL Server 2008 Express および SQL Server 2005 Express の場合、SQL 
Server Management Studio の基本バージョンを含むさまざまなエディ
ションがあります（SQL Server 2008 Express with Tools、SQL Server 
2008/2005 Express with Advanced Services）。Management Studio の基本
バージョンはイントラネットから別々にインストールパッケージとしてダ
ウンロードして、追加または後でインストールすることもできます。イン
ストール後、最新のサービスパックが使用されているかどうかを確認して
ください。

– osql
コマンドラインプログラム osql は、SQL Server 2008/2005 のインストー
ル後に使用できます。

– sqlcmd
コマンドラインプログラム sqlcmd は、SQL Server 2008/2005 のインス
トール後に使用できます。

ServerView データベースを管理する場合、SQL Server インスタンスはプロ
グラム内で制限する必要があります。構成ファイル ServerViewDB.ini で、
Server_Instance=<SQL Server instance> 下の SQL Server インスタンスでエント
リを検出します。
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SQL Server Management Studio（Basic/Express）

SQL Server のインスタンスを入力するには、以下を実行します。

Ê 「スタート」→「すべてのプログラム」→「Microsoft SQLServer 
2008/2005」→「SQL Server Management Studio (Express)」を開始しま
す。

Ê 「サーバへの接続」ダイアログで、サーバの種類、データベースエンジン
のサーバ名を選択します。サーバ名で、SQL Server のインスタンス名を
選択します。

Ê 「接続」をクリックします。

osql

SQL Server インスタンスに接続するには、入力プロンプトを開始し、次のコ
マンドを入力します。

osql -S <SQL Server instance> -E

sqlcmd

SQL Server インスタンスに接続するには、以下を実行します。

Ê 入力プロンプトを開始します。

Ê 次のコマンドを入力します。

sqlcmd -S <SQL Server instance> -E
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4.3.2 SQL Server 2000 および MSDE

次のプログラムは SQL Server 2000 および MSDE 2000 での ServerView デー
タベースの管理に使用できます。

– Enterprise Manager
SQL Server 2000 のグラフィカルプログラムコンポーネントです。

– DbaMgr2k
無料のグラフィカルプログラムです。

– osql
osql は SQL Server 2000 または MSDE 2000 のインストール後に使用でき
ます。

ServerView データベースを管理する場合、SQL Server インスタンスは
ServerViewDB.ini 構成ファイルで特定する必要があります。 SQL Server インス
タンス名は、Server_Instance=<SQL Server instance> エントリより検出します。

Enterprise Manager

SQL Server のインスタンスを入力するには、以下を実行します。

Ê スタートメニューから Enterprise Manager を開始します。

Ê 「SQL Server Group」→「Action」→「New SQL Server registration」 を選
択して、ウィザードの指示に従います。

Ê 使用可能なサーバのリストから SQL Server インスタンスを選択します。

DbaMgr2k

Operations Manager のインストールに従い、DbaMgr2k の設定は
<WebServer>/scripts/ServerView/Tools/ ディレクトリ に格納されます。
DbaMgr2k は SetupDbaMgr2k.exe ファイルを実行することによりインストール
されます。

ただし、ServerView Suite DVD 1 から DbaMgr2k をインストールすることも
できます。

Ê ServerView Suite DVD 1 で、「SVSSoftware」→「Software」→
「ServerView」→「Windows」→「ServerView_S2」→「DbaMgr2k」ディ
レクトリに切り替えます。

Ê Setup_DbaMgr2k.exe ファイルを実行します。
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SQL Server のインスタンスを入力するには、以下を実行します。

Ê DbaMgr2k（デスクトップアイコン、クイック起動アイコン、またはス
タートメニューを使用）を開始します。

Ê エントリ「SQL Server」 をダブルクリックします。

Ê 「SQL Server connection properties」ウィンドウで次の設定を行います。

Ê アイコンをクリックして（「Show available SQL Server/MSDE on local 
network」）ローカルネットワークにあるすべての SQL サーバまたは
MSDE サーバを表示します。

Ê SQL Server インスタンス <SQL Server instance> を選択し、「OK」でエ
ントリを確定します。

Ê 「Public name」で、同じエントリを行うか、選択したエントリの説明
を入力します。

Ê 「Trusted NT Connection box」をダブルクリックします。

Ê 「Connect」ボタンをクリックします。

構成後に、システムを再起動してください。

次の SQL Server インスタンスを使用できます。

<Computer name>\<Instance> or
(local)

osql

SQL Server インスタンスに接続するには、入力プロンプトを開始し、次のコ
マンドを入力する必要があります。

osql -S <SQL Server instance> -E
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4.4 ServerView データベースのバックアップ

ServerView データベースおよび SQL Server システムデータベース msdb は、
インストール時に入力されるバックアップジョブにより、自動的に一定の時
間間隔でバックアップされます。

I 以下を注意してください。

システム稼働時、ServerView データベースの自動バックアップ時間を
調整してください。自動バックアップは、システム稼働時のみ実行さ
れます。自動バックアップジョブ「JobServerViewLongInterval」は、
バックアップ処理を実行するだけでなく、データベースのサイズが大
きくなりすぎていないことも確認します。このメンテナンスは定期的
に実行する必要があります。

バックアップはオンラインで実行されます。データベースサービス 
「MSSQL$SQLSERVERVIEW」または 「MSSQLSERVER」（SQL Server 
2008/2005 の場合：「SQL Server （SQLSERVERVIEW）」または「SQL 
Server（MSSQLSERVER」））は引き続き実行されるので、ServerView デー
タベースにはバックアップ中もアクセスできます。 

4.4.1 ServerView データベースのバックアップジョブ

Operations Manager のインストール中、標準 または完全どちらかの SQL 
Server バックアップモードを選択できます。ServerViewDB.ini コンフィグレー
ションファイルでは、DbBackupMode 項目の下に選択したバックアップモー
ドが表示されます。

インストール中、標準を選択した場合、JobServerViewDaily バックアップジョ
ブが実行されます。このジョブは、ServerView データベースを毎日バック
アップし、前日のバックアップを上書きします。 

完全を選択した場合、次のバックアップジョブを利用できます。

– JobServerViewDaily
データベースを毎日バックアップし、前日のバックアップへ追加します。

– JobServerViewHourly
毎時トランザクションログをバックアップします。

– JobServerViewLongInterval
週 1 回データベースをバックアップし、以前のバックアップをすべて上書
きします。
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バックアップモードの違いの概要

システムが正常に稼動している際、バックアップを実行するための適切な時
間を定義します。 

完全バックアップモードを選択した場合は、バックアップジョブ
JobServerViewHourly および JobServerViewLongInterval が実行されているかを
定期的に確認し、ログファイル ServerViewDB_log.LDF が大きくなりすぎない
ようにします。急速にファイルが肥大している場合は、ファイルサイズを縮
小します。154 ページの「ServerViewDB_log.LDF ファイルの肥大化」の項 
と次の段落で説明する手順に従います（4.4.2 から 4.4.5）。 

ログファイル ServerViewDB_log.LDF は標準バックアップモードでも生成され
ます。サイズは自動的に縮小されますが、バックアップはされません。

osql でスケジュールを設定することもできます。 162 ページの「osql による
データベース管理（Windows）」の項をご覧ください。

ServerView データベースをハードディスクへバックアップするのと同様に、
定期的に外部メディアへも保存してください。Windows では、「スタート」
→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「システムツール」→「バッ
クアップ」の順に選択しバックアッププログラムを使用します。

標準バックアップ
モード 

完全バックアップ
モード 

SQL Server recovery model: simple full

最大データ損失量 1 日入力されたデー
タ

1 時間入力された
データ

バックアップの頻度 1 日 1 回 毎時

バックアップジョブ監視の
オーバーヘッド（121 ページ
の「バックアップジョブの進
行確認と編集」の項参照）

低 高

ディスク使用量 低 高
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4.4.2 ジョブの実行要件

ジョブを実行する場合、以下を実行して、開始タイプを「自動」に設定して
ください。

– SQL Server 2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 の場合、
Windows Task Scheduler

– SQL Server 2008/2005 Enterprise/Standard/Workgroup Edition の場合、
SQL Server エージェント SQL Server-Agent (MSSQLSERVER)

– SQL Server 2000 の場合、SQL Server エージェント SQLSERVERAGENT 

「管理ツール」→「サービス」を使用して、これらの設定をチェックすること
ができます。

SQL Server 2008 および SQL Server 2005 の場合、 「スタート」→「すべての
プログラム」→「Microsoft SQL Server 2008/2005」→「構成ツール」→

「SQL Server 構成マネージャ」を選択することにより、SQL Server に影響を
与えるサービスのリストを表示できます。

ServerViewDB.ini 構成ファイルのエントリ 「DbAgent」で SQL Server エー
ジェントの名前を検索します。

SQL Server 2008 Express/2005 Express の場合、SQL Server エージェントは
存在しません。MSDE 2000 の場合、Operations Manager version 4.8 として
使用されることはありません。ジョブ管理については、123 ページの "SQL 
Server 2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 上で Windows 
Explorer またはタスクスケジューラを使用して編集および追跡する " に記載
されています。
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4.4.3 バックアップジョブの進行確認と編集

データベース管理ツールでの進行確認と編集（SQL Server 2008 
Express/2005 Express および MSDE 2000 以外）

バックアップジョブのスケジュールを表示するには、以下を実行します。

Ê Enterprise Manager、DbaMgr2k、または SQL Server Management Studio 
を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックして、（［Management］の Enterprise 
Manager または DbaMgr2k の）エントリ 「SQL Server Agent」 を選択しま
す。

Ê 次に「Jobs」をクリックします。

Enterprise Manager または DbaMgr2k で、バックアップジョブが「Last 
Run Status」列で成功したかどうかをチェックできます。

Ê 適切なバックアップジョブを選択し、コンテキストメニューの
「Properties」を選択します。

SQL Server Management Studio で、各ジョブの進行状況の詳細を表示し
ます。

Ê 「SQL Agent」で、すべてのジョブまたは特定のジョブを選択します。

Ê コンテキストメニューの「 View History 」を選択します。
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Ê コンテキストメニューの「Properties」を選択します。

Ê プロパティウィンドウで、「Schedules」のリンクを選択し、必要に応じ
てジョブのスケジュールを調整します。

Ê 「Edit」をクリックし、スケジュールを調整します。システムが通常に動
作しているときのジョブの実行時間を選択します。
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SQL Server 2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 上で  Windows 
Explorer またはタスクスケジューラを使用して編集および追跡する

SQL Server 2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 を使用して、
バックアップおよびメンテナンスのジョブを SQL Server エージェントで管理
することはできません。SQL Server 2005 Express の場合、このコンポーネン
トは存在しません。ジョブは Windows タスク スケジューラ で設定されるた
め、このコンポーネントで監視できます。

Windows Server 2003

使用できるスケジュールされたタスクを確認するには、Windows Explorer を
次のように設定する必要があります。

Ê Windows Explorer を開き、メニューバーで「ツール」→「フォルダオプ
ション」→「表示」の順に選択します。

Ê 「詳細設定」スクロールペインで、「マイ コンピュータにコントロール パ
ネルを表示する」オプションを選択します。

Ê 「OK」をクリックします。

Ê コントロールパネルを開きます。

Ê 「タスク」をダブルクリックします。

ServerView バックアップジョブおよびスケジュール表を確認します。

Ê Windows エクスプローラメニューで、「詳細設定」→「ログを表示」を選
択します。表示されたウィンドウに、出力メッセージが表示されます。最
近のエントリは次の行の上にあります。

[ * * * * * 一番最近のエントリはこの行より上にあります * * * * * ]

タスクの実行に成功すると、次のテキストが表示されます。

" 結果 : タスクは次の終了コードで完了しました : (0)."

JobServerView が先頭にあるジョブの値が 0 かどうかを確認します。 

タスクの実行に失敗すると、次のテキストが表示されます。
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" 結果 : タスクは次の終了コードで完了しました : (1)."

その上にエラーの説明が表示されます。

Ê ウィンドウを閉じます。

Ê 関連するバックアップジョブを選択し、コンテキストメニューの 「プロ
パティ」を選択します。

Ê プロパティウィンドウで、「スケジュール」タブを選択します。表示され
たウィンドウでスケジュールを変更します。

Windows Server 2008

Ê 「管理ツール」で、「タスク スケジューラ」を選択します。

Ê 「タスクスケジューラ ライブラリ」を選択し、 「エントリ タスクステータ
ス」までスクロールします。

Ê 「JobServerView」ジョブのいずれかをダブルクリックします。すべての 
ServerView ジョブは中央のウィンドウに表示されます。

Ê 「履歴」タブをクリックして、ジョブの進行状況を表示します。

Ê ウィンドウの上部で、「JobServerView」ジョブを選択します。

Ê コンテキストメニューで、「プロパティ」を選択し、「Trigger」タブを選
択します。

Ê 「Edit」をクリックし、スケジュールを調整します。システムが通常に動
作しているときのジョブの実行時間を選択します

SQL Server のエディションすべてのイベントビューアで追跡する

予定されているデータベースバックアップジョブの実行を確認するには、
Windows イベントビューアを次のとおり利用します。

– 「スタート」→「管理ツール」→「イベントビューア」の順に選択します。

– Windows 2008 では、「Windows ログ」を選択します。

– 「アプリケーション」を選択します。

次の一覧表は、使用する SQL Server に応じてバックアップジョブ実行中に
Windows アプリケーションイベントログへ書き込まれる項目を示します。
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2008 Express/2005 Express/MSDE 2000 の場合：

2008/2005/2000 Enterprise/Standard/Workgroup エディションの場合（リモー
トの SQL Server マシンにあるリモート SQL Server の追跡の場合）：

選択した追跡に対してフィルタを作成できます。

カラム　ソース カラム
イベント ID

説明

MSSQL$SQLSERVERVI
EW

18264
18265

データベースがバックアップされまし
た。データベース： ServerViewDB、
ダンプされたページ： …、
MEDIANAME='ServerViewDB'： 
{'ServerViewDBData'})。 このメッセー
ジは情報です。ユーザの操作は不要で
す。

MSSQL$SQLSERVERVI
EW

17060 Windows のタスクスケジューラジョ
ブ「JobServerView…」が起動されま
した。

カラム　ソース カラム
イベント ID

説明

SQLSERVERAGENT 
oder 
SQLAgent$Instanzname

208 スケジュールされた SQL Server ジョ
ブ 「JobServerView…」 … - 状態 : 
Succeeded - …。

MSSQLSERVER oder 
MSSQL$Instanzname

18264
18265

データベースがバックアップされま
した。データベース : ServerViewDB、 
…、 ダンプされたページ …、
MEDIANAME='ServerViewDB': 
{'ServerViewDBData'}). このメッセー
ジは情報です。ユーザの操作は不要
です。
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4.4.4 バックアップファイルがあるかどうかをチェックす
る

ServerView データベースは定期的にバックアップされます。 これにより、
.bak の拡張子の 2 つのファイルが作成されます。

– ServerViewDBData.bak
ServerView データベースのバックアップファイル。

– ServerViewDBLog.bak
ServerView データベースのトランザクションログのバックアップファイ
ル。完全バックアップモードで作成する場合のみ有効です。

ServerViewDB.ini コンフィグレーションファイルでは、インストール時のファ
イルのパスが DbBackupPath の下に表示されます。 また、バックアップモード
の設定が DbBackupMode の下に表示されます。

I 以下は、リモートで SQL Server インスタンスをインストールしたイン
ストールの場合のみ適用されます。

Operations Manager ソフトウェアのインストール中に、「SQL Server 
Backup Path」ウィンドウでリモートの SQL Server にあるバックアッ
プファイルのパスを指定することができます。パスを指定しない場合、
SQL Server のデフォルトのパスにバックアップファイルが作成されま
す。この場合の構成ファイル ServerViewDB.ini には「DbBackupPath」
のデフォルトのエントリが含まれています。 

SQL Server 2000 のデフォルトのパス :
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL<$Instancename>\
BACKUP\ 

SQL Server 2000 のデフォルトのパス（名前のないインスタンス）:
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\BACKUP\ 

SQL Server 2005 のデフォルトのパス :
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL.<n>\MSSQL\Backup\ 

n: インスタンス番号

SQL Server 2005 のデフォルトのパス :（名前のないインスタンス）
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL.1\MSSQL\Backup\ 

SQL Server 2005 のデフォルトのパス（名前のないインスタンス） :
\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL.1\MSSQL\Backup\



Installation under Windows  127

4.4  ServerView データベースのバックアップ

SQL Server 2008 のデフォルトのパス（名前付きインスタンス） :
\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL10.<Instancename>\MSSQL\Backup

SQL Server 2008 のデフォルトのパス（名前のないインスタンス） :
\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL10.MSSQLSERVER\MSSQL\Backup\

パス名は、SQL Server Management Studio、DbaMgr2k および Enterprise 
Manager にも表示されます。

SQL Server Management Studio

Ê SQL Server Management Studio を起動します。

Ê 「サーバへの接続」ダイアログで、「サーバの種類」、「サーバ名」および
「データベースエンジン < インスタンス名 >」を選択します。

Ê 「接続」をクリックします。

Ê 次に、「オブジェクト エクスプローラ」 で、エントリ「サーバオブジェク
ト」を選択します。

Ê 「バックアップ デバイス」をクリックします。

Ê 「ServerViewDBData」を選択してから、コンテキストメニューの「プロパ
ティ」を選択します。

Ê  ServerView データベースのバックアップファイルのパス名は
「Destination」フィールドの下に表示されます。

Ê 完全バックアップモードを使用する場合、「バックアップ デバイス 」→
「ServerViewDBLog」→「プロパティ」 で、トランザクションログのパス
名を見つけることができます。トランザクションログのバックアップファ
イルのパス名は「バックアップ先」の下に表示されます。

リモートの SQL Server インスタンスの使用中で、インストール時に「SQL 
Server Backup Path」用に何も指定していない場合、以下を設定することが
できます。

– 「バックアップ デバイス」をクリックします。

– コンテキストメニューから 「新しいバックアップ デバイス ...」を選択し
ます。

– デバイス名に 「ServerViewDBData」と入力します。

– 「OK」をクリックします。
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完全バックアップモードを使用する場合、バックアップファイル 
「ServerViewDBLog」についてこれらの手順を繰り返します。

DbaMgr2k

Ê DbaMgr2k（デスクトップアイコン、クイック起動アイコン、またはス
タートメニューを使用）を開始します。

Ê 「<SQL Server_Instance>」で接続します。

Ê エントリ「Backup devices」を選択します。

Ê バックアップファイルのパス名は「Physical Location」列に表示されま
す。

Enterprise Manager

Ê Enterprise Manager を起動します。

Ê 「<SQL Server_Instance>」→「Management」→「Backup」 を選択しま
す。

Ê バックアップファイルのパス名は「Physical Location」列に表示されま
す。 

リモートの SQL Server インスタンスの使用中で、インストール時に「SQL 
Server Backup Path」用に何も指定していない場合、以下を設定することが
できます。

– 「Backup」をクリックします。

– コンテキストメニューから「New Backup Device...」を選択します。

– 「Name」の下に「ServerViewDBData」と入力します。

– 「OK」をクリックします。

完全 バックアップモードを使用する場合は、バックアップファイル 
「ServerViewDBLog」についてこれらの手順を繰り返します。
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4.4.5 バックアップファイルの内容をチェックする

バックアップファイルに書かれているバックアップジョブの内容をチェック
できます。また、バックアップファイルのデータレコードなどの番号を表示
することもできます。

リモートの SQL Server インスタンスの使用中に、Management Studio また
は Enterprise Manager にバックアップメディア 「ServerViewDBData」およ
び「ServerViewDBLog」が表示されている場合は、このチェックを実行でき
ます。そうでなければ、上記のように設定して、コンテンツチェックで処理
することができます。

チェックには次のオプションがあります。

–  SQL Server 2000 用に Enterprise Manager または DbaMgr2k を開始しま
す。

Ê SQL Server インスタンスをクリックします。

Ê 「Backup (devices)」をクリックします。

Ê バックアップデバイスを選択します。

Ê コンテキストメニューの「Properties」を選択します。

Ê 「(View) Contents」ボタンをクリックします。

– SQL Server Management Studio (Express) を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックします。

Ê 「サーバ オブジェクト」をクリックします。 

Ê 「バックアップ デバイス」をクリックします。

Ê バックアップデバイスを選択します。

Ê コンテキスト メニューで、「プロパティ」を選択します。

Ê 「メディアの内容」 タブを選択します。
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I 完全バックアップモードで、バックアップデバイス
「ServerViewDBLog」に 1 週間分の記録があるか定期的に確認してくだ
さい。 1 週間を超えると「ServerViewDBLog」は上書きされます。

これが行われないと、バックアップジョブ
「JobServerViewLongInterval」は実行されません。上書きされない場
合、バックアップジョブ「JobServerViewLongInterval」は実行されま
せん。この場合、*.bak ファイルを減らしてください。

ログファイル ServerViewDB_log.LDF が大きくなりすぎた場合、154
ページの「ServerViewDB_log.LDF ファイルの肥大化」の項の説明に
従って、サイズを小さくします。

自動バックアップとファイルサイズ縮小を常時実行するには、120
ページの「ジョブの実行要件」の項 およびその後の項で説明している
手順に従います。 
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4.5 ServerView データベース のリストア

エラーのイベントで、バックアップから ServerView データベースをリストア
することができます。現在の ServerView データベースまたはエラーが発生し
ている ServerView データベースは削除しないでください。リストア時にエ
ラーを検出すると、最初からリストアを再開する必要があります。

リストアでは、データベースバックアップで最初に読み込みが行われ、1 つ
以上のトランザクションログが利用可能な場合はバックアップされます。

ServerViewDB.ini ファイルの「DbBackupMode」エントリが完全に設定されて
いる場合、トランザクションログのバックアップを利用できます。 

データバックアップのディレクトリに関する情報は、126 ページの「バック
アップファイルがあるかどうかをチェックする」の項をご覧ください。

4.5.1 SQL Server Management Studio によるリストア

ServerView データベースおよびトランザクションログをリストアするには、
以下を実行します。

1. ServerView データベースへのアクセスを制限します。

Ê SQL Server Management Studio を起動します。

Ê SQL Server インスタンスと接続し、「データベース」→
「ServerViewDB.」を選択します。

Ê コンテキストメニューの「プロパティ」を選択します。

Ê 「オプション」ページを選択し、「アクセス権限」でエントリ 
「RESTRICTED_USER」を選択します。 「OK」をクリックしてから、 
「YES」をクリックします。

2. データベースのバックアップからリストアします。

Ê 「データベース」をクリックしてから、 コンテキストメニューの「ファ
イルおよびファイル グループの復元 …」を選択します。
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Ê 「ファイルおよびファイルグループの復元」ウィンドウが開きます。

Ê 「全般」ページで、 「復元先データベース」フィールドに名前
「ServerViewDB」または「msdb」を入力するか、リストから名前
を選択します。

Ê 「復元元デバイス」を選択します。

Ê 「 ... 」ボタンをクリックします。

Ê 適切な格納場所からデータベースバックアップ
「ServerViewDBData.bak」を追加し、 「OK」をクリックします。

Ê 格納するデータベースバックアップを選択します。 

「復元するバックアップセットの選択」で、「復元」列のボックスをク
リックします。

Ê 「オプション」ページに切り替えます。

Ê 復元オプション：「既存のデータベースを上書きする」をチェックしま
す。



Installation under Windows  133

4.5  ServerView データベース のリストア

Ê トランザクションログバックアップ ServerViewDBLog.bak を利用できな
い場合は、「OK」をクリックします。 利用できる場合は、 復元状態：
「データベースは操作不可能状態のままで、コミットされていないトラ
ンザクションはロールバックしない。別のトランザクション ログは復
元できます。」を選択します。

Ê 「OK」をクリックし、再度「OK」をクリックします。

データベースのリストアが開始されます。「オブジェクト エクスプロー
ラ」 に、「ServerViewDB ( リストア中 …)」と表示されます。

3. 利用可能な場合は、トランザクションログをリストアします。

Ê 「データベース」をクリックしてから、コンテキストメニューの 
「ファイルおよびファイル グループの復元 … 」を選択します。

Ê 「ファイルおよびファイルグループの復元」ウィンドウが開きます。

Ê 「全般」ページの 「復元先データベース」フィールドで、リストから
名前「ServerViewDB」を選択します。

Ê 「復元元デバイス」を選択します。

Ê 「 ... 」ボタンをクリックします。

Ê 適切な格納場所からトランザクションログファイル 
「ServerViewDBLog.bak 」を追加し、「OK」をクリックします。

Ê 格納するデータベースバックアップを選択します。

「復元するバックアップセットの選択」で、 「復元」列のボックスをク
リックします。

Ê 「オプション」 ページに切り替えます。

Ê 復元オプション：「既存のデータベースを上書きする」をチェックしま
す。

さらにトランザクションログをリストアする場合、オプション：「デー
タベースは操作不可能状態のままで、コミットされていないトランザ
クションはロールバックしない。 」を選択します。

最後のトランザクションログをリストアする場合、オプション： 「コ
ミットされていないトランザクションをロールバックして、データ
ベースをしよう可能な状態にする。別のトランザクションは復元でき
ません。」を選択します。
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Ê 「OK」をクリックしてから、もう一度「OK」をクリックします。

最後のトランザクションログをリストア後、データベースのステータスを
通常に戻してください。「オブジェクト エクスプローラ」では、アドオン

「（リストア中 …）」は表示されません。

サービス 「ServerView Services 」および 「ServerView Download Service」
を再起動します。 

Ê 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「管理ツール」→
「サービス」を選択します。

Ê 適切なサービスを選択し、コンテキストメニューの「再起動」を選択しま
す。

これで、Operations Manager を使用して、再び ServerView データベースに
アクセスできるようになります。

4.5.2 Enterprise Manager によるリストア

ServerView データベースおよび トランザクションログをリストアするには、
以下を実行します。

1. ServerView データベースへのアクセスを制限します。

Ê Enterprise Manager を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックし、「データベース -
ServerViewDB」を選択します。

Ê コンテキストメニューを表示し、 「プロパティ」を選択します。

Ê 「オプション」タブを選択し、「アクセス制限」を選択してから、 
「db_owner」、 「dbcreator」または「sysadmin」のメンバを選択しま
す。

2. 以下のようにデータベースのバックアップからリストアします。

Ê SQL Server インスタンスをクリックします。

Ê 「データベース」をクリックし、コンテキストメニューの「全てのタス
ク」の「データベースの復元」を選択します。 
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「データベースの復元」ウィンドウが開きます。

Ê 「全般」タブで、 「データベースとして復元」フィールドに名前
「ServerViewDB」または「msdb」を入力するか、リストから名前を選
択します。

Ê オプション「デバイスから」を選択します。

Ê オプション「データベース－全体」を選択します。

Ê 「デバイス選択 ...」をクリックします。

Ê 表示されたウィンドウで、 「追加 ...」をクリックします。

Ê 表示されたウィンドウで、ファイル ServerViewDBData.bak または
msdb.Data.bak か、バックアップデバイス「ServerViewDBData」また
は「msdbData」を選択し、 「OK」→「OK」をクリックします。
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Ê 「オプション」タブに切り替えます。

Ê トランザクションログバックアップ ServerViewDBLog.bak を利用できな
い場合、オプション「データベースは操作可能状態 ...」を選択します。 

利用できる場合は、 オプション 「データベースを操作不可状態。別の
トランザクションログの復元は可能」を選択します。

Ê 「復元先」列のパス名をチェックします。ServerView データベースで
以下のエントリを確認します。 

<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB.mdf
<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB_log.LDF

Ê 「全般」タブに切り替えます。

Ê 「内容表示」ボタンをクリックします。

Ê リストアするデータベースバックアップを選択します。

Ê 「OK」→「OK」をクリックします。

データベースのリストアが開始されます。Enterprise Manager にメッセー
ジ 「ServerViewDB ( ローディング )」が表示されます。 
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3. 利用できる場合は、トランザクションログをリストアします。

Ê 「全般」タブで、「データベースとして復元」フィールドに名前
「ServerViewDB」を入力するか、リストから名前を選択します。

Ê オプション「デバイスから」を選択します。

Ê オプション「トランザクションログ」を選択します。

Ê オプション「デバイス選択 ...」をクリックします。

Ê 表示されたウィンドウで、「追加 ...」ボタンをクリックします。

Ê 表示されたウィンドウで、ファイル ServerViewDBLog.bak またはバック
アップデバイス「ServerViewDBLog」を選択してから、「OK」→
「OK」をクリックします。

Ê 「内容表示」をクリックします。 

Ê 関連する（データベースに適合する）列を選択します。

Ê 「OK」をクリックします。 

Ê 「オプション」タブに切り替えます。 

Ê 複数のトランザクションログをリストアする場合、オプション： 
「データベースを操作不可能状態。別のトランザクション ログの復元
は可能」 を選択します。または、最後のトランザクションログのみを
リストアする場合、オプション：「データベースは操作可能状態。別の
トランザクションログの復元は不可」を選択します。

Ê 「全般」タブを選択してから、「OK」をクリックします。

Ê オプション：「データベースを操作不可能状態。別のトランザクション 
ログの復元は可能」を選択した場合、トランザクションログをリスト
アするたびに手順 3 を繰り返します。

最後のトランザクションログをリストア後、データベースのステータスを通
常に戻してください。Enterprise Manager のロードに関するメッセージが表
示されなくなります。

リストア後に、ServerView データベースへのアクセスは自動的に再度有効に
なります。
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4.5.3 DbaMgr2k によるリストア

ServerView データベースおよびトランザクションログをリストアするには、
以下を実行します。

1. ServerView データベースへのアクセスを制限します。

Ê DbaMgr2K を起動します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックし、 「Databases」→
「ServerViewDB」 を選択します。

Ê コンテキストメニューを表示し、「プロパティ」を選択します。

Ê ウィンドウで、 「Options」アイコンを選択します。 

Ê プロパティウィンドウで、ボタンセクションの「Access granted to」
の下にあるエントリ「Members of db_owner」を選択します。

Ê 「Status」フィールド（最上部のセクション）の値を「dboUseOnly」
に変更します。

Ê 「Save」をクリックして、エントリを保存します。

2. データベースバックアップを表示します。

Ê SQL Server インスタンスをクリックし、エントリ「Backup devices」
を選択します。

Ê 右側のフィールドで、「ServerViewDBData」をクリックしてから、コ
ンテキストメニューから「Properties」→「Contents」を選択します。

データベースバックアップが表示されます。 バックアップを作成すると、
「BackupFinishDate」列が表示されます。

利用できる場合は、トランザクションログ「ServerViewDBLog*」の場合、
同じにします。

3. 以下のようにデータベースのバックアップからリストアします。

Ê SQL Server インスタンスをクリックします。

Ê 「Databases」をクリックしてから、コンテキストメニューの
「Restore Database」を選択します。
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「Restore Database」ウィンドウが開きます。

Ê 「General」タブで、「Restore as database」フィールドに名前
「ServerViewDB」または「msdb」を入力するか、リストから名前を選
択します。

Ê オプション「Database - complete」を選択します。

Ê 「Parameter - restore from Device」でバックアップ場所を選択します。

Ê 「Drop」をクリックしてから、「Add」 をクリックします。

Ê 表示されたウィンドウで、 ServerViewDBData.bakまたはmsdbData.bak
ファイルか、バックアップデバイス「ServerViewDBData」または 
「msdbData」を選択します。

Ê 「OK」をクリックします。
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Ê 「Options」タブに切り替えます。

Ê トランザクションログバックアップ ServerViewDBLog.bak を利用できな
い場合はオプション「データベースは操作可能状態 ...」を選択します。 
利用できる場合は、 オプション「データベースは操作不可能状態。別
のトランザクション ログの復元は可能」 を選択します。

Ê 2 番目のテーブルのパス名をチェックします。「PhysicalName」で 
ServerView データベースの次のエントリを表示可能にしてください。 

<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB.mdf
<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB_log.LDF

Ê 「General」タブに切り替えます。

Ê 「Contents」をクリックします。

Ê リストアするデータベースバックアップを選択します。

Ê 「Apply」をクリックします。

データベースバックアップがリストアされます。

4. 利用できる場合は、トランザクションログをリストアします。

Ê 「General」タブで、「Restore as database」 フィールドに名前
「ServerViewDB」を入力するか、リストから名前を選択します。

Ê オプション「Transaction log」を選択します。
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Ê 「Parameter - restore from Device」でバックアップ場所を選択します。

Ê 「Drop」をクリックしてから、 「Add」をクリックします。

Ê 表示されたウィンドウで、ServerViewDBLog.bak ファイルまたはバッ
クアップデバイス「ServerViewDBLog」を選択します。

Ê 「OK」をクリックします。

Ê 「Contents」をクリックします。

Ê 「BackUp Media Content」ウィンドウで、関連する（データベースに
適合する）列を選択します。

Ê 「Apply」をクリックします。

Ê 「General」タブの 「Backup number」の値は、「BackUp Media 
Content」ウィンドウの「Position」の値が反映されます。

Ê 「Options」タブを選択します。

Ê 複数のトランザクションログをリストアする場合、オプション
「Leave database nonoperational - additional transaction log restore 
follows」を選択します。最後のトランザクションログのみをリストア
する場合、オプション「Leave database operational - no additional 
transaction logs can be restored」を選択します。

Ê 2 番目のテーブルのパス名をチェックします。「PhysicalName」で 
ServerView データベースの次のエントリを表示可能にする必要があり
ます。 

<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB.mdf
<Server_Installation_Pathname>\Data\ServerViewDB_log.LDF

Ê 「General」タブを選択してから、「OK」をクリックします。

Ê オプション「Leave database nonoperational - additional transaction log 
restore follows」を選択した場合、トランザクションログをリストアす
るたびに手順 4 を繰り返します。

Ê 最後に、「Close」をクリックします。

リストア後に、ServerView データベースへのアクセスは自動で有効になりま
す。
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4.5.4 データベースバックアップのチェック

定期的に、Enterprise Manager、DbaMgr2k、 SQL Server Management Studio 
でバックアップをチェックすることができます。Windows でリストアのセク
ション（134 ページ、 138 ページ、131 ページ） の指示に従いますが、以下の
変更があります。

Ê 「全般」タブで、データベースとして「復元」フィールドに
「RECOVERYTEST」などの名前を入力します。

Ê 「オプション」タブで、以下のように復元先列のパス名を変更します。

ServerViewDB.mdf を RecoveryServerViewDB.mdf 

ServerViewDB_log.LDF を RecoveryServerView_log.LDF

関連するセクションで説明したように他のすべて入力を行います。名前
「RECOVERYTEST」を付けてデータベースを保存する必要があります。こ
れは次のようにチェックできます。

Ê SQL Server インスタンスをクリックし、「データベース」を選択します。

Ê コンテキストメニューの「最新情報に更新」を選択します。

データベース「RECOVERYTEST」 をリストに表示する必要があります。

さらに、以下のようにデータベース 「RECOVERYTEST」を削除できます。

Ê データベースを選択してから、コンテキストメニューの「削除」を選択し
ます。
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4.6 MSDE/SQL Server Express - データベースの
制限

Operations Manager ソフトウェアのインストール時に、MSDE 2000 または 
SQL Server 2005 Express をデータベースサーバとしてインストールできま
す。 これらのデータベースサーバは無料ですが、使用可能なデータベースの
最大容量など、制限がいくつかあります。 最大容量は以下のとおりです。

– MSDE 2000 : 2 GB
– SQL Server 2005 Express : 4 GB

推奨される台数を超えるサーバを ServerView Operations Manager で監視し
ている場合、例えば、大量の Threshold または Inventory Management データ
が作成され、ServerView データベースが最大容量に達してしまう場合があり
ます。

このようになった場合は、一定の対策を講じない限り、ServerView 
Operations Manager を使用し続けることはできません。143 ページの

「Operations Manager での監視方法」の項、144 ページの「問題の解決方法」
の項の項を参照してください。

4.6.1 Operations Manager での監視方法

Operations Manager バージョン 5.0 では、監視ジョブ
（JobServerViewCheckDBSize）は、MSDE および SQL Server Express エ
ディションがインストールされている Operations Manager のデータベースに
対して設定されます。

このジョブは、データベースの容量を一定間隔でチェックし、該当するエ
ラーメッセージを SQL Server のエラーファイルに書き込みます。 また、デー
タベースの容量が限界に近づくと、メッセージが Operations Manager イン
ターフェースに表示されます。このジョブは、デフォルトでは 1 時間に一度
アクティブ化されます。 

セットアップは、Windows タスクスケジューラを使用して行われます。 

つまり、このジョブとランタイムスケジュールは、Windows タスクスケ
ジューラのユーザインターフェースで管理できます。
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4.6.2 問題の解決方法

問題を解決するために、以下のことを行うことができます。

– SQL Server を、容量制限のないエディション、たとえば SQL Server 
Standard または SQL Server Enterprise エディションにアップグレードす
る。

– ServerView サーバリストからサーバを削除して、ストレージスペースを
増やす。

I SQL Server をフルバージョンにアップグレードすることをお勧めしま
す。  フルバージョンにアップグレードすれば、この問題は二度と起こ
らなくなり、Operations Manager でサーバを台数でも監視できるよう
になります。 ただし、SQL Server のフルバージョンにはライセンスが
必要です。 つまり、フルバージョンのソフトウェアは有償で、該当ラ
イセンスを Microsoft から購入する必要があります。 

代わりに、SQL Server MSDE を SQL Server 2005 Express エディションに
アップデートすることもできます。  SQL Server Express にもデータベースの
容量制限がありますが、制限値は 2 倍も高く（2 GB ではなく 4 GB）、無償で
入手できます。



Installation under Windows  145

4.7  ローカルからリモート SQL Server への ServerView データベースの移動

4.7 ローカルからリモート SQL Server への 
ServerView データベースの移動

4.70 以上の ServerView Operations Manager では、リモート SQL サーバを
ServerView データベースとしてインストールできます。
この機能は新規インストール、または 4.20 からのアップデートインストール
でのみ実行できます。ローカルの SQL サーバを ServerView データベースと
してインストールされている ServerView Operations Manage からのアップ
デートインストールはサポートされていません。しかし、ユーザは以下に記
載の構成を実行できます。

データベースの移動を行う場合は、既存の ServerView Operations Manage を
少なくとも 4.71 以降にする必要があります。

I この説明は、ServerView Operations Manager のインストールのみに対
応しています。インストールされている他のコンポーネント
（ServerView アップデート マネージャ、ServerView Deployment 
Manager）は移動後に必ず再インストールする必要があります。

ローカル管理用サーバとリモートサーバは両方とも同じドメインに所属する
必要があります。また、「Domain Users group」には少なくとも 1 つのユーザ
アカウントが必要です。

4.7.1 リモートサーバの要件

SQL Server のバージョンは、使用する両システムで同じであるか、ローカル
サーバよりもリモートサーバの方が上である必要があります。

リモートサーバでは、35 ページの " 要件 " で記載されているように処理しま
す。
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4.7.2 構成手順

ServerView データベースをローカル管理用サーバからリモートでインストー
ルした SQL Server に移動するには、以下を実行します。

1. ローカル ServerView Operations Manager をアップグレードさせてくださ
い。
ローカル管理者として、管理用権限のあるアカウントでログオンし、ロー
カル ServerView Operations Manager を最新版にアップグレードします。
リモートでのインストールは、同じバージョンを使用する必要がありま
す。そうでなければ、データベースのスキーマが適合しません。

2. ServerView データベースにアクセスする、すべてのアプリケーションお
よびサービスを停止します。

– 「ServerView Services」
– 「ServerView Download Service」

3. 現在のローカルインストールを、以下のフォルダに保存します。アンイン
ストールと再インストールを後で行う必要があるので、このデータのコ
ピーが必要です。

– ServerView Suite\svom\data\ServerView\SnmpExport\Logs
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\SnmpExport\ExportedData
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\SnmpExport\Tasks
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\SnmpInventory\InventoryTasks
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\InventoryArchives
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\Download\svtmpdir
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\Download\Tasks
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\OnlineUpdate\Logs
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\OnlineUpdate\Tasks
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\SnmpArchive\ArchiveTasks
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\SnmpArchive\Logs
– ServerView Suite\svom\data\ServerView\Archive
– ServerView Suite /svom/data/ServerView/CSVFiles
– ServerView Suite/ServerView/ServerViewServices/scripts/ServerView/

common/mibs

4. ローカル SQL Server インスタンスから ServerView データベースの接続を
解除してコピーします。
現在の SQL データベースはローカルサーバからコピーする必要がありま
す。以下を実行します。
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Ê ServerView データベースファイルのパスを指定します。データベース
のコンテキストメニューで「データベース」→「ServerViewDB」→
「プロパティ」→「データファイル」または「ファイル」を選択する
と、SQL Server Enterprise Manager または SQL Server Management 
Studio にパスが表示されます。

Ê 次の機能を備えた対応する SQL Server 管理ツールを使用してデータ
ベースの接続を解除します。

「全てのタスク」→「データベースのデタッチ（SQL Server Enterprise 
Manager）」
「タスク」→「デタッチ（SQL Server Management Studio）」

Ê データベースファイルServerViewDB.mdfおよびServerViewDB_log.LDFは
インスタンスから削除され、コピーの準備ができます。

Ê データベースファイルを別のフォルダにコピーします。後で、リモー
ト SQL Server インスタンスで ServerView データベースを置換する際
に、これらのファイルが必要になります。

5. ローカル ServerView Operations Manager をアンインス トールします。
ローカルでインストールされた ServerView Operations Manager は管理用
サーバでアンインストールする必要があります。 エラーメ ッセージがない
場合に正常に動作させるため、 ServerView データベースを一時的に元のパ
スのインスタンスに再接続する必要があります。 データベースのコンテキ
ス ト メニューの対応する SQL Server 管理ツールを使用してデータベース
を接続します。データベースファイル（ServerViewDB.mdf） への現在のパ
スを、以下のダイアログで指定する必要があります。

– 「全てのタスク」→「データベースのアタッチ」（SQL Server 
Enterprise Manager）または、

– 「アタッチ」（SQL Server Management Studio） 

アンインストールを実行して、108 ページの「Operations Manager ソフ
トウェアのアンインストール」の項を参照してください。

6. リモート SQL Server による新規インストール
管理用サーバで ServerView Operations Manager の新規インストールを開
始し、オプション「別サーバの SQL Server にリモート接続する」を選択
します。 63 ページの " 管理端末でのその他の手順 " に記載されているよう
に実行します。

7. リモート SQL Server で ServerView データベースを置換します。
インストール後に、リモートサーバの ServerView データベースはローカ
ルインストールで前にコピーしたデータベースと置換する必要がありま
す。以下を実行します。
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Ê ServerView データベース、特にサービス「ServerView Services」と
「ServerView Download Service」にアクセスできる管理用サーバおよ
びサービスですべてのアプリケーションを停止します。

Ê リモート SQL Server で SQL Server Management Studio または SQL 
Server Enterprise Manager を開き、リモートインスタンスに接続しま
す。

Ê ServerView データベースの現在のパスを取得します。

Ê ローカルデータベースでの上記の説明のとおりに、リモート SQL 
Server にある既存のデータベースの接続を解除します。

Ê データベースファイルをローカルサーバからコピーした該当ファイル
と置換します。

Ê データベースに再接続します。

8. 移行時にデータベースが SQL Server 2000 から SQL Server 2005 にアップ
グレードされた場合、アップグレードされたデータベースで以下のコマン
ドを実行することをお勧めします（Query Analyzer または Management 
Studio）。

DBCC UPDATEUSAGE ('ServerViewDB')

9.「JBoss サービス ログオン情報」ダイアログでの初回のローカルインス
トールの場合は、" リモート " インストールとは別のドメインユーザアカ
ウントが使用されます。 移行されたデータベースの JBoss ユーザアカウン
トを再度入力する必要があります。 

Ê ディレクトリ <Installation_path>\ServerView 
Services\scripts\ServerView\Tools に切り替えます。

Ê このディレクトリにある以下のバッチファイルを実行します。  
「GrantLoginJBoss.bat」

Ê このダイアログで、" リモート " インストールに指定したユーザアカウ
ントを入力します。 

10.リモート SQL Server インスタンスでデータベースをバックアップします。

11.前のインストール（手順 3 で指定）で保存されたフォルダをローカル管理
用サーバの該当するフォルダにコピーします。

12.最後にローカル管理用サーバのサービス「ServerView Services」および
「ServerView Download Service」 を再起動します。
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4.8 負荷分散の変更

ServerView を使用して受けるシステム負荷、または、同時実行のジョブ数を
変更することができます。

以下のサービスは、同時実行の数を ini ファイルで定義されてた数だけジョブ
を開始します。

これらの構成ファイルはすべてセクション「GLOBALS」で変数
「ConcurrentJobsAllowed」を保持します。その場所で得られた数は、開始さ
れる同時実行ジョブの数を示しています。

例

すべてのサーバのアーカイブが有効で、サーバリストには 100 の管理可能
なサーバがあります。ConcurrentJobsAllowed が SVArchiveServer.ini で 30 
に設定されている場合、同時に有効化するサーバは 30 あります。

30 の開始されたジョブの 1 つのサーバについてアーカイブが完了すると、
別のサーバのアーカイブが開始されます。これは、100 のサーバがアーカ
イブされるまで、繰り返されます。

「ConcurrentJobsAllowed」の現在のデフォルト値は以下のとおりです。

ArchiveService <scripts>\ServerView\SnmpArchive\SVArchiveServer.ini
DownloadService <scripts>\ServerView\Download\DownloadServer.ini
ExportService <scripts>\ServerView\SnmpExport\ExportServer.ini
InventoryService <scripts>\ServerView\SnmpInventory\SVInventoryServer.ini

SVArchiveServer.ini 30
DownloadServer.ini 30
ExportServer.ini 100
SVInventoryServer.ini 30
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I 1. ConcurrentJobsAllowed の数を変更する前に

ConcurrentJobsAllowed の数を変更する前に、各サービスのジョブ
が実行されていないことを確認してください。「ArchiveService」、
「DownloadService」、「ExportService」の場合、タブ設定の各 GUI 
で簡単にに確認することができます。タスクのステータスを示す青
色の矢印がある場合、そのサーバのジョブは実行中です。

「 InventoryService」 の場合、「SnmpInventory」のプロセスが実行さ
れているかどうかを、プロセスリストで確認してください。
Windows の場合、タスクマネージャでプロセスリストを表示でき
ます。

2. MSDE 2000 および同時実行のジョブ

データベースサーバとして MSDE 2000 が使用されると、
ServerView Operations Manager セットアップは、*.ini ファイル内
の 「ConcurrentJobsAllowed」 のデフォルト値を 5 に設定して、パ
フォーマンスの問題を回避します。

Windows でのデータベースサーバとして MSDE 2000 を使用してい
て、SQL Server ログファイルの同時実行違反のメッセージが依然
として頻繁に表示される場合は、「ConcurrentJobsAllowed」の数を
減らすことにより、同時実行違反を解決できます。 

以下の方法をお勧めします。

a) Inventory Service の「ConcurrentJobsAllowed」 の数を減らしま
す。

b)「ArchiveService」、「DownloadService」、「ExportService」、
「InventoryService」のタスクを同時に開始しないようにします。

c) 他のサービスの場合、「ConcurrentJobsAllowed」の数を減らし
ます。

3. 同時実行ジョブの数を減らすことによる影響

同時実行ジョブの数を減らすことによる影響として、一方ではシス
テムの負荷が減り、他方ではサーバのグループでタスクを完了する
のに時間が掛かります。
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4.9 エラー診断

ServerView データベースでエラーが発生する場合、エラー診断のため、各種
ファイルおよび情報を、富士通のカスタマヘルプディスクに送信することが
できます。

4.9.1 ログファイル

ServerView データベースのインストール時にエラーが発生する場合、以下の
ログファイルを採取してください。

– %TEMP%\serverview.log
– <DatabaseLog>\svsqldb.log
– %windir%\ServerViewDB.ini

インストールエラーが Wise SQL Scripts または bcp によるファイルのイン
ポート中に発生する場合、<DiagnosePath> ディレクトリを圧縮してくださ
い。 ServerView を ServerView データベースに接続処理中にエラーが発生する
場合、<SVCommon> ディレクトリにあるログファイル *.log を採取してくだ
さい。

関連する環境変数（%TEMP% および %windir%）をその値で置換します。す
べての Windows OS では、変数の値は set コマンドによるコマンドプロンプ
トに表示されます。 

コマンドプロンプトに以下のコマンドを入力して、角括弧にワイルドカード
を取得します。

type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr /B DatabaseLog
type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr /B DiagnosePath
type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr /B SVCommon
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ログファイルのフォルダを表示するには、Windows Explorer を次のように設
定する必要があります。

Ê メニューバーで、「ツール」→「フォルダオプション」→「View Tools」
の順に選択します。

Ê 「詳細設定」で、次のように設定します。

Ê 「隠しファイルとフォルダを表示する」オプションを有効にします。

Ê 「既知のファイルの種類のファイル拡張子を表示しない」オプションを
無効にします。

Ê 「保護されたオペレーティング システム ファイルを表示しない (推奨 )」
オプションを無効にします。
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4.9.2 エラーイベントの重要な情報

エラーイベントでは、以下の情報が重要です。

– Operations Manager のバージョン

「ソフトウェア」のエントリ「Fujitsu ServerView Operations Manager 」
をクリックしてから、サポート情報をクリックします。

– OS のバージョン

Windows エクスプローラを開いて、ヘルプメニューから「バージョン情
報」 を選択します。

– OS の言語

– インストールされているデータベース（SQL Server 2008/2005/2000 また
は MSDE 2000）

入力プロンプトで以下のコマンドを入力します。

osql -S <SQL Server instance> -E
select @@version
GO

以下のような詳細が表示されます。

Microsoft SQL Server 2005 - 9.00.3042.00 (Intel X86)
Feb 9 2007 22:47:07
Copyright • 1988-2005 Microsoft Corporation
Express Edition on Windows NT 5.2 (Build 3790: Service Pack 
1)

– インストールされている言語

入力プロンプトで以下のコマンドを入力します。

osql -S <SQL Server instance> -E
xp_msver language
GO
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4.9.3 ServerViewDB_log.LDF ファイルの肥大化

118 ページの「ServerView データベースのバックアップ」の項に記載されて
いるように、完全バックアップモードのバックアップジョブを定期的に実行
しなかったり一定期間実行しなかったりすると、トランザクションログファ
イル ServerViewDB_log.LDF のサイズが非常に大きくなることがあります。こ
のような場合は、手動でサイズを小さくする必要があります。

I  バックアップモードのバックアップジョブがないことは
ServerViewDB_log.LDF のサイズがこれ以上大きくならないことを意味
します。 

以下を実行します。

1. ServerViewDB_log.LDF file ファイルのサイズをチェックします。

ファイルは以下のディレクトリにあります。

– SQL Server 2000 エディションの場合
%ProgramFiles%\Microsoft SQL Server\MSSQL$<Instance_name>\Data\

– SQL Server 2008/2005 エディションの場合
%ProgramFiles%\Microsoft SQL Server\MSSQL.<n>\MSSQL\Data\

ServerViewDB_log.LDF ファイルが ServerViewDB.mdf ファイルより大きい場
合、圧縮する必要があります。

2. ファイル ServerViewDB_log.LDF を圧縮します。

● サービス 「ServerView Services」と「ServerView Download Service」
を停止します。

● 該当する場合、データベース管理プログラムを閉じます。

● 「dbcc_shrink.sql」 スクリプトを呼び出します。

Operations Manager バージョン 4.91 では、圧縮用に
「dbcc_shrink.sql」 スクリプトが用意されています。 スクリプトは

<DllPath>\Tools ディレクトリにあります。このディレクトリには、ド
キュメント Shrink_ServerViewDB_log.LDF.doc も格納されており、この
問題に関して必要に応じて更新された詳細な説明があります。

スクリプトを実行するには、入力プロンプトに以下のコマンドを入力
します。

type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr Server_instance
type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr -i DllPath=
cd /d <DllPath>\Tools
osql -S <Server_instance> -E -i dbcc_shrink.sql -n
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● ファイルのサイズを再度チェック（1 を参照）して、
ServerViewDB_log.LDF ファイルが ServerViewDB.mdf ファイルよりも小
さいことを確認します。

● サービスを起動します。

Ê SQL Server エージェント「SQLSERVERAGENT」（SQL Server 
2008 Express/2005 Express および MSDE 2000 以外）を起動しま
す。

Ê 開始タイプを「自動」に設定します（SQL Server 2008 
Express/2005 Express および MSDE 2000 以外）。

Ê サービス「ServerView Services」と「ServerView Download 
Service」を開始します。

Ê そして、バックアップジョブ JobServerViewLongInterval を開始しま
す。

バックアップジョブ JobServerViewLongInterval はデータベースとトランザ
クションログのバックアップを作成し、バックアップファイル 
ServerViewDBData.bak および ServerViewDBLog.bak のサイズを小さくしま
す。 

SQL Server 2008 Express/2005 Express と MSDE 2000 の場合、対応する 
SQL Server エージェントと他のすべての SQL Server のエディションにつ
いて、バックアップジョブは Windows タスクスケジューラで実行されま
す。

3. 推奨事項

完全 バックアップモードでは、ServerView バックアップジョブが正常に
実行されていることをチェックします。詳細情報については、118 ページ
の「ServerView データベースのバックアップ」の項を参照してください。

定期的に実行されるバックアップジョブ JobServerViewHourly により、
ServerViewDB_log.LDF のサイズが大きくなりすぎないようにします。この
ジョブはファイル内にある毎時実行する際に不要な部分を削除します。 

4. 追加のトラブルシューティング

バックアップジョブのエラーメッセージは ERRORLOG.* と呼ばれるログ
ファイルに記載されています。 これらのファイルは、使用する SQL Server 
の LOG ディレクトリにあります。For MSDEMSDE 2000 の場合、ファイ
ルは以下のディレクトリに格納されています。
%ProgramFiles%\Microsoft SQL Server\MSSQL$SQLSERVERVIEW\LOG\.
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ログファイルに以下のメッセージが表示される場合、適切な対策を行う必
要があります。

"The backup data in 'ServerViewDBLog' is incorrectly 
formatted. Backups cannot be appended, but existing backup 
sets may still be usable."

バックアップを新規作成する場合、既存のバックアップデバイスのフォー
マットを整える必要があります。以下の場合、再フォーマットする必要が
あります。

1. バックアップが中断された。

2. ディスクエラーが発生した。

3. 使用可能なディスク領域が十分ない。

4. バックアップパスを検出できなかった。

5. バックアップ作成時に書き込みエラーが発生した。 

バックアップの再フォーマット :

Ê 原因を検出し、対処します。
すべての可能性をチェックします（上記を参照）。1. および 2. の場合 :
追加情報について、イベント表示でアプリケーションとシステムログ
をチェックします。

Ê 入力プロンプトに以下のコマンドを入力して、ServerView バックアッ
プファイルのバックアップパス <DBBackupPath> を検出します。

type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr DBBackupPath
type %windir%\ServerViewDB.ini | findstr Server_Instance
osql | sqlcmd -S <Server_Instance> -E

SQL Server 2008/2005 で sqlcmd を使用している場合。

Ê バックアップファイルをフォーマットします。

BACKUP DATABASE ServerViewDB TO DISK = 
'<DBBackupPath>ServerViewDBData.bak' WITH FORMAT, 
MEDIANAME='ServerViewDB'
GO
BACKUP LOG ServerViewDB TO DISK =
'<DBBackupPath>ServerViewDBLog.bak' WITH FORMAT, 
MEDIANAME='ServerViewDB'
GO
quit
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Ê ServerView バックアップジョブを正常に実行していることを確認し、
118 ページの「ServerView データベースのバックアップ」の項を参照
してください。 

4.9.4 ServerView データベースのエクスポート

エラー診断の場合、ServerView データベースのコピーおよびトランザクショ
ンログをサービスセンターに送信する必要がある場合があります。

このまれなイベントでは、サービス「MSSQL$SQLSERVERVIEW」または
「MSSQLSERVER」を停止して、データベースをオフラインに切り替えるこ
とをお勧めします（SQL Server 2008/2005 の場合、サービス名は 「SQL 
Server (SQLSERVERVIEW)」または「SQL Server (MSSQLSERVER)」）。 こ
れらのサービスの停止後、誰もデータベースにアクセスできなくなります。
したがって、このセクションで説明された手順は、毎日繰り返し使用される
ことに適していません。しかし、エラー解析のために、ServerView データ
ベースファイルやトランザクションログファイル（拡張子 .mdf）をインポー
トすることは、データベースのバックアップファイル（拡張子 .bak）から復
元するよりも管理しやすいです。

これには、以下の手順が必要です。

– エラーに関する重要な情報を見つけ出し、153 ページの「エラーイベント
の重要な情報」の項を参照してください。

– ServerView データベースおよびトランザクションログのディレクトリを
検出します。

Enterprise Manager、DbaMgr2k、SQL Server Management Studio の場合

Ê Enterprise Manager または DbaMgr2k を起動します。

Ê SQL Server インスタンスを選択します。

Ê 「データベース」→「ServerViewDB」を選択してから、コンテキスト
メニューの「プロパティ」を選択します。

Ê 「データファイル」タブをクリックします。

「場所」列にファイル ServerViewDB.mdf のパス名が含まれています。
SQL Server Management Studio の「パス」列には、パス名が含まれて
います。

Ê Enterprise Manager または DbaMgr2k で、「トランザクション ログ」 タ
ブに切り替えます。
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「場所」列にファイル ServerViewDB_log.LDF のパス名が含まれていま
す。

osql の場合

Ê osql を起動して、以下のコマンドを入力します。

use ServerViewDB
exec sp_helpfile
GO

「filename」列にはパス名が表示されます。

– サービス「SQL Server <DbService>」を停止します。 「DbService」の下
にある構成ファイル ServerViewDB.ini でサービス名が検出できます。

– Service Center にファイル ServerViewDB.mdf および ServerViewDB_log.LDF
をトランザクションログと一緒に送信します。

– サービス「SQL Server <DbService>」を開始します。
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5.1 コマンドラインによる Operations Manager
のインストール

メニューによるインストールだけでなく、Windows のコマンドラインによっ
ても、Operations Manager および ServerView イベントマネージャをインス
トールできます。ServerView Suite DVD 1 をセットし、Operations Manager 
のインストールパッケージを解凍するように指定してください。なお、ファ
イルを出力するディレクトリを指定することもできます。

言語

コマンドラインオプション /l ja または /l en を使用して、目的のインストール
およびアプリケーションの言語を指定できます。

これによって、標準インストールの言語とは異なる言語を使用できます。 次
の 2 つの別の方法が役に立ちます。

– 英語 OS へのインストールを開始します。

start /wait serverview.exe /l ja

Operations Manager のインストールおよびアプリケーションの言語が日
本語で表示されます。 

– 日本語 OS へのインストールを開始します。

start /wait serverview.exe /l en

Operations Manager のインストールおよびアプリケーションの言語が英
語で表示されます。 
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自動インストール

自動インストールの場合、以下の各オプションのデフォルト値について定義
する構成ファイル（silent_install.ini）があります。

– インストールパス

– Web サーバ

– ポート番号

– ホスト名

– IP アドレス

このファイルを編集して要件に合わせて調整することができます。この構成
ファイルによって、インストールダイアログが表示されないサイレントイン
ストールを行うことができます。

インストール中に、以下の条件を満たすインスタンスがシステムにインス
トールされているかどうか、チェックを行います。

– MSDE 2000（Service Pack 4）、または SQL Server 2005 Express が SQL 
Server のインスタンス名 「SQLSERVERVIEW」で存在する。

– 別のインスタンス名で SQL Server 2008/2005/2000 
Standard/Enterprise/Workgroup Edition が存在する。

条件を満たすインスタンスが見つからない場合、Windows 2003 の場合は
MSDE 2000 が、Windows 2008 の場合は SQL Server 2005（Express）がイ
ンストールされます。
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サイレントインストール

サイレントインストールを実行するには、コマンドラインに切り替えます。
以下の呼び出しで自動インストールを開始します。

start /wait serverview.exe  /s

インストール完了後、アプリケーションイベントログの Windows イベント表
示でインストールが正常に完了したかどうかを確認します。インストールロ
グは %TEMP%\MSIsvinst.log ファイルで確認できます。

I Operations Manager は ODBC V3.51（Service Pack 1）のダイナミッ
クリンクライブラリと一緒にインストールされます。これらに含まれ
る DLL より最新のバージョンがシステムにインストールされている場
合、異なるバージョンに伴うエラーメッセージが表示される可能性が
あります。この問題が発生した場合には、Microsoft のサポート情報を
調べ、記事 ID Q170769、PRB: "ODBC Resource DLL is a Different 
Version Than..." というエラーを確認してください。この記事は、問題
についての概要を説明し、その解決方法を示しています。記事は以下
の Web で検索できます。 
http://support.microsoft.com/support/kb/articles/Q170/7/69.asp.

http://support.microsoft.com/support/kb/articles/Q170/7/69.asp.
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5.2 osql によるデータベース管理（Windows）

SQL Server 2000 または MSDE 2000 は、エンタープライズマネージャまたは 
DbaMgr2K だけでなく、osql でも管理できます。SQL Server 2000 または 
MSDE 2000 がインストールされている場合、同様に osql がインストールさ
れます。osql を使用して、以下の機能を実行することができます。

– MSDE 2000 の製品バージョンおよび言語をチェックする

– バックアップのタイミングをチェックおよび指定する

– ジョブの属性を変更してスケジュール設定を変更する

– ServerView データベースをリストアする

MSDE 2000 の製品バージョンおよび言語をチェックする

以下のようにして MSDE 2000 の製品バージョンおよび言語をチェックする
ことができます。

Ê 入力プロンプトに切り替えます。

Ê 以下のコマンドで osql を起動します。

osql -S <SQL Server instance> -E
xp_msver
GO

必要な情報は 2 ProductVersion および 3 Language というエントリです。

quit コマンドを使用して osql を終了します。

バックアップジョブの設定のタイミングをチェックおよび指定する

以下のようにして自動的に実行されるバックアップジョブの設定のタイミン
グをチェックできます。

Ê コマンドプロンプトを起動します。

Ê 以下のコマンドで osql を起動します。

osql -S <SQL Server instance> -E -Q "use ServerViewDB exec 
SVGet_JobInfo" -w 300 -s "TAB" -o <output_filename>
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Excel で出力ファイルを開くことができます。frq_type と frq_interval で時間間
隔の値を探します。freq_type の値が 4（daily）である場合、freq_interval の値
が日数です。freq_type の値が 8（weekly）である場合、freq_interval is の値は
以下のとおりです。

1 = 日曜日
2 = 月曜日
4 = 火曜日
8 = 水曜日
16 = 木曜日
32 = 金曜日
64 = 土曜日

ジョブの属性およびスケジュール設定の変更

ジョブの属性およびスケジュール設定を変更するときには、保存したプロ
シージャ「sp_update_jobschedule」および 「sp_update_job」を使用すること
ができます。

プロシージャは Microsoft MSDN オンラインページで説明されています。

Ê Microsoft Web サイト（www.microsoft.jp）を開きます。

Ê MSDN オンラインを選択します。

Ê これらのプロシージャを探します。

バックアップジョブが正常に実行されると、<DbBackupPath> ディレクトリ
に Control*.txt ファイルが見つかります。DbBackupPath の下にある構成ファ
イル ServerViewDB.ini でパス名を検索します。

ServerView データベースをリストアする（Windows）

ServerView データベースをリストアする前に、最初にデータベースへのアク
セスを制限する必要があります。その後、データベースとトランザクション
ログをリストアできます。

Ê コマンドプロンプトを起動します。

Ê 以下のコマンドで osql を起動します。

osql -S <SQL Server instance> -E

www.microsoft.jp
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データベースへのアクセスの制限

以下のコマンドを使用してデータベースへのアクセスを制限します。

exec sp_dboption 'ServerViewDB', 'dbo use', 'true'
GO

データベースのバックアップをリストアする

以下のコマンド、オプション NORECOVERY を使用して、選択したデータ
ベースのバックアップをリストアします。

RESTORE DATABASE [ServerViewDB] FROM  DISK = 
'<Path>\ServerViewDBData.bak' WITH  FILE = <Position>,
NORECOVERY,
MOVE 'ServerViewDB' TO '<Drive>:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL$SQLSERVERVIEW\Data\ServerViewDB.mdf'
GO

トランザクションログをリストアする

以下のコマンド、オプション NORECOVERY を使用して、選択したトランザ
クションログのバックアップをリストアします。

RESTORE LOG [ServerViewDB] FROM  DISK =
'<Path>\ServerViewDBLog.bak' WITH  FILE = <Position>,
NORECOVERY,
MOVE 'ServerViewDB_log' TO '<Drive>:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL$SQLSERVERVIEW\Data\ServerViewDB_log.LDF'
GO

最新（最後）のトランザクションログをリストアする

以下のコマンドを使用して、最新（最後）のトランザクションログをリスト
アします。

RESTORE LOG [ServerViewDB] FROM  DISK = 
'<Path>\ServerViewDBLog.bak' WITH  FILE = <Position>,
RECOVERY,
MOVE 'ServerViewDB_log' TO '<Drive>:\Program Files\Microsoft SQL 
Server\MSSQL$SQLSERVERVIEW\Data\ServerViewDB_log.LDF'
GO
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6 富士通テクノロジー・ソリュー
ションズ
エンドユーザーソフトウェア使用
許諾契約書

1. 本契約書の主題

1.1 本契約書においては “本ソフトウェア” は、富士通テクノロジー・ソ
リューションズのソフトウェア製品データシートにオブジェクトコード、
バージョン、仕様が記載されているソフトウェアを意味します。

本ソフトウェアは、機械可読命令、印刷された文書類、使用を許諾された関
連マテリアルからなります。 

1.2 本ソフトウェアを御使用になる前にこの契約書を注意してお読みくださ
い。 本契約書のライセンス条件に同意されない場合、ユーザーは本ソフト
ウェアの使用を許可されませんので、必ず本ソフトウェアのすべてのコピー
とすべての付属品目を購入証明書とともに直ちにライセンサー / サブライセ
ンサー ( 富士通テクノロジー・ソリューションズかまたはユーザーに本ソフ
トウェアを提供した再販業者 ) に返送してください。代金を全額返却いたし
ます。 

1.3 本ソフトウェアの使用には、該当するライセンス料の適正な支払いを必要
とします。 本ソフトウェアを使用することで、ユーザーは本契約書の条件に
拘束されることに同意したことになります。 

1.4 富士通テクノロジー・ソリューションズは、ソフトウェア海賊行為への対
策として、将来いつでも、追加のソフトウェアライセンスキーやライセンス
証明書を付加する権利を保有します。  

1.5 サードパーティーソフトウェアサプライヤーからのソフトウェアコンポー
ネントで納品品目に含まれているものは、別個のライセンス契約の対象とな
ります。そのライセンス契約書は本ソフトウェアに付属しているか、お求め
があれば富士通テクノロジー・ソリューションズが伝送します。

2. エンドユーザーライセンス 

2.1 富士通テクノロジー・ソリューションズは、ユーザーに対し、購入された
ライセンス口数に相当するワークステーションで本ソフトウェアを使用する
非独占的かつ譲渡不能のライセンスを付与します。 追加のライセンスを購入
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されない限り、最大ライセンス口数を超えるワークステーションで、または
指定のタイプを超えるハードウェアで、本ソフトウェアを操作することを許
されません。 

アーカイビング目的で本ソフトウェアのバックアップコピーを作成すること
は許されます。ただし、本ソフトウェアのコピーまたは部分コピーに著作権
表示その他の所有権情報を正しく表示することが必要です。 

2.2 本ソフトウェアをコピー、修正、または頒布してはいけません。 さらに、
本ソフトウェアのリコンパイル、リエンジニアリング、変換、改訂、コンパ
イル、修正を行ってはいけません。 ユーザーは本ソフトウェアを対応する
ハードウェアを売ることなくサブライセンスしてはならず、また本ソフト
ウェアを譲渡、賃貸、リース、あるいは移転してはなりません。ただし本契
約書により明示的に許可されている場合、または強制的法規による場合を除
きます。 

2.3 本ソフトウェアをプログラム・アップグレードとして取得された場合は、
旧ソフトウェアバージョン使用のライセンスは、本ソフトウェアのアップグ
レードバージョンのインストールとともに自動的に終了します。 旧ソフト
ウェアバージョンの一部分をアップグレードバージョンに置き換えた場合は、
旧ソフトウェアバージョンの残余部分も置き換えられるかまたは他の形で非
活動化、またはシャットダウンされるまで、旧ソフトウェアバージョンのラ
イセンスは引き続き有効です。 

2.4 富士通テクノロジー・ソリューションズの対応するソフトウェアデータ
シートで特に指定されている場合を除き、あるソフトウェアバージョンまた
はリリースに対するライセンスは、本ソフトウェアの新たなリリース ( アッ
プデート )、新たなバージョン ( アップグレード ) またはテクニカルサポート
サービスに対する権利を付与しません。 補足サポート契約およびメンテナン
スサービスは、新たなリリース、新たなバージョン、追加のテクニカルサ
ポートサービスを含めるかまたは含めずに、直接に富士通テクノロジー・ソ
リューションズから、または認可ソフトウェア再販業者から、別途購入する
ことができます。

3. ダウンロード

富士通テクノロジー・ソリューションズよりネットワークまたは類似の頒布
経路を通じて提供されたソフトウェアについては、次の追加条件が適用され
ます。 

富士通テクノロジー・ソリューションズよりダウンロードのために提供され
た製品はすべて選定され、利用可能にされ、また － サードパーティーより供
給された場合は － 修正なしに提供されています。 ただし最新バージョンを確
認することと、ダウンロードするマテリアルのユーザー自身の目的に対する
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使用性と御使用のシステム上での使用性を確認することは、ユーザーの全面
的責任です。 本ソフトウェアはユーザー自身のリスクでダウンロードしてく
ださい。 富士通テクノロジー・ソリューションズは責任を負わず、特に伝送
エラーやダウンロードプロセスの間に発生する問題 ( 回線故障、接続遮断、
サーバ故障、データ破損など ) については一切責任を負いません。 

富士通テクノロジー・ソリューションズのウェブサイトは、富士通テクノロ
ジー・ソリューションズが 1 か所以上のオフィスを置いている国のためにの
み運用、管理されています。 本ソフトウェアや文書類が上記の国々以外の場
所でも富士通テクノロジー・ソリューションズのウェブサイトからダウン
ロードできること、またはその可能性があることについて、富士通テクノロ
ジー・ソリューションズは責任を負いません。 ユーザーが国外から富士通テ
クノロジー・ソリューションズのウェブサイトにアクセスされる場合は、
ユーザーには現地の法規を順守する全面的責任があります。 富士通テクノロ
ジー・ソリューションズは、本ソフトウェアや文書類を富士通テクノロ
ジー・ソリューションズのウェブサイトからダウンロードすることが違法と
見なされている国において、そのようなダウンロードを行うことを明示的に
禁じます。 

4. 著作権

本ソフトウェア ( 本ソフトウェアの一部分を含む ) にかかわるすべての権利と
ライセンス ( 本使用許諾契約において明示的にユーザーに譲与されたものを
除く )、ならびにすべての所有権と使用権は、全面的に富士通テクノロジー・
ソリューションズかサードパーティーライセンサー、またはその両者の所有
にとどまります。 

本使用許諾契約はユーザーに対し、富士通テクノロジー・ソリューションズ
またはサードパーティーライセンサーのブランド、ロゴ、または商標を使用
する許可を与えるものではなく、ユーザーは富士通テクノロジー・ソリュー
ションズのブランド、ロゴ、または商標に紛らわしく類似した他のブランド
を使用することも許されません。 本ソフトウェアまたは富士通テクノロジー・
ソリューションズに関してブランド、ロゴ、または商標を使用するには、そ
のつど富士通テクノロジー・ソリューションズの明示的同意を必要とします。 

5. 本ソフトウェアが再販業者により販売・納入された場合の、ライセンサー
の保証および責任の否認 

ユーザーが本ソフトウェアを直接、認定再販業者 ( 以下 “再販業者” という ) 
から購入された場合は、本ソフトウェアをインストールし使用する権利は、
ライセンシーとしてのユーザーとそれぞれの再販業者との間で合意する追加
のソフトウェアライセンス条件に従うことがあります。 
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認定ソフトウェア再販売の場合はすべて、ソフトウェアは再販業者より直接
ライセンシーにサブライセンスされ、利用可能にされます。 その場合、富士
通テクノロジー・ソリューションズは、ソフトウェアライセンスの取得に関
する限り、ライセンシーであるユーザーと再販業者との間のソフトウェアラ
イセンス契約の契約当事者ではありません。 したがって、ソフトウェアライ
センスをめぐる法的請求は、再販業者との契約を基礎としてのみ主張するこ
とができます。 ただしいかなる場合も、ライセンシーに認められる使用許諾
の範囲は、本契約書の第 1、2、3、および 4 条に明記された使用許諾契約の
範囲を超えないものとします。  

強制的法規、特に賠償責任と保証を律する強制的法規で、エンドユーザー使
用許諾契約に関する規則に関連して、またライセンシーの再販業者に対する
請求権に関して免責され得ない法規に従うことを条件として、富士通テクノ
ロジー・ソリューションズは本契約書において本ソフトウェアに関する一切
の保証を否認します。 同じ理由により、富士通テクノロジー・ソリューショ
ンズは、サードパーティーの権利の侵害についての一切の賠償責任 / 請求、
またソフトウェアの市販性や特定目的への適合性に関する黙示的保証も否認
します。 この責任の否認は富士通テクノロジー・ソリューションズの故意ま
たは悪意ある行動に対しては適用されません。

本エンドユーザー使用許諾契約において、富士通テクノロジー・ソリュー
ションズは明示的・黙示的を問わずいかなる種類の保証も一切与えていませ
ん。 

6. シェアウェア、フリーウェア、オープンソースソフトウェア・コンポーネ
ントに関する責任の否認 

6.1 本ソフトウェアは、富士通テクノロジー・ソリューションズがサードパー
ティーから受け取ったフリーウェアまたはシェアウェアを含むことがありま
す。 富士通テクノロジー・ソリューションズはそうしたフリーウェアまたは
シェアウェアの使用に対しライセンス料を支払っていません。 したがって、
ライセンシーは当該フリーウェアまたはシェアウェアの使用に対しライセン
ス料を請求されません。 ユーザーは、富士通テクノロジー・ソリューション
ズがそれゆえこうしたフリーウェアまたはシェアウェア・コンポーネントに
関して保証を与えず、またそれぞれのフリーウェアまたはシェアウェアの所
有、頒布、使用に関連するいかなる賠償責任も引き受けないことを認め、受
け入れます。 

6.2 本ソフトウェアは、「オープンソースモデル」にしたがい開発され、多く
の場合 GPL (General Public License: http://www.gnu.org/copyleft/gpl.html) 条
件、または配布時にそれぞれのオープンソースコンポーネントに適用される
他の標準オープンソース使用許諾条件に基づき頒布されるオープンソースソ
フトウェアコンポーネントを含むことがあります。 ユーザーは、こうした
オープンソースソフトウェアコンポーネントの使用許諾が多くの場合上記の
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GPL 条件かまたは他の形でオープンソースソフトウェアコンポーネントに付
属している条件に準拠することを認め、受け入れます。 富士通テクノロジー・
ソリューションズは、提供したオープンソースソフトウェアコンポーネント
についてライセンス料もその他の報酬も受け取っていません。 富士通テクノ
ロジー・ソリューションズまたはサードパーティーがオープンソースソフト
ウェアコンポーネントに関連して何らかの報酬を受け取ると限るとき、それ
は多くの場合追加のデリバリーアイテムやサービスの対価として受け取るも
のです。 

オープンソースソフトウェアコンポーネントの開発及び頒布の特殊性にかん
がみ、富士通テクノロジー・ソリューションズはその種のコンポーネントに
ついて明示的・黙示的を問わず一切責任を負わず、またそのようなオープン
ソースソフトウェアコンポーネントについて、特に仕様不足、機能の欠如、
プログラミングエラー、その他の誤作動に関して、いかなる保証も免責され
るものとします。 

7. 賠償責任の一般的限定 

7.1 富士通テクノロジー・ソリューションズも同社のサプライヤーも、業務中
断、利益や売上の逸失、データ損失、または資本コストに由来または関連す
る損害を含め、いかなる派生的・間接的損害についても賠償責任を負いかね
ます。 富士通テクノロジー・ソリューションズと同社のサプライヤーは、本
ソフトウェアの保持、販売、使用または使用不能に由来する追加の付随的・
派生的費用、または他のいかなる種類の損失、費用、経費についても、賠償
責任を負いかねます。この場合、当該請求が保証を受ける権利、契約、不法
行為責任、または他の法的理論により主張されているかどうかはかかわりあ
りません。 

7.2 富士通テクノロジー・ソリューションズ側の、免責されていないか、強制
的法律のために完全には免責され得ない契約違反やその他の行為、または失
効の結果直接的損害が生じた場合、当該損害に対する富士通テクノロジー・
ソリューションズの賠償責任は  ¨250,000.00 に限定されます。 直接的損害に
対する他の一切の賠償責任は免責されるものとします。 富士通テクノロジー・
ソリューションズの軽微な過失の結果生じた損害は、適用法規の許容する範
囲まで免責されるものとします。  

7.3 本契約書による賠償責任の限定および免責は、富士通テクノロジー・ソ
リューションズが適用法規にしたがい義務的賠償責任を負い、かつ当該賠償
責任が最大額まで制限できない損害 ( 例えば、身体的損害、製造物責任や悪
意ある虚偽報告による損害 ) には適用されません。 
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8. 輸出管理 

そのコンポーネント、あるいはコンポーネントの性質または目的のために、
本ソフトウェアや付属する文書類の輸出は監督官庁による承認が必要となる
場合があります。 本ソフトウェアの輸出を意図している場合は、ユーザーは
関連する輸出管理法規を順守するために必要なすべての承認および許可を取
得しなければなりません。   

本ソフトウェアが核、化学、または生物兵器に関連して、またはミサイル技
術のために用いられると推定される理由がある場合には、本ソフトウェアを
輸出してはなりません。 さらにユーザーは、米国の適用輸出規制 ( 特に、
Table of Denial Orders/U.S. 輸出否認命令表、 Denied Persons Lists 輸出否認者
リスト (DPL)) 、E.U. の輸出規制 ( 特に EU Terrorist List テロリストリスト )、
またはドイツの輸出当局や他のいずれかの国の管轄当局より公布される該当
する警告に記載されている企業または人物に対し、本ソフトウェアを引き渡
してはならず、間接的に引き渡させてもなりません。  

ドイツ連邦共和国、欧州連合、アメリカ合衆国、または他の国々の適用輸出
規制への違反となる場合は、いかなる情況でも富士通テクノロジー・ソ
リューションズはソフトウェア、パッチ、アップデート、またはアップグ
レードを提供する義務も、ダウンロードその他の契約上の約定を遂行するた
めのソフトウェアを提供する義務も負いません。

本ソフトウェアまたはそのコピーを輸出または再輸出する場合、それは適用
輸出法規への違反、かつ本契約書の条件への重大な違反となる可能性があり
ます。 

 9. その他

9.1 本契約書のいずれかの条件または本契約書の条件に従う他の契約のいずれ
かの条件が ( 一部または全部 ) 無効もしくは強行不能と判明した場合、それ以
外のすべての条件の有効性は影響を受けません。ただし、法律の隙間を埋め
るべく適用可能な法律規則を適用しても、残余の契約条件を順守することが
いずれかの契約当事者にとって不当な困難となるであろう場合は、その限り
でありません。 

9.2 ユーザー / ライセンシーが支払期限の来たライセンス料を支払わないか、
ライセンシーが本使用許諾契約の必須条件を順守しない場合は、富士通テク
ノロジー・ソリューションズは、本使用許諾契約を解除する権利を有します。 
かかる契約解除の場合には、保有する本ソフトウェアのあらゆるコピーを直
ちに返却し、[ ソフトウェアコピーの ] 完全な返却または当該コピーの破棄を
文書で確認しなければなりません。  
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9.3 いずれかの当事者に義務の不順守があっても、その不順守がその当事者の
統御を超えた不可抗力による場合は、ユーザーも富士通テクノロジー・ソ
リューションズも当該不順守について責任または賠償責任を問われないもの
とします。 

9.4 これらの使用許諾条件のあらゆる変更や修正は、文書に作成される場合に
のみ有効とします。 

10. 準拠法

10.1 これらの使用許諾条件はドイツ連邦共和国の法律に準拠します。

10.2 万一第 10.1 条の規定が強行不能とされた場合には、これらの使用許諾条
件はユーザーが本ソフトウェアを取得した国の法律に準拠するものとします。
ただし次の国々は別とします。 1) オーストラリアでは、本使用許諾契約の条
件は、事業契約が締結されている州または主権領土の法律に準拠します。  2) 
アルバニア、アルメニア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ブルガリア、クロア
チア、チェコ共和国、グルジア、ハンガリー、カザフスタン、キルギス、マ
ケドニア旧ユーゴスラビア共和国 (FYROM)、モルダビア、ポーランド、ルー
マニア、ロシア、スロバキア、スロベニア、ウクライナ、およびユーゴスラ
ビア連邦共和国では、本使用許諾契約の条件はドイツ連邦共和国の法律に準
拠します。  3) 英国では、これらの使用許諾条件に関するすべての紛争は英国
法に準拠し、英国の裁判所が専属管轄権を有します。  4) カナダでは、本使用
許諾契約の条件はオンタリオ州法に準拠します。  5) アメリカ合衆国とプエル
トリコ、ならびに中華人民共和国では、本使用許諾契約の条件は米国、
ニューヨーク州の法律に準拠します。
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